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マコト①







　ウチダ・マコトは知る由よしもなかったことではあるが、今月のテスラ（ローティーン向けファッション雑誌）によると、一人称ダルシムの男の子は今が狙ねらい目！　なのだそうだ。ダルシム男は一生に一度のモテ期に突入中！　この時期に付き合っている女の子こそ彼の運命の人。そんな彼に告白するなら今しかない！　と、煽あおっていた。

　ということは、である。マコトは、

「ダルシムって、本当に好きな人の画像は携帯に入れておかないタイプの人なんだよね～」

　とか、

「やばい！　今日の英語、ダルシムが当たる番だよ！」

　なんて言っていたのだろうか？

　答え、言ってない。

　じゃあ、なんで今、こんなことになっているの？

「ウチダさん。……どうかわたしと付き合ってください」

　その一年女子は上うわ目め遣づかいでそう懇こん願がんするのだ。

　モテていた。マコトモテモテなのだった。

　目をパチパチしながらマコトは言った。

「なん……ですか？」

　敬語になってやんの。

　話がおかしいのである。先生が呼んでるんでついてきてくださーい、と初うい々ういしい一年生達たち二人に言われて、ほいほいとついてきたマコトだ。なんか人影のない方へ行くなあ、とか考えてたら体育用具室に入り込むので、なんで僕が体育教師に呼びつけられたんだろう？　と疑問に思っていたところ。

　そしたら突然、マコトを先導していた一年女子二人が、

「ほら、言いなさいよ」「ええー!?　アヤちゃんが言ってよー」「じゃあ、ジャンケンで」

　ホイッ。

「よっし！　サトミがやるのよ！」「そんなぁ……」と、チラッとマコトの顔を窺うかがいつつ、

「あ、あのー、というわけで、その……」

　どんぐり眼まなこの一年は意を決したようで、

「付き合ってください！」

　に繫つながるのであった。なんだこりゃ？

「先生が呼んでいるという話ではなかったの？」

　マコトは辺りを見回す。バスケットボールやバレーボールが大量に詰まったかご。ハードルやライン引き。そういったものに擬ぎ態たいしているのでなければ、どこにも教師の姿は見えなかった。はっ、として天井を見上げる。いなかった。

「すいませーん。あれ、ウソです」

　もう一人の方の一年、アヤちゃんとかいうのはあっけらかんとしたものだ。

「ウチダ先せん輩ぱいにどうしてもお願いしたいことがあって、ここまで来てもらったんです」

　で、サトミとかいうどんぐり眼の子を押し出し、

「この子が、どーしてもウチダ先輩と付き合いたいって言うから。そうだよね？　サトミ？」

「……うー……。そうです……」

　右手をチョキの形にして、それを恨うらめしそうに見つめるサトミ。

　ははあ、なるほど。これはつまりあれであろう。恋に恋するお年とし頃ごろの女子が素敵な先輩に憧あこがれて告白ごっこというわけか。素敵な先輩としては、ここは優しく、遊びに付き合ってあげるべきだ。うまくいけば、本当にうまくいっちゃうかもしれないしね、ぐへへ。とか、そういった浮うわついた考えを少しも持たないマコトは言った。

「からかっているんだね？」

　自分に告白するような者がいるはずない、と達観しているのであった。そもそも、今まで何の接点もない子が本気で告白してくる理由があるものか、とはなから幻げん想そうを捨てている。きっとマコトは先祖代々筋金入りの独身主義者。

　しかし、彼女達たちはその幻想を何とかマコトに抱いだかせようと必死である。

「えー？　ひどーい！　サトミは本気ですよ。サトミがせっかく勇気出して告白したのに、それってひどくないですかー？　ねー、サトミー？」

「う……うん……」

　間違えた。必死なのはアヤの方だけみたい。サトミは乗り気じゃなさそうです。あんまり必死なので、こんなことさえ言い出す始末。

「ね！　サトミはもう覚悟を決めてるんですよー？　だから、この子のこと、抱だいてあげてください！」

　ぶふうっ。マコトとサトミ、両者ともコーヒー噴出した。コーヒーなんか飲んでないけど。

「な、なに言ってるの、アヤちゃん!?」

「それ、意味がわかって言っているの？」

　二人からの抗議にアヤは不満顔。

「だーって、しょうがないじゃない。そういう作戦でしょう？　ウチダ先せん輩ぱいだって、サトミのことが嫌いやなんですか？　触りたくもないってことですかあ？　しっつれいな話だよねー？」

「わ、わ、わたしは最初からこんなのイヤだって……」

「えー？　今いま更さらそういうこと言うのー？　色仕掛けって、結局最後はこうするのが目的なんだから。わかってたんじゃないの？」

「そ、そんなことするなんて思わないもん！」

　女子二人は、わーわー言い争う。そんな二人を置いて、マコトはその場を立ち去ることにした。どうやらマコトに用のある先生はいないようだし。

　と、それに気付いたアヤが、あ、ちょっとちょっと！　と慌あわてて止める。

「ほ、ほら！　ウチダさん！　ウチダせんぱーい！　これこれ！」

　バッ、と制服のブラウスを捲まくり上げた。

「これ見てくださいよ！　……えっと、まだまだ未成熟な、その、なんですけど、よろしかったら一口摘つまんでみるというのはどーでしょうか？」

　白い肌と水色のスポーツブラが露あらわになっていた。サトミの。アヤが背後からサトミをバンザーイさせるみたいに捲り上げたのだ。

「や、やああああ!?」

　サトミがしゃがみ込んで自らの体を隠す。

「あ、ほら、ダメだよサトミ！　隠してどうするの!?　さあ、脱いで脱いでー！　ウチダ先輩も脱いでください。あ、上はいいです。下だけ脱いでくれれば。アヤ、ちゃんと見てますからー」

「君達たちは何をやってるんだ？」

　マコトは顔を逸そらし、サトミに目を向けないようにする。

「ひ、ひどいよ、アヤちゃん」

　しゃがみ込んだまま、サトミはアヤを見上げる。その頰ほおは紅潮していた。声も上うわ擦ずり、

「まだお父さんにだって見せてないのに！」

「いや、それってお父さんに見せるようなものじゃないでしょ？　ていうか、だって、このままじゃウチダ先せん輩ぱい帰っちゃいそうだったし……。サトミのセクシーボディで悩殺するなら今しかないよ！」

「わたし、そんなんじゃないもん！　それだったらアヤちゃんがやってよう」

「アヤに何を期待してるわけ？　それにアヤ、彼氏いるからそういうことウチダ先輩にするわけにいかないし！　しょうがないじゃない」

「彼氏？　アヤちゃんに？　いつ？　誰だれ？」

「うるさいなー。いるったらいるの！」

　さようなら。マコトは体育用具室の扉に手をかけた。

「あー！　ちょっとウチダ先輩！　待ってくださいよー！　ほらほら、よく見て！」

「やーめーてーよー！」

　じゃれ合う二人を無視。で、マコトは扉を開けようとして、

[image: ]

「もし今、外に出たら大声上げますよー？」

　そんな声にピタッと動きを止める。

　さらにアヤは続けるのだ。

「ウチダ先せん輩ぱいに襲おそわれたって、言い触らします。それでもいいんですかー？」

「……何がしたいんだ、君達たちは」

　サトミ達の方を直視しないでマコトは言った。まだ、サトミが自分の露あらわな肌を必死に取り繕つくろっていたからだ。

　アヤは不敵な笑みを浮かべている。ふっふっふ。

「サトミを抱だくために、おとなしくパンツを脱いでください」

　でも、サトミは我が儘ままなことを言う。

「いやだってばあ！」

「もー！　サトミったら空気読んでよ。本当にそんなことさせるわけないでしょう？　サトミはそういう振りだけしとけばいいのにー」

　本気じゃないそうです。やっぱりこれはからかわれているのであろう。マコトはいよいよそう確信した。ちょっと残念な気持ちになったかどうかは秘密。

　さて、マコトは少しでも威い厳げんを示そうと重々しい声で言う。

「君達はまだ一年だろう。子供が何を言っているんだ」

「ほら！　子供かどうか、その目で確かめてやってくださいよー」

　ぺろん。懲こりない人ですね。

「やあああ！」

「早くそんなものはしまって……」

「あれあれー？　もしかして、自信ないんですかあ？」

　アヤは半目になって、手を口元にかざしたズシシ顔。

　そして、物語は動き出す。

「ウチダくん？　いるの？　何の手伝いだか知らないけれど、わたしも手伝ってあげるからさっさと片付けましょう。一緒に帰ってあげるから命令を……」

　と、体育用具室の扉がガラッと開いて、

「……なにをなさっているのかしら？」

　敬語になってます。

　とても静かな声で問うイシダの前には、硬直したマコトとブラ丸出しのサトミ。さらにその少女を後ろから押さえつけて、さあどうぞ！　たあんとおあがり？　と差し出さんばかりのアヤがいるだけだった。













サトミ①







　ホンゴウ・サトミは知る由よしもなかったことではあるが、今月のテスラ（ローティーン向けファッション雑誌）によると、親友との仲が壊れるＮＧなこと第一位は秘密を暴露する、第二位は悪口を言う、なのだという。

　ということは、である。サトミは、

「この前アヤちゃんが川原かわらで一人、携帯持って喋しやべってたのね。で、いつ携帯買ったんだろう、ってよく見たらそれテレビか何かのリモコンだった。何してんのって聞いたら、なんか携帯買ってもらえたときに備えて秘密の練習だって」

　とか、

「そのときアヤちゃんが喋ってた内容がなんかすごくて、三人の男から告白されちゃってどうしよう、とか存在しない誰だれかに相談してた。ノリノリで。ちょっと怖かった」

　なんて誰かに言ったのだろうか？

　答え、言ってない。

　じゃあ、なんで今、こんなことになっているの？

「もう少しだったんですけど……サトミがこれ以上のお色気はどうしてもって言うから……あ、でもあんまりサトミを責めないであげてください」

　アヤは上うわ目め遣づかいでそう懇こん願がんするのだ。

　なんか悪者にされていた。サトミが原因にされているのだった。

　え？　わたし、アヤちゃんに何も悪いことしてないよね？　友達だよね？

「なんですって？　つまり作戦は失敗した、と？」

　暗くら闇やみの中に影一つ。顔は黒く塗りつぶされたように判別できない。ゆらり。立ち上がって、失敗者達たちへと歩み寄る。それだけで圧迫感が生じた。うひゃあ。サトミは身を縮こまらせてしまう。でも、歩み寄られる方のもう一人、アヤはしれっとした顔。

「それにしてもウチダ先せん輩ぱいって思ったより真ま面じ目めな人みたいですねー」

「それではまだ彼の臀でん部ぶを確認していないのですね？　彼に悪あく魔まの尻尾しつぽが生えているか、もしくはその痕こん跡せきが見えないか、まだわからない、と？」

「そうなりますかねえ」

「いつになったらわかるのですか！　こんなことではこの会の長の座は譲ゆずれませんよ」

「はあ」

　アヤはそう聞いてもやる気なさそう。どうでもいい感丸出しで言ったものだ。

「大体、ウチダ先せん輩ぱいが悪あく魔まじゃないか？　なんて突拍子もないこと、どうして思ったんですか？」

「……私の見立てに何か文句でも？」

　影の声に咎とがめるような響ひびきが交じる。

「いいえ？　ただ、会長がどうやってウチダ・マコトの正体に気付いたのか、その理由を知りたいなあ、と思いまして」

　微妙に言い方を変えて、再度尋たずねるアヤだ。

「彼が悪魔だと疑う理由ですか？　それは……霊れいがそう囁ささやいたからです」

「うわあ……」

「なんてね。本当はちょっとした情報を摑つかんだのですよ。私、オカルト総合誌月刊エーテルに知り合いがいますからね。その人の連絡先だって教えてもらっているほどです。で、そこから頼まれました。ウチダ・マコトという人物の周りで奇妙な出来事が起こっているらしいので調べてくれ、と」

　会長、と呼ばれた影は深い声で真相を打ち明ける。もったいぶった言い方だ。それに対してアヤは大変な感銘を受けたらしく、

「はあ……そうですか……。なんで、そんな面倒くさいこと頼まれて、言うこと聞かないといけないんです？」

「うまくまとめれば、読者記事としてエーテルに紹介してもらえるかもしれないのですよ？　あのエーテルに！　エーテルの調査員の方が本格的にこちらに乗り込んできているくらいです。信しん憑ぴよう性せいのある話に違いありません。何かあるはずです」

「んー、何か、ですか。じゃあ、ウチダさんの周りの人間が次々と呪のろわれた死を遂げる、とかそんな奇妙な出来事が？」

「相手がそんな悪魔だったら近付きません！　嫌いやです、おっかない。……先日のコンビニ強盗事件を覚えていますか？」

　逆に会長に尋ねられて、

「ええ、もちろん覚えてますよー。ねえ、サトミ？　えっと、あれだよね？　あれのことだよね？」

　なぜかサトミに振るアヤであった。サトミはちょっと考え込んでから、

「学校の近くのコンビニで強盗が捕まった事件ですよね？　確かうちの生徒が人ひと質じちにされたとか……」

「そう、それ！　それだよ！　……そうですよねえ？」

　伺うかがいを立てるようなアヤの口調は気にせず、会長は話を続ける。

「あのとき、奇妙なことが起こりました。あの事件の際、犯人や警察や周囲の野や次じ馬うま達たちも含めて、彼らのズボンが脱げるということがあったのです。それも一いつ斉せいに。偶然でそんなことがありえますか？」

「さあ？」

　そもそも偶然周囲のズボンが一いつ斉せいに脱げる、なんて間抜けな状況を想像したこともないから、そんなこと聞かれても困るのである。気にする方が奇特なのだ。で、この会長は奇特な人というわけで、

「あれは悪あく魔まの能力の仕し業わざです。エーテルも同じ見方をしています」

　断言した。

「はあ」

　しょうもない能力もあったものだ。アヤはそう思いながらも尋たずねてしまう。

「それが正しいとして……でも、それでウチダさんが悪魔だなんて考える理由にはならないんじゃあ？」

「その事件で人ひと質じちだったのがウチダ・マコトですよ」

　とっておきを教える、みたいな態度で会長はのたまう。アヤは、雷に撃たれたように硬直し、そうか！　全すべては一本に繫つながった！　と大声で叫ぶようなことはせず、

「あー、そうでしたっけ？」

「……そうですよ」

　何だか会長は不満そう。でも、続ける。

「恐らく、人質となって身の危険を感じたウチダ・マコトは、悪魔の能力を発揮して危機を回避しようとしたのです」

　みんなのズボン脱がして危機回避？

「実際そのせいで現場は混乱して、その隙すきにウチダ・マコトは脱出できたようですしね」

　混乱したら余計危ないのではないか？　自分が人質だったとして、犯人がズボン脱いで混乱してたらやばすぎる。アヤはそんな場面を想像して首を捻ひねってしまうのだが、会長はちーっとも気にしない。それどころか、

「それに他ほかにもウチダ・マコトの周囲ではおかしなことが起こっています」

　と、さらにウチダ・マコト悪魔説を補強しようというのだ。

「彼のクラスの不良というかチンピラ連中が、その日を境に人が変わってしまったようになりました。まるで大事なことを全て忘れてしまったみたいな有り様だそうです。さて興味深いことにこのウチダ・マコト、日常的に彼らに絡からまれていました。それがどういうわけかそんなことになり、もちろん彼は以後不良連中から絡まれることはなくなったのです。……コンビニ強盗事件と、まるで計ったような符合でしょう？　きっと、あの事件が引き金になって悪魔の力を得たウチダ・マコトは、彼ら不良連中をその能力でどうにかしてしまったのです。そう考えるのは不自然なことではないはずです」

　ズボン脱がす能力で、なにをどう、どうにかしてしまったというのか。アヤには考えも及ばない方法があるのかもしれない。でも、やっぱりアヤにはウチダ・マコトに悪あく魔まの能力があるなんて思えなかった。

「えーと……まあいいや」

　いいのである。本人がいいと言っているのだから仕方ない。会長の言うことにこれ以上ケチをつけても、誰だれも得しないからだ。

「それで、ウチダさんが悪魔だったらどうするんです？　退治でもするんですかあ？」

「まさか。我らオカルト研究会、悪魔の能力を尊びこそすれ、悪魔を敵視するようなことはありません。むしろ、積極的にオカルト研究会に関かかわっていただきたいのです。どうやったら、そんな能力を手に入れられるのか……考えるだけでワクワクするでしょう？　超自然の力が、身近に、本当に手の届くところにあるかもしれないのですよ？　それに、月刊エーテルに記事として載せてもらえますし……。できれば、オカルト研究会に入会してもらえないかしら……」

　なんだ、勧誘だったのか。と、アヤは拍子抜けする。

　それに超自然の力って……。一いつ斉せいにズボン脱がす超自然の力？　それってありがたいかなあ？

　そんなアヤをチラ見して、

「……なにか文句でも？」

　会長の方こそアヤに文句言いたそう。そして、

「それより、ウチダ・マコトの正体を明らかにする作戦に失敗した責任を取ってもらわなければ」

　と、こう来た。

　アヤは舞台女優のような仕草で天を仰あおいでみせる。

「まあ！　なんてかわいそうなんでしょう！　サトミったらあんな恥ずかしい目に遭あったあげく、さらに責任まで？」

「へ？」

　他ひ人と事ごとみたいなアヤの言い分に、サトミは思わず顔を上げる。会長の前でかしこまっていたのだが、なんだ今の言い方？　と聞き咎とがめずにはいられなかった。

「ちょっとアヤちゃん？」

「ウチダ先せん輩ぱいを誘惑できなかったのは、ひとえにサトミのお色気が足りなかったせいだもんねえ……。もっとサトミが毎日牛乳を飲む子であったなら、別の結果が得られたはずなのに……」

　そう言って、チラッとサトミの顔と胸を窺うかがい、

「……親友として残念だけど、これは庇かばい立てできない事実だから……おとなしく責任取るしかないんじゃない？」

「ず、ずるい!?　やらせたのはアヤちゃんじゃない!?　なんでわたしだけ!?」

「そうだっけー？」

　右耳に小指突っ込んでホジホジしながら、アヤは言ってのけた。

「まあまあ、二人とも喧けん嘩かはおよしなさい」

　二人の前に立ちはだかる会長の目が光を放ったように見えた。会室の影になっている部分から光の差し込んでいる場所へと歩み出た結果、メガネのレンズに光が反射したのだ。大人おとなびた少女の顔が露あらわになる。

「二人とも……いいですか？　二人とも、ですよ……誠意ある対応を願います」

　そう言って、スッと、

「さあ」

　サトミに陶器製のブタの置き物が突きつけられた。

「１口五十円から。誠意を見せてもらいましょうか」

「わたし、今月に入ってからもう10口は誠意を見せちゃってるのに……」

　サトミは泣きそうな顔をする。会長はすまし顔で、

「おかげでオカ研の活動資金も順調にたまりつつあります」

　これはマイルドなカツアゲではないのか。

「すいません。あたしの誠意はツケで」

「あなたはそればっかりですね」

「あー!?　ズルい！　アヤちゃん、いっつもそうやって罰金払わないんだから！」

　アヤは悪びれもしない。

　オカルト研究会ではいつもこうやって会費を臨時徴収しているのであった。

　会長は貯金箱をジャラジャラさせながら微笑ほほえむ。満足のご様子です。

「今日はこのくらいにしといてあげます。あなた方にはもう一度機会を与えましょう」

　もう一回失敗したらまた罰金取られるわけで、夢の永久機関完成。

「お任せください、次こそは必ずやウチダ先せん輩ぱいのパンツを脱がしてみせます！」

　アヤは自信ありげに請け負うのだった。金払ってないから余裕である。馬ば鹿か正直に毎回罰金を支払っているサトミなんか死んでる。

　アヤの安請け合いに、会長深く頷うなずく。

「期待しています、次こそは良い結果を出してください」

　そしてメガネを光らせながら、秘密道具を授けてきた。

「これを使いなさい。必ずや役に立つでしょう」

　会長の差し出してきたのはシルバーのチェーン。ネックレスとして使うらしい。チェーンにはしずく形のフレームが通されている。

「これ、なんですかー？」

「望みを叶かなえるための呪じゆ術じゆつ道具です。このフレームの中に」

　と会長、さらに輝石を五つ持ち出して、

「これらキラストーンをセットすると、キラストーンの種類によって装着者には様々な効力が現れるのです」

　安物っぽいチェーンを微妙な顔して撫なでるアヤ。

「どうしたんですか、これ？　どこから持ってきたんです？」

「エーテルで紹介されていたものです。限定50組、愛読者には特別安く譲ゆずってくれるとのことで、申し込んでおきました。私も抜け目ないでしょう？　きっと霊れい障しようあらたかですよ」

　ははあ、つまり、また会費を使い込んだというわけだ。アヤは納得した。

　道理でブタの貯金箱（正式名称：誠意ボックス）が軽くなってると思ったんだよねー。せっかくアヤ達たち（←サトミが聞いたら怒るだろう）が積み立てたお金で手に入れた道具だもの。使わなくっちゃ損だよねえ？

　と、アヤはありがたく受け取ってやることにした。

「ははあ。ありがたきしあわせ」

　それに気を良くしたのか、会長は薄く笑う。

「ウチダ・マコトを籠ろう絡らくするのなら、このクリアブラックのキラストーンをセットしなさい。このキラストーンがセットされている間は、装着者の魅力がアップします。フェ、フェ、……フェロモン？　とか何かそういうものがにじみ出て、どんな男でもコロリだそうですから」

「へえー。男の子にモテモテになるってことですか？」

　アヤは、そのクリアブラックのキラストーンとやらを光にかざしてみた。その輝きはビードロのよう。つまりガラス玉。でも、会長は自信ありげに言う。

「そのとおりです」

「じゃあ、会長もさぞやモテモテになったんでしょうねえ」

「……」

「？　会長？」

「……私には効果が強すぎる可能性があるので使用しませんでした」

「効果が強すぎる？」

「あまりにも魅力がアップしてしまうためハートをゲットするだけでは済まず、相手をその、見境のないオオカミに変えてしまうということです」

「……それって危ないことですよね？　そんな危ないものをアヤ達に使え、と？」

「大丈夫です。まだ一年生のあなた達なら、キラストーンの力を受けても丁ちよう度どいいくらいでしょう。きっと適度にセクシーになれますよ」

　そうかなあ？　アヤは首を傾かしげたくなったが、会長の前なので控えた。

　それに、どうせアヤがするわけじゃないし気にすることないか。

「わっかりました！　とにかく、このキラストーンの力を使って、今度こそウチダ先せん輩ぱいを誘惑してみせます。ほら、サトミ。行くよ。明日のために作戦を練らなくっちゃ」

「ええー？　また行くの？」

　物もの凄すごくあからさまに嫌いやな顔をするサトミ。いつのまにか生き返っていました。そんなサトミの表情なんかまるで無視。グイグイ引っ張りながら、アヤは会室を退出するのだった。

　ともかくここに、ウチダ・マコトを巡って何やら陰いん謀ぼうを企たくらむ集団がその影を露あらわにし出したのである。パンツを脱がされるという貞てい操そうの危機に直面しているマコト。これから一体どうするのだろうか。

　別にどうもしなかった。ていうか、なぜか謝っていた。













イシダ①







　イシダ・サヤは知る由よしもなかったことではあるが、今月のテスラ（ローティーン向けファッション雑誌）によると、時代はダイナマイト系を求めているのだそうだ。ダイナマイト系ギャルがキテる！　のである。なんだよ、ダイナマイト系って？　と余人には計り知れぬ世界であった。ダイナマイトビューティとか言われても全然わからんであろう。とにかく、意味を強調する目的で、ダイナマイトをつけるらしい。

　ということは、である。イシダは、

「あんなことしでかして、僕もダイナマイト反省した」

　とか、

「ダイナマイトごめんなさい」

　なんてマコトに言われたら納得しただろうか？

　答え、するわけない。馬ば鹿かにしてんのか。

　じゃあ、イシダはマコトからどう言われれば納得するの？

「ごめんなさい」

　マコトは普通に謝るのだ。上うわ目め遣づかいはしなかった。

「まったくもう！　一年生相手にあんなことを！」

　イシダは全然聞き入れてくれない。普通だろうとダイナマイト系だろうと、どっちにしてもダメでした。

　今、体育用具室には二種類の人間がいる。立っている人間と正座している人間だ。正座している方の人間に分類されるマコトは、もじもじと足を組み直そうとした。が、立っている方の人間であるイシダにじろっと睨にらまれ、決まり悪げに居住まいを正す。怖い先輩に説教食らってるのと同等の圧迫感があった。足がジンジンしてきたのだが仕方がない。そんなマコトにイシダの声が飛ぶ。

「目を離すとこれなんだから！　油断も隙すきもないっていうのはこういうことなんじゃないの？」

　もちろんマコトは、自分には非がない、と説明したのである。彼女達たちについていったら、突然脱ぎ出して意味不明なことをのたまい始めた、と正直に話したものだ。きっと、彼女達は目に見えない邪じや悪あくな存在か何かにとりつかれていたのであろう、もしくは幼少期のトラウマが原因かもね、と自らの見解も付け加えて説明してやった。あらぬことを口走りながら裸になろう（裸にしよう）とするなんて、理由としてはそんなものしか考えられない。でもイシダは、

「そもそも、あの子達についていくってところからして下心があったんでしょ!?」

　と、ほとんど言いがかりのような文句のつけ方をしてきた。先程のマコトと一年女子達との間の不適切なスキンシップは確かに問題だ。だが、その全すべての責任はマコトにあるというのがイシダの主張なのである。そして、一切の反論を許さない。マコトにしてみれば、ダイナマイトなぜだ、であった。

「いやらしいんだから！　あんなことを見ず知らずの一年生相手にしようだなんて、動物じゃあるまいし！」

　さて、そう言われると一つ疑問が浮かび上がってくる。それは、見て知っている相手にならやってもいいの？　ということだ。たとえば、イシダに対してとか。そんな疑問は遠い彼方かなたに置いておいて、良い子のみんなは本筋に戻る。

「もう！　もう！　止やめてよね！　金こん輪りん際ざいあんなことしないで！」

　自分の気持ちがメチャクチャになっちゃうから。そこまでは言えなかったイシダだ。

　そんなイシダに対して、マコトはもう、ごめんなさいするほか対処法を思いつかない。だって、説明しても聞き入れてくれないのだから。というわけで、最初のごめんなさいに繫つながる。

「ごめんなさい。どうか機嫌を直してくれないかな」

「じゃあ、約束しなさい。もう二度と、その、えーと……いやらしいことしないって！」

　マコトとしてはその言われ方はあまりに不本意だろう。なにもいやらしいことをしようとは思っていなかったからだ。で、ついポロリと漏もらしてしまう。

「いやらしいことねえ……そういうことばかり考えていると、なんでもないことでもいやらしく見えてしまうっていうのもあるらしいけど」

「な……っ!?　わたしがそんなことばかり考えてるって言いたいわけ!?　わたし、やらしくなんかないもの！」

「だったら、そこまで気にすることないんじゃないかな。本当に彼女達たちとは何でもないんだから」

　そしたらイシダは腕組みして、へへん、と口の片方だけ上げたように笑い、

「なに？　わたしが気にしてるって言うの？　別にあなたが誰だれと何しようと気にしてなんかいないわよ。ただ、その、何も知らない純粋な一年生をたぶらかそうとする卑ひ怯きような振る舞いに怒っているの」

　ウソだがな。そして、首を振り振り、

「まったく、あのままだったらどうなっていたことか！」

　対してマコトは肩をすくめるのみだ。だが、本当にあのままだったらどうなっていたことだろう。そこで、マコトは思いつく。イシダに言っておかねばならないことを。

「わかった。全部僕が悪い。卑怯で最低で本当にすまなかった。でも」

　と、イシダを真剣な目で射て、

「これだけは、言わせてほしい」

「な、なによ？」

　マコトの思わせぶりな口調に、イシダはつい口ごもる。何を言い出すつもり？

「君があの場に来てくれて本当に助かった。ありがとう」

　マコトは感謝の言葉を述べるのだった。それも当然なのである。

　あのまま彼女達と一緒にいたら、マコトは何をされていたかわからないところだったのだから。貞てい操そうの危機と言えよう。そこにイシダが姿を現したことで、一年生女子達はキャーキャー言いながら退散してくれたのだ。もっとも、キャーキャー言って恥ずかしがっていたのはサトミとかいう子の方だけだったような気もするが。

　さて、お礼を言われてしまったイシダである。

「へ？　あ、そ、そお？　……ま、まあ、わたしがついていてあげたおかげで、あなたは最悪なところまで道を踏み外さずに済んだんだから、感謝してもらっても当然だけど」

　最初戸惑い、それから、ふふんと得意げになるイシダだ。ようやくイシダの気持ちも収まってきたようで、マコトも中々、イシダの扱い方にそつがない。

「これからも、わたしがあなたを守ってあげるわよ。あーあ。弱みさえ握られてなければこんなことしなくても済むのになあ」

　イシダは、本当にまったく仕方なく、という態度でそう呟つぶやくのだった。

「うんうん。そうやって君に守ってもらえてると思うと心強いよ」

「でしょう！」

　ふっふっふ。イシダは本当に得意げになる。こうして完全にイシダの機嫌は直ったのだった。だから今、体育用具室には二種類の人間がいることになる。立っている人間と、足が痺しびれてよたよたしながら立ち上がっている人間の二種類だ。さらに、

「ほら、何フラフラしてるの？　帰りましょう」

　との言葉を受けて、体育用具室にはどんな種類の人間もいなくなった。

　さて、そこからは二人、たわいもない話を繰り広げつつ帰り道を行く。少し時間がずれたからか、同じように下校している生徒の姿は少なかった。二人だけの時間、と言えなくもない。二人の間を気持ちのいい風が吹き抜けていった。

「じゃあ、また明日」

　三さん叉さ路ろでマコトは手を上げてそう言う。ここ最近、すっかり二人一緒に下校するのがお決まりとなっていた。以前同じ道で、この二人が追いかけっこさながらの競歩を繰り広げていたなんてウソのよう。

「ちょっと待ちなさいよ」

　何か意を決したようです。イシダはぐっと顎あごを引き、腕組みをして仁に王おう立ち。そして、くわっと一言。

「……ご飯作りに行ってあげる」

　唐とう突とつに何だ。けれど実はイシダ、これを言うタイミングをここ数日計っていたのである。で、本日ただ今、思い切ってしまったらしい。お礼とか言われて調子に乗って、変なメーターが振り切れたというわけだ。

　さて、くわっと言われた方の反応は、

「ん？　どこへ？」

　マコトは冷れい酷こく非情なので、そんな風に聞き返してしまうのだった。

「ちょっと、どこって……」

　早速目線を逸そらして地面を見てしまうイシダ。さっきの仁王立ちはどこへ行ったのやら。

「もしかして、僕の家にご飯を作りに来てくれるってこと？」

　マコトも成長していたのである。ちゃんと察したのであった。しかも以前のマコトならそんな申し出、関かかわり合いは御ご免めんだと拒絶していたであろう。だが今のマコトは、

「それはありがたいな」

　と、こうである。なにやら余裕なのだ。

「でしょでしょう？」

　目を輝かせてイシダは身を乗り出してくる。

「あなたが出来合いのお惣そう菜ざいやお弁当ばかり食べて体を壊さないように、わたしが気を配ってやらないといけないんだから大変よね。さあ、これから材料買ってきてあげる。だから、命令しなさいよ。その……なにが食べたい……？」

　カレーって言え！

　曖あい昧まいな口調とは裏腹に、イシダはそう念じていた。とても強く。それならうまく作れる自信があったからだ。というのは言いすぎで、自信がないわけではなかったからだ。幾分表現が後退しました。毎日、マコトの弁当作りをしているわりには自信なさげ。

　とにかくカレーである。カレー！　カレー！　と目に見えぬスパイシーオーラを発しながら、イシダはマコトの答えを待つ。

　でも、マコトの答えは予想外のもの。

「ああ、でも、今日いきなりはちょっと……」

「ええーっ!?」

　せっかくやる気が出て盛り上がっていたのに、マコトはつれないこと言うのであった。

「家の中も散らかっているし、とても人様を呼べるような状態じゃないから……」

「そんなぁ……」

　どんな惨さん状じようなのか。人に見せられないくらい汚いということか。イシダはそこでピーンとひらめいて、

「……つまり、わたしに家の掃除もしろってこと？　遠回しにそう命令してるわけ？」
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「全然違う」

　短く否定した。

「とにかく、今日はダメだ。明日にしてくれないかな。その間に片付けておくから」

　婦女子には見せられない何かを片付けねばならないという。なのにイシダは、

「……命令してくれれば、わたしが片付けくらいやってあげるのに……」

　と、男子の機微というものをまるで理解していない。

　そういうわけで、二人は三さん叉さ路ろで別れることになる。明日の約束を交わして。

　で、イシダは前向きに考えることにした。本番まで時間が与えられたと思えばいい。

「じゃあ、明日こそはわたしが夕飯を作ってあげる。で、何が食べたいんだっけ？」

「そうだなあ……」

「そういえば、みんなの好きな食べ物ベスト３って言ったらハンバーグにスパゲティに、あと一つは何を想像する？」

「カレーかな？　というか、僕がベスト３に選ぶとしたらスパゲティよりはラーメンの方が……」

「じゃあ、明日はカレーでいいね！」

　その言葉を待っていた！　と、有無を言わさぬ勢いで。それ以上の言葉は必要ないかのようにマコトを遮さえぎった。で、チラッとマコトの表情を窺うかがいつつ、

「……何か問題でも？」

　斯か様ように見事な交渉術で、別れ際ぎわ、イシダはマコトにカレーを食べたいと言わせることに成功した。

　そうと決まればより完かん璧ぺきなカレーを目指して準備あるのみ。残り少ない小こ遣づかいでどう材料を揃そろえるか、そこら辺もよーく吟ぎん味みする必要がある。イシダは決意も新たに、一人、自宅へと歩みを進めるのだった。

　一方のマコトも、家路を急ぎながら考えている。明日までに問題を片付けなくてはならない。どうすればここ最近、日参してきている厄やつ介かいな客を追い返すことができるのだろうか。彼をイシダに会わせたくはない。イシダの前で余計なことを喋しやべられては、今までの平へい穏おん（でもないかもしれないけど）だった生活が断ち切られてしまうかも。今日こそははっきり断らねば。そして、二度と来ないように言い含めるのだ。

　とか思ってる側そばから、厄介な客の姿が見えてくる。マコトの家の前でぱあああっと光り輝きながら立つあの姿は。ご近所の目もあるし、そういうの止やめてほしい。そんなマコトの思いも知らずに、マコトを見てにっこり。

「おかえりなさい。今日こそは良いお返事をいただけるものと信じていますよ」

　フ……と、笑いつつその天使は言った。













サクライ①







　サクライ・フミカは知る由よしもなかったことではあるが、今月のテスラ（ローティーン向けファッション雑誌）によると、物事が予定通りにいかないときはアロマで気分を落ち着かせるとイイヨ！　とのことだった。で、アロマといえばお線香！　お線香焚たいてお経きようやお祈りの一つも唱えれば、自然と物事はうまくいく！　と喧けん伝でんしていた。

　ということは、である。サクライは線香に火を点つけつつ、

「かんじーざいぼーさーつー」

　とか、

「イエーッ！　ゴッド、イエーッ！」

　なんてお祈りしておけば良かったのだろうか。

　答え、良くない。

　じゃあ、サクライはどうすれば穏おだやかな気持ちで日々を過ごせたのだろう。

「どうしても、自分一人で行ってはダメですか？」

　サクライは上うわ目め遣づかいでそう呟つぶやいたものだ。相手の背が高かったので。

　いつものパトロールがお休み、ということでサクライはうずうずしていた。

　学校が終わった後、決められた地区を先せん輩ぱいと一緒にパトロール。人々が悪に巻き込まれぬよう見張り、正義を実行する。それが天使サクライの日課であった。休日ともなれば、一日かけて正義の活動を怠おこたらない。天てん使し創そう世せい連合会に所属するようになってから、サクライにとってはこれが当たり前だったのである。実に模範的な天使の姿と言えよう。

　なのにここ最近、先輩が別件で時間が取れないというではないか。サクライはまだ経験が浅いと見み做なされているため、天使創世連合会から先輩天使と二人一組で行動するよう求められていた。同行者なしでパトロールに出てはいかん、と言われているわけである。しかし、サクライは天使なのだ。熱い正義の血が流れる子なのだ。であるから、自分一人でも巡回する、と主張したのも当然のこと。

「自分は天使です！　正義のために尽じん力りよくするのは務めであり喜びですから！」

　そう訴えられた先輩の天使は、銀縁メガネに中指を添えながら、ふ、と笑ったものだ。

「サクライ君の熱意にはいつも頭が下がります。けれど、君には直じかに特別な任務についてもらいたいのです。ですから、今は待機しておいてくれませんか」

　そう先輩からお願いされてはサクライも弱い。その銀縁メガネに長身の天使は、サクライが天使になるよりもずっと前に天使になっていた大先輩である。それどころか、天使になったばかりのサクライを見み出いだし、そのサクライを天てん使し創そう世せい連合会に誘ってくれた恩人でもあった。言ってみれば有能なスカウトと言えよう。彼がいなければ、サクライは溢あふれる正義の心とパワーを持て余してしまっていたに違いない。

　そういうわけでサクライは先せん輩ぱいのことを尊敬していたし、その尊敬する先輩から特別任務があると聞いたからこそ、待機にも我慢できていたのだった。正義を実行したい！　困っている人を助けたい！　という衝しよう動どうに身を焦こがしながら。

　そして、今。そんなもどかしい日々から遂ついに解放されるときがやってきた。先輩から特別任務とやらが伝えられたのである。

『君にはある重要な人物に張り付いてもらうことになります』

　夜分にサクライの携帯へと届いた先輩の声は、どこか気き遣づかわしげだった。

『彼が我々に力を貸してくれるかくれないか……それは、天使創世連合会のこれからに大きく影えい響きようすることでしょう』

「それほどの重要人物を自分に……？」

　なにやら話だけ聞くと大変な責任である。手にした携帯に力が入るというものだ。

『本来なら君に重荷を背負わせるようなことはしたくなかったのですが……』

「重荷だなんてそんな！　名誉なことです！　ありがとうございます！」

　携帯相手にがばっと頭を下げるサクライ。

『フ……君ならそう言ってくれると信じていました。私では彼を説得することはできませんでしたが……君のその熱意になら、彼も応こたえてくれるやもしれません』

「先輩の誘いを断るなんて！　その相手は随ずい分ぶんと不ふ遜そんな輩やからのようですね！　自分、きっちりと話をつけてやります！」

　いっちょ自分がシメときます？　みたいな雰ふん囲い気きである。先輩はそれを抑えるように落ち着いた声で囁ささやく。

『彼は不遜なわけではありません。ただ、自分を見失っているだけです』

　そして、再びフ……と笑い声らしきものを漏もらすと、

『もっとも、彼に言わせれば自分を見失っているのは我々の方だということですが』

「おかしなことを言う人です！　そんな人が重要人物なんですか？」

『もし、私の目星が正しければ、ですが』

　と言葉を切って、沈ちん黙もく。焦じれたように、サクライが沈黙を破る。

「自分、何をすればいいのですか？」

『彼を説得してください。君が自由にできる時間全すべてを費やして、彼に力を貸してくれるよう、繰り返しお願いするのです』

「わかりました！　全力で任に当たります！」

『最初は色いろ好よい返事は貰もらえないでしょう。けれど、諦あきらめずに続けてください』

「はい！　ところで、その重要人物とはどこの誰だれなのでしょうか？」

『君も会ったことのある人物です。君も少しは感じたでしょう。彼の奇妙な雰ふん囲い気きを』

　先せん輩ぱいは言葉を切って、次に続ける言葉を考えている。

『今は何の力も持っていないように感じるかもしれません。しかし、彼は来るべき戦いにおいて大きな力となりうるでしょう』

「来るべき戦い、ですか？」

『そんな日が来なければいいのですがね。恐怖の大王がこの世界にも現れるとは限りませんし。ただ、あれが出てきたら、我々は再び生きる世界を奪うばわれかねません。そのときに備えて、より多くの力を集めねば。……しかし、あれはどんな姿で現れるのか見当もつかないのです。下へ手たをしたら、恐怖の大王はすでに私達たちの身近に姿を見せているのかも……』

「その恐怖の大王とは悪い人ですか？　なら、自分、悔い改めさせてみせます！」

　先輩は電話の向こうで苦笑したようだった。

『いえ、あなたはまだ気にするようなことではないのですよ。……ただの杞き憂ゆうで終わることを祈りましょう……』

　先輩は独り言でも呟つぶやくように言った。で、

『ともかく。あなたは恐怖の大王のことなど気にせず、任務を全まつとうしてください。あなたが説得すべき人物がどうして今のような状態に陥おちいったのかわかりません。けれど、彼をあのままにしておくわけにもいかないのです。いずれ、力を取り戻す方法も見つけられるでしょう。そのときは存分に彼の力を貸してもらわねば……。どうか心して努めるようお願いします』

「お任せください！」

『フ……では……』

　と先輩は詳しい事情をサクライに伝え始めたのだった。













サトミ②







「よし！　今度こそうまくやるんだよ、サトミ！」

「ええ!?　またわたしなの!?　今度はアヤちゃんがやってよ！」

「じゃあ、ジャンケンで」

　ほいっ。

「てことでよろしくー」

「ううー……」

　サトミは恨うらみがましく自分の右手（チョキ型）を眺ながめるのだった。

「さあ、これ持っていってらっしゃーい」

　魅力が病的にアップするというおまじないネックレス。会長から預かってきたそれを手渡されながら、サトミは浮かぬ顔だ。

「どうしてわたしばっかり……」

「作戦を確認するよ？　昨日の失敗を踏まえて、今日はもっと積極的に行くからね。人ひと気けのないところにおびき出してからどうこうする、なんてそんなまどろっこしいのは通用しないみたいだし。ウチダ先せん輩ぱいに考える暇ひまを与えないよう、最初からエロいの全開でゴー！　だね！」

　アヤはサトミを励はげますように、彼女の背中をバンバン叩たたいた。

「隙すきさえあれば特攻よろしくー」

「特攻って……どうしろっていうの？」

　そう問われて、アヤは片かた眉まゆを上げる。それから、不敵な笑みを漏もらした。で、クイクイと親指で遠方を指す。昼休み、ざわつく廊下を行く男子が見える。それはもちろん、

「あそこにウチダ先輩がいるでしょう？　あの人が廊下の曲がり角に差し掛かったり、何かプリントの束とか持って前方不注意になったその瞬しゆん間かんを狙ねらってぶつかるの。サトミが」

「……ぶつかってどうするの？　どうなるの？」

「偶然を装よそおって、あらごめんなさーい、すいませーん、ってぶつかって転ぶでしょ。その際、パンツ見せればオッケー。ネックレスの魔ま力りよくでセクシーさを増したサトミの前には、ウチダ先輩の理性も濡ぬれたトイレットペーパー同然。もう、その場でサトミを押し倒すだろうね。パンツ下ろしながら」

「そんなのやだよ、もー！」

「いいからいいから！　早いところ、そのネックレスつけなよー。アヤが合図したら突っ込んでね」

「パンツ見せるとかぜーったい嫌いや！　もう、アヤちゃんの考えるのってそんなのばっかりなんだから！」

　そう言われて、アヤは口を尖とがらす。

「だーって、しょうがないじゃないさー。じゃあ、サトミには他ほかにいい考えがあるって言うの？」

「……うー……それは、その……」

「ね？　何にも思いつかないでしょ？　だったら、アヤに任せなよー。あ、ほらほら、ウチダさん動き始めた。つけるよ！」

「えー？　……ねえ、こんなことしなくても、話せばわかってくれるんじゃないかな？」

　と口では言いながらも、アヤの後についていくサトミだ。アヤは、先を行くマコトの背を追いかけることに集中していて生返事。

「んー？　なあにー？　ちゃんとついてきてる？　どこ行くんだろ……。図書館、かな？」

「アヤちゃん、ちゃんとウチダさんに説明しようよ。ご協力お願いしますって」

　その言葉を聞いて、アヤはくるっと振り返る。苦いものでも食べたみたいなしかめ面つら。サトミの目を正面から覗のぞき込みながら、

「説明ー？　なんて言うわけ？　どうしてもウチダ先せん輩ぱいのお尻しりが見たいんでパンツ脱いでくださいって言えば見せてくれるの？」

「だって……でも、昨日みたいに服を脱いだりするのは嫌なんだもん！　そんなことするくらいだったら、正直にお願いする方がずっといいよ」

「そんなことして、ウチダ先輩に勘かん付づかれたらどうするの？　アヤ達たちがお尻を見たがっていると知ったら、警戒しちゃうじゃない。色仕掛けにも引っ掛からなくなっちゃうかも！　だからあ、警戒される前にちゃちゃっと済ませちゃおうよ、ね？」

「……そりゃ、アヤちゃんは危なくないからいいだろうけど……わたし、身の危険を感じちゃうよ……」

　サトミも小さく口を尖らせるのだった。それに対して、アヤは取って置きの笑顔（作り物）でサトミを勇気付ける。

「大丈夫だって！　ウチダ先輩がその気になっちゃって、本当にサトミの身が危ない状況になったらちゃんと止めてあげるからさー。あの人がパンツ脱いでそのお尻を確認したら、そこで終了！　たったそれだけのことじゃん。我慢しようよー」

「うー……じゃあ、アヤちゃんがやってよお。それだけのことなんでしょう？」

「あ!?　ウチダ先輩、どこ!?」

　サトミの要求に対して、アヤは慌あわてた声を出す。話に熱中している間に、マコトの姿を見失ってしまったのだ。廊下の先にマコトはいなかった。

「ちえっ、せっかく待ち伏せしてたのにここでいなくなられたら意味ないよー。手分けして捜そう！　サトミは旧校舎の方へ行って！　アヤは図書館見てくる！」

「あ、アヤちゃん、待ってよ！　わたし、やっぱり嫌いやだから……」

「まったく、まだそんなこと言ってるの？　ほら、とろとろしてないで」

　と、エロくなるネックレスをサトミの首にかけさせて、

「いい？　見つけたらちゃんと作戦通りするんだよ？　健闘を祈る！」

　さっさと行ってしまう。残されたサトミは困惑気味。そこで、わたしもうやーめた、とほっぽり出して帰ることにした。と、できないのがサトミの性しよう分ぶん。言われた通り旧校舎へと足を進めてしまう。

　で、マコトの姿を捜して回る。人ひと気けのない旧校舎内をうろうろしてみた。うー……とか最初は不満げに唸うなりつつ。

　今まで一度しか入ったことのない音楽鑑賞室や、一度も入ったことのない茶道室を覗のぞいてみる。マコトは見つからない。もっとも、サトミにとっては見つからなくていいのだが。見つけてしまったら、突撃しないといけないのだし。それよりも物珍しい教室を歩いて回ったおかげで、軽い探検隊気分を味わうサトミだった。ここぞとばかりに見学してしまう。何に使うの、これ？　とあちこち手を触れて指紋残してみたり。

　そうやって目的を忘れかけて、じゃあ次は第二美術室で彫刻鑑賞でもしましょうかね、とちょっとばかり浮うわついた気分で廊下を曲がったときのことだった。

　どしーん。

　よろめいて、へたり込む。ぶつかったのだった。まるで計算したかのように。廊下を曲がってきた相手と衝しよう突とつしたのである。その相手というのが、

「おっと、大丈夫？」

　当然の如ごとくウチダ・マコトだったりして、

「わ、あの、その、すいませ……」

　床に腰をぺったりつけたまま、サトミはあたふたする。見上げてみたら、目標としていた相手がいたものだから不意打ち食らったようなもの。思わず口走ってしまう。

「どうしてこんなところに……？」

　マコトはそれには答えない。いつものようにお昼の弁当をイシダから渡されてこの旧校舎の屋上で食べていた、なんてわざわざ説明する必要はないからだ。それより、もっと大切なことを指摘しておきたいらしい。

「早く立った方がいいんじゃないかな。その格好のまま話すのは、色々不都合だと思う」

　目線を逸そらし、マコトは言うのだ。人と喋しやべるときは目を合わせて話すべきではないか。そういう意見も当然ではあるのだが一方で、人と喋るときはパンツに目を合わせて話すべきではない、というのもまた真実なのだ。つまり、パンツ丸出しの相手と話すとき、人は自然と目を逸らすということです。逸らさないのはかなりの経験を積んだ古ふる強つわ者ものだけであろう。

　自分があられもない格好（Ｍ字開脚）で床にへたり込んでいることに思い至ったサトミは、その危険性に気付いて血の気が引く。

　あわわわわ。

　図らずも特攻完了。

　首筋に冷たいチェーンが巻きついているのが意識される。魅力を増進するというネックレス。そのあまりの効力に、これを身につけた者は三日以内に妊にん娠しんするという（アヤが勝手に話を膨ふくらませました）。そんなものをしたまま、今やサトミは男の前でパンツ丸出しなのだ。真っ白な子供パンツとはいえ、パンツはパンツ。男の獣じゆう性せいを呼び起こすポテンシャルは十分なのであった。ていうか、子供パンツだからこそ呼び起こされる獣性というものもあるかもしれず、とにかくいろんな意味で危険であった。

「立てないの？　どこか怪け我がでもした？」

　つまり動けないってことだよな？　そんな下心が見え隠れするマコトの言葉にサトミは恐怖する。

「いや、あの！　だ、大丈夫ですから！　う、動けますし、逃げれますし、なにかされたら大声出しますから！」

　サトミはバネ人形みたいに跳はね起きると、ズザザザザッと後あと退じさりする。どん、と壁かべに背中がぶつかり、それ以上の後退は望めない。

　追い詰められた！　いやああ！　どうしてわたしばっかり!?

「わー！　わー！　いやあ！　来ないでください！」

　助けて！　やられる!?　ぎゃー！　サトミはすっかり怯おびえてガクガクし始める。ここには彼女とマコトの二人しかいないのだ。危なくなったら止めてあげるから大丈夫大丈夫ー、とか調子のいいこと言っていたアヤもいない。誰だれも止められないのだ。青い性の暴走を。

　だから、おまじないネックレスの効果により獣けもののように猛たけりくるったマコトがげっへっへっ。そんな下げ卑びた笑みを浮かべながら迫ってくるのを、サトミは目を見開いて待つしかなかった。

　待ちぼうけだった。

「……大丈夫そうだね」

　マコトは距離を置いたまま。

「それだけ元気なら心配はいらないかな。じゃあ、今度からお互いに前には気をつけて歩くことにしよう」

　あれ？　あれあれあれあれ？　サトミは戸惑う。なんか予想してたのと違うのである。なものだからモゴモゴと、

「ど、どうも……」

　と、あやふやなことを言った。

「……そういえば、君、昨日の子だね？」

　マコトは思い出したようだ。サトミの顔を見ながら、そう尋たずねてきた。で、思い出された方は口ごもって、

「あの、その……」

「なんだ、またからかいにきたってこと？　まあ、僕をからかうのはいいけれど、あんまり自分を安く見せるようなことはしない方がいいと思うよ」

「は？　あのう、それってどういう……？」

「じゃあ」

　と簡単に別れの挨あい拶さつ。で、一回自分の後ろを気にしてから、サトミの前を歩み去っていった。なんとも爽さわやかな（ていうか素っ気ない）態度である。それまでの恐怖心がウソのように引いていくサトミだ。

　怯おびえることなんかなかった。あの人は異性というか、そういうの意識してないんだろうか。決して危害なんか加えてくるような人じゃない……。もしかして、優しいんじゃないの？

　しばらくして、マコトの後を追うように女子生徒が一人、同じくサトミの前を通り過ぎていった。足早に、

「……まったく、身だしなみを確認している間くらい待っててくれてもいいじゃない……」

　そんな文句を呟つぶやきつつその女子、イシダは旧校舎の廊下、マコトを追いかけていくのだった。途中のサトミには目もくれていない様子。もっとも、サトミだって彼女のことなど特に意識せず、ぽーっと突っ立っていたのだからおあいこだ。

　さて、お昼休みが終わりそうな時間になって、やっとアヤがサトミのもとに辿たどり着く。

「あー！　いたいた、やっと見つけた！　もう、いつまで旧校舎にいるのよー。思わず捜しちゃったじゃない。ウチダ先せん輩ぱいが見つかんなかったなら、すぐに戻ってきてよね」

　あちこち歩き回って疲れたらしい。アヤはぶうぶう言いながら、サトミに近付いてくる。が、サトミ、無反応。それには構わず、アヤはやれやれと首を振り、

「しっかし参ったねー。もう時間ないよ。お昼は諦あきらめて、今日の帰りに勝負かけよっか？　……て、サトミ？　どうかした？」

　ようやくサトミの様子が気になり出したようだ。

　で、ずうっと立ち尽くしていたサトミは、アヤに、ちょっとちょっと大丈夫ー？　と目の前で手のひらをひらひらされて、初めてぼんやりから意識を取り戻す。

　はっ、として目をぱちくり。

「あれ？　わたし……」

「どしたの？　ぼうっとして？　何かあった？」

「いや、何かあったっていうか、さっきウチダさんに会ったんだけど……」

「え!?　そうなの!?」

　アヤは素すっ頓とん狂きような声を上げた。で、

「それで作戦は!?　うまいこと色仕掛け成功した!?」

　と、そこで変な予感が働いたらしく、

「……まさか……なんかあった……？」

「な！　なに言ってるの!?　アヤちゃん！」

「いや、なんか茫ぼう然ぜん自じ失しつって感じだったから、ショックで心が壊れちゃったのかなあ、って。ていうか、どうだったの？　ウチダ先せん輩ぱい、パンツ脱いだ？　お尻しりの様子はどうだった？」

「ウチダさんはそんな人じゃないもん！」

　強く言い返されたので、アヤはびっくりする。

「……へ？」

「ウチダさんはそういう下品なことしない人なの。すごい紳士で、優しくて……。わたしのことも、思いやってくれる立派な人だよ。そんな下品な言い方であの人のことを口にしないで」

「……おーい？　ちょ、ちょっと待ってよ!?」

　アヤは愕がく然ぜんとした様子。それからサトミの肩を摑つかんで、しっかりしろ！　とばかりにガクガク揺さぶり始めた。

「目を覚まして！　ちょっと、サトミったら何勘かん違ちがいしてるの!?　あいつに何されたの!?」

「な、なんにも、さ、されてないよ」

　ガクガクされながらだから、随ずい分ぶんたどたどしい。サトミは舌を嚙かみそうになりながらも、アヤに反論する。

「ああああああ！　アヤがついていなかったばっかりに、サトミが穢けがされた!?」

　アヤの揺さぶりから、サトミはやっとの思いで身を引き剝はがす。ぷうっと膨ふくれて、

「何にもないってば！　アヤちゃんがついてなくても、何もあったりなんかしませんでした！」

「でも、だって、ほら！　そのネックレス！　それをつけていたのに、何にもないわけないじゃんさあ！」

「こんなネックレスの力なんか通用しないほど、ウチダさんは大人おとなでいい人なんだもん！　落ち着いてて余裕があって……。あの人、悪い人じゃないよ」

　アヤは頭を抱かかえて嘆く。

「サトミがおかしくなっちゃった！　どうしたの!?　ウチダなんて男、気にするような奴やつじゃないでしょ？」

「ウチダさんの悪口言わないで！　そんなこと言うと、わたしアヤちゃんのこと嫌いになるから」

「げええっ!?　サトミは、サトミはそんなこと言う子じゃなかったのに!?　ねえ、本気じゃないでしょ？　からかってるんだよね？　もう、冗談キツイんだから」

「冗談じゃないよ。わたし……わたし、あの人のこと好きになったみたい」

　どっせーい。アヤは目の前にちゃぶ台があったらひっくり返すような勢いで、

「それ冗談じゃ済まないよ!?　あんなのに惚ほれてどうすんの!?」

　喚わめきたてる。

「サトミはもっと男を見る目を養うべきだね！　大体、あいつが本当に悪あく魔まだったらどうするのさ!?　お尻しりに尻尾しつぽが生えていたら、どうするの!?」

「関係ないわ。会長が疑っているとおり、あの人が悪魔だとしても好きになったら関係ないもん！」

「壊れちゃった……サトミが壊れちゃった!?」

　アヤの叫びが旧校舎に響ひびくのだった。













マコト②＋イシダ②＋サクライ②







　招かざる客は昨日、確かに追い払ったのである。そしたら今日、もっと困った客がやってきていた。

　マコトは昨日の約束通り、放課後、自宅へとイシダを招き入れていた。途中、二人してカレーの材料など購入している。で、イシダはうきうきしながら（表面上はそんな素振りを見せずに）門を潜くぐったものだ。そんなイシダを後ろに引き連れ、マコトが『他ほかの部屋には入らないで。こっちがキッチンだから』、と案内してきてみればこれである。

　マコトは、背後から感じる巨大な負のオーラを意識しながら、目の前の相手に問いかけた。

「人の家で何をやっているんですか？」

「おかえりなさい！　お待ちしてました！」

　ぱああっと灼しやく熱ねつの笑顔で迎えうつは、天使サクライ。どうやって家の中に入り込んだのか。

　彼女は制服の上にエプロン姿。さらに両手に掲げた皿の上には、山盛りになったいり卵。彼女の背後に見えるキッチンは惨さん状じようを呈ていしていた。皿とかボウルとかフライパンとか、使ったまんまぐちゃぐちゃ。

　マコト以外誰だれも住んでいないはずの家の中から妙な気配がするので、泥棒かと警戒してきてみれば天使であった。しかも人の家の台所を我が物顔で使い倒し、

「お夕飯はできています！　どうぞ召し上がってください！　あ、その前に、ちゃんと手を洗ってうがいをしてきてくださいね」

　と、こう来た。

「……これ、どういうこと？」

　背後からゴゴゴゴゴ。ジャガイモが覗のぞいて見えている紙袋を抱かかえながら、イシダがマコトに問いかけてきた。質問なのに、殺気が含まれている。

「僕にもさっぱり」

　正直に答えたマコトだが、イシダはちっとも納得してくれないのだった。

「なんであの天使の人がご飯作ってるのよ！　今日、わたしが作りに来てあげるって言ったよね!?　なのに、なんで!?　わざと!?　見せつけようってこと!?」

「ちょっと待ってほしい。僕だってこの状況は想定外だ」

　マコトはイシダの猛もう攻こうを何とかいなして、ニコニコしている天使に向き直る。その天使ときたら、さあどうぞ！　とばかりにいり卵てんこ盛りの皿をマコトの口の中へ突っ込んできそうな勢いだ。

「おいしいですよ！」

「その前に、無断で人の家に入り込んでキッチンを使うというのは犯罪ですよ」

「あれ？　自分、なにかやらかしちゃいましたか？　けれど、これも正義のためです！」

　他人の家で大量のいり卵作ることが、天使の言う正義に繫つながるというのである。人は永遠に天使とわかり合えない。

　そもそも、いり卵だけ大量に作ってどうするのか。いり卵はあくまで付け合わせであって、おかずのメインを張るようなものではないのではないか。識者の意見が待たれるところである。だが、そんなことはどうでもいい話だ。

　マコトはサクライに説明を求めた。

「なんであなたが僕の家にいるんですか」

「先せん輩ぱいから頼まれました！」

　えっへん。天使サクライは胸を張る。その様子を目にしながら、マコトは銀縁メガネの天使の姿を思い浮かべていた。昨日の取り澄ました態度が思い出される。

　あの天使、何してくれてるんだ。

　約束が違うのである。それとも、何か行き違いでもあったのか。マコトは首を捻ひねりつつ、

「あの人には昨日、お引き取り願ったんですが」

「はい！　ですから、今度は先輩の代わりに自分が伺うかがいました！」

「お引き取りください。大体、何で勝手に入り込んで、勝手に調理しているんですか。それが天使の正義？」

「もちろんです！　天使は受けた恩義を軽んじたりしません！　これから自分、ここでお世話になるのに、何もしない居い候そうろうでいるわけにはいきませんから！　せめてものご恩返しに、あなたの身の回りのお世話をいたします！」

　何の話？　ご恩返しって何のこと？　と、マコトは心底驚おどろいたのだが、もっと動揺したのはマコトの後ろにいた人物。

「な、なんの話をしてるの？　居候？　てことは、ここで一緒に住む……？」

　ドサドサドッサ、コンコロリン。紙袋が落ちて、ジャガイモやらニンジンが転がり出て行く。その紙袋の中身にカマボコが混ざっていたのが気になる。まさか、カレーの具としてカマボコ入れるつもりだろうか。あとシイタケ。

　イシダはどんなエキセントリックカレーを作るつもりだったのか。

　マコトは後ろで呆ぼう然ぜんとしているイシダにちらっと目を向けると、すぐにサクライへ真剣な眼まな差ざしを送った。

「ちょっと、変なことを言わないでくれるかな。騒さわぎ立てたり、騒ぎになるようなことはしない、と昨日の天使の人とは話をつけたつもりだったのだけど」

　マコトは幾分厳しい口調に改めた。というのも、不法侵入者相手にですますで話すのもおかしな話だからだ。だが、サクライはそんな変化に少しも気付いた様子はない。ニコニコしながら答える。

「ええ、先せん輩ぱいから承うけたまわっております！　ですから、他ほかの人に余計なことは言いません！　でも、あなたを説得するのを諦あきらめたわけではないですから！　あなたもそれには同意したと伺うかがってます！　先輩がそのことを話したら、どうぞご勝手に、と言われたそうですし。自分達たちはその言葉どおり、勝手にやらせていただきます！　というわけで、説得は継続中なのです！」

　と、サクライはがばっと頭を下げるのだ。

「これからあなたが家にいる間は、付きっきりで説得させてもらいますのでどうぞよろしくお願いします！」

「付きっきりって……」

「お泊りセットも用意してきました！」

「そんなことをして、君のご両親は問題だと思わないのか。よそ様の家に自分の娘が泊まり込むなんて大問題だろうに」

「自分の親は天使という使命に理解がありますし、そもそもこれは正義のための任務なのだから問題なんかありません！　両親は自分のことを信頼してくれていますので」

「……僕のことも信頼してるというわけ？　僕が君に対して何か問題を起こすとか警戒しないの？」
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「……は？」

　きょとんとした顔。

「一応僕も男なんだけど」

　その言葉で見る見る顔を赤らめ、

「や、いやあああん！　な、何を考えてるんですかっ！　あなた変態ですか!?　そんな、そんないやらしい……男女が一緒にいたら、すぐそんな方向に考えが向かうなんて……。いやらしいにも程があります！　反省してください！　そんなことばかり考えていると座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められますよ！」

　反応が極端なのであった。が、すぐに自分を取り戻し、

「だ、大体、よく考えたらあなたがそんな邪よこしまなことをするわけありません！　あなたには正義の心があるのですから！　それに、自分の方がお姉さんなんですよ？　そんなことを考えるなんておマセさんですね」

　おマセさん？　すげえ単語が飛び出してきたものだから、マコトの反応もきょとんとしたもの。

　サクライは自分の方が年上だから、となんだか余裕ぶってみせている。

　そこで、やっとイシダがパクパクと口を開いた。

「さ、さっきからなに不ふ穏おんなこと言ってるの!?　信頼……両親から、信頼……？　……そんなふしだらなこと、親が許しても世間が許さないわ！　ウチダくん、この人、勝手に入り込んだんでしょう？　早く出て行ってもらって！　あなたも警察沙ざ汰たになる前に出て行きなさいよ！　天使のくせに不法侵入で捕まるなんて不名誉なことでしょうからね」

　イシダは両手を腰にあて、ぐっと踏ん張っている。で、じろっとサクライに目線を送ると、

「わたしはこれからウチダくんの夕飯を作らなくちゃいけないんだから、あなた、邪じや魔ましないでくれる？」

「いえいえ、夕飯ならもう自分が用意いたしましたからご心配なく！　あなたのお手を煩わずらわせるまでもありません」

　サクライはにこやかにいり卵を指し示すわけだが、それだけなのだ。その他ほかのおかずの姿は影も形も見当たらないのだ。いや、訂正。影も形も、というか、なにやら気配はする。具体的には焦こげ臭くさい気配。

　鼻をひくつかせながら、イシダはいり卵と天使の顔を見比べる。

「……夕飯ってそれだけ？　他は何かないの？」

「努力はしたんですけれど、これを食べるのは健康上問題があると判断いたしました！」

　そう言って差し出してきたのは消し炭。原材料は魚か何か。それを見て、フッとイシダの顔に笑みが差す。

　勝った。これならわたしの方がずっとマシ。

　そんな表情が読み取れた。で、少し余裕を取り戻したのか、マコトにその薄い微笑ほほえみのまま言った。

「いり卵にご飯だけの夕食なんて、ウチダくんだって迷惑でしょう？　でも、大丈夫だから。夕食はわたしに任せて」

　肉の代わりにカマボコ入れて、シーフードカレーとか言おうとしていた女子とは思えない余裕さであった。その余裕が消し飛んだのは炊すい飯はん器きを見たときのこと。

　ご飯の量は十分かしら？　新しく炊たいた方がいい？

　と、イシダがカパッと炊飯器の蓋ふたを開けたところ違和感が。米が焦げている。

「……ふぇ？」

「どうやらその炊飯器、壊れているみたいです！　先程から試しているんですが、何度やってもうまく炊き上がりません」

　サクライが自分の失敗談を打ち明けてくれた。

「こ、これじゃご飯が炊けないじゃない!?」

「ですから、今日の夕食はいり卵一いつ択たくです！」

　さあどうぞ。サクライが差し出してきたいり卵を乱暴に押し退のけて、

「ちょっとウチダくん！　この炊飯器使えないの!?」

「最近、ご飯炊くことなかったから。壊れてたのか」

　えらい他ひ人と事ごとみたいな言い方であった。それじゃイシダは困るのである。カレー作って、でもご飯がなかったらどうしろというのか？　スープみたいにカレーをすすれとでも？

「カレーライス作るのに、炊すい飯はん器きが壊れてたら意味ないじゃない！」

　土ど鍋なべか何かでご飯を炊たくという手もあるが、そんなことまで思い至らない。なぜなら、普通の女子中学生にとってご飯とは炊飯器で炊くものと決まっているからだ。あたしゃ空き缶に蓋ふたさえあればどこでだって米を炊けるよ、というそれなりのサバイバル能力を持った女子中学生はそう多くはない。

　そういうわけで、炊飯器が使えるかくらい確認しといてよ、もうっ！　とマコトは非難されてしまう。で、イシダは文句を言いながらも落ち込んだ。

「……どうしよう、せっかく材料買ってきたのに……」

　やったるでぇ、とばかりに気合が入っていたので、それが打ち砕かれた際の失望感もまた大きい。力なく呻うめく。

　どこかから炊飯器を持ってくる？　それで炊く？

　と、サクライが素晴らしい解決策を思いついたようです。

「では、こうしたらいかがでしょう？　自分のいり卵にあなたのカレーをかけて食べれば、たまごカレーということで問題は解決ではありませんか？」

　超高カロリーカレーが想像されて、即座に却下されました。

「美お味いしそうなのに……」

　呟つぶやくサクライ。人間は永遠に天使とわかり合えない。

「……というか、これはどういうことなのか、ちゃんと説明しなさい！　どうして天使の人がここにいるのか、まず最初から！」

　イシダはマコトに言い募る。グイッと自分の方に向き直らせ、摑つかみかからんばかりであった。

　そう言われてもマコトは困ってしまう。これ以上イシダにここにいられるとよりまずいことになるのは明らかだ。サクライの言う説得とやらをイシダに聞かれては困る。天使達たちの世よ迷まい言ごとを耳にして、自分まで天使と同じ目で見られるようになってはたまらない。それは耐え難がたいことだった。特に、イシダにそんな目で見られるのは。親しい人に聞いてほしい話ではない。ではサクライを追い出せばいいのだが、その際にも一ひと悶もん着ちやくありそうであるし。簡単に出て行ってはくれないだろう。となると……。

　そう思ったマコトはイシダに事情を説明しようなんて考えもしなかった。イシダに変な疑念を持たせたくなかったからだ。余計な情報を与えるべきではない。だもんだから、

「申し訳ないけど、ちょっと話し合わなきゃいけないことができたみたいなんだ。君は席を外してくれないかな」

「……ふぇ？　だ、だって、わたしは今日、あなたのために料理を作るって約束したから、だからここへ来たのに……」

「ごめん。とにかく今日は帰ってほしい。僕はこれから、あの天使と大事な話がある」

「大事な話!?　わたしを追い出してまでする大事な話ってなによ!?」

「それは……言えない」

　イシダはショックを受ける。

　えええっ!?　なんで!?　どうして!?　何、この扱い!?

　説明してもらえるどころか、追い出されるというのである。これはどう見てもマコトに疚やましいことがあるのであり、この場合の疚しいことといったらマコトとサクライの間の痴ち情じようのもつれとか何とかとしか考えられない。

　これって修しゆ羅ら場ばじゃないの？　わたし、暴れてもいいんじゃないの？

「あの……どうしたの？　大丈夫？」

　マコトの的外れな気き遣づかいの言葉に、イシダは唇くちびるを嚙かむ。

「ああ、そう。わかった。わかりました！」

　イシダは精一杯虚勢を張ると、足音荒くその場を去った。

「あ、ちょっと……」

　マコトはイシダの態度に二の句が継げない。手を伸ばして引き止めるかのような素振りをしてみせたが、ぐっとこらえる。今は、こっちだ。こっちを片付けないと。マコトの視線の先には罪の香りのまったくない笑顔のサクライがいた。

　で、家の外に飛び出たイシダは、そこでやっと溜ためていた息を吐く。はああー。がっくりと、膝ひざから地面に吸い付きたくなった。なんでこんなことに？　今日は記念日になるんじゃなかったの？　倒れないように、塀へいに手をついて寄りかかる。そして、再び、はああー。

　人はあまりの衝しよう撃げきを受けると、まず抜け殻がらのようになるらしい。大災害の後とかそんな感じだ。

　そういうわけで立派なＰＴＳＤを患わずらいながら、イシダはマコトの家を後にしたのだった。ふらふらと。













マコト③＋サクライ③







　マコトもまた心の平へい穏おんとは程遠い状態にあった。

　キッチンでサクライと対たい峙じしながら、どう説明したものか思案顔。サクライは相変わらず真夏の笑顔で、手にした卵料理を照らしていた。

　どうしたら、この天使達たちは僕のことを放っておいてくれるんだろう。どうしてわかってくれない？

「僕は君達とは違うんだ」

　昨日も言ったことを、今度はサクライ相手に繰り返す。

「こうやって押しかけられても迷惑でしかない。人の迷惑を顧かえりみない、そういう天使のやり方が僕は嫌いなんだ。君達の傲ごう慢まんさの表れだ。どうか考え直して、帰ってくれないかな」

　そんなマコトの言葉に対して、サクライは真剣な顔。

「けれど、考えてみてください。もし、警官が目の前の悪事を見過ごすことがあったら、どう思われますか？　その警官には悪事を止める力があった。なのに、それを怠おこたったら？　その警官は正義でしょうか？　それとも悪でしょうか？　悪を正す力を持っていながらそれをしないのは、悪に加担することです！　すなわち悪です！　自分はそういう警官になりたくはありません。それはどんな天使も同じだと思います！　だから、天使は力を振るうのを躊躇ためらわないし、躊躇うべきでもありません。それが天使というものです」

「で？　だから、天使は僕も悪と決め付けて断罪しても構わないと？」

「そうは言ってません。あなたの意思は尊重します！　あなたにも色々思うところがあるようですし」

「そうだね。僕の意思を尊重する、ということで昨日も話はまとまったはずなんだけど。なのに、どうして今ここに君がいるんだろう？　ちっとも尊重してくれてないんじゃないか？　昨日のあの天使の人との合意はウソだったの？」

「尊重はしますが、説得は続けます。もちろん、全すべてはあなたが自分で決めることです。どのような道を行くかは、あなたの自由意思に任されています。間違った方向へ行くことを選ぶのも自由です。でも、どの道を行けばもっとも正しいか、それは自分達天使にはわかっているのです。ならば、その道を指し示してあげるのは当然のことでしょう！　目の前で起こる過あやまちを正そうとせず、傍ぼう観かんするのは悪なのですから！　あなたを説得して、より良い道を選べるように導いてあげるのは正義にかなった行動なのです！」

　それってつまり、僕の意思を誘導しようってこと？　洗脳？　それで僕の意思を尊重しているつもりとは。

　マコトは天使達たちの考え方についていけず、まごまごしてしまう。

　なんでこう、上から物を見るような考え方しかできないんだろう、天使という人達は。

　マコトは懇こん願がんするように繰り返すしかない。

「いいから、僕のことは放っておいてくれないか」

　もちろん、そんなものでサクライが怯ひるんだりするわけはないのであって、

「そうは参りません！　あなたの手助けをするのは、天使としての務めです！　天てん使し創そう世せい連合会は迷える者を見捨てたりしないのです！」

　手助けと来た。

　余計なお世話だなあ、とマコトは思わざるを得ない。こうなっては仕方がない。実力行使あるのみであろう。マコトはそう決心した。そして断固たる態度で、サクライを家からつまみ出すのであった。

　とかできれば苦労はないのである。マコトが押し出そうとしても、サクライは頑として動かないのだから。あの天使の怪力で踏ん張って、マコトの非力な抵抗を撥はね除のける。

「自分、良い答えが得られるまでここを離れるわけにはいきませんから！」

　こうしてマコトはサクライを追い出すことに失敗した。大変まずい状況である。このままでは家族でもない若い男女が一つ屋根の下、共同生活を始めてしまうことになる。共同生活というとあれである。プライバシーとか色々問題があるわけで。

　今はここにいない家族の部屋へ、彼女に我が物顔で入られたりしたら……。特にあの部屋にだけは絶対入ってほしくない。

　マコトはそう懸け念ねんしてしまう。

　そしてもっとまずいことに、今日の夕食はいり卵だけになった。

　マコトはイシダが落としていったタマネギやらカマボコを拾いながら思う。

　本当ならカレーのはずだったのに。カレーはどこへ行ってしまったんだろう？

　気付いてみれば、失ったカレーは大きかった。













サトミ③＋イシダ③







　ショックを受けて去って行ったカレーの代わりではないが、また別の形の災さい厄やくがマコトの家に迫りつつあった。

　その災厄は、学校から一歩一歩、マコトの家への道を歩む。それはサトミの姿をしていた。ていうか、サトミだ。

「ちょっと、サトミ!?　マジで行くの？　止やめといた方が良くない？」

　いつもと違い、今日はアヤの方がそのサトミにくっついて歩いている。彼女達たちにとって、ここら辺はなじみの薄い通学路。思わぬところから番犬にひゃんひゃん吠ほえられて、アヤはビクッと身をすくませた。それからきょろきょろしつつアヤは引きとめようとする。

「ねえ、止めといた方がいいってばー」

　だが、アヤの忠告が聞こえているのかいないのか。サトミは決意も露あらわにずんずん先へ進む。こんな状況に慣れていないアヤは途方に暮れた様子。

「ほんとに、どうしちゃったのよ？」

「わかったんだもん。わたし、ウチダさんのこと好きだって」

「それはあの人が悪あく魔まかどうか確かめるため、あの人のパンツを脱がせるための方便だったでしょうが。なのに、なんでマジになってんの？　意味わかんないよ」

「最初はウソだったかもしれないけれど、今は本当だもの。気付いたの。あの人はわたしの本当の相手だって」

　酔よっ払っているとしか思えない。さもなくば、きっとサトミの頭の中のどこかの回路が焼けているのだろう。

　アヤは目の前を行く少女を困惑した目で見つめる。とにかく、止めなくては。なぜか、そう思う。

「大体、これからウチダ先せん輩ぱいの家に行ってどうするのよ？」

　根源的な質問をしてやった。

　ウチダ・マコトの実家がどこにあるかくらいは最初から調べてある。彼が悪魔かどうか確かめるために家の風呂場を覗のぞく、とか色々犯罪的な計画も立てていたので。ていうか犯罪だ。

「そこに行ったからって何か始まるわけじゃあるまいし。無む駄だ無駄！　行くだけ無駄だって！」

「でも……でも、会わずにはいられないんだもの！　会いたいの！」

「だからあ！　会ってどうすんのさ？　告こくりでもするわけ？　いきなり？」

「そ、それは……」

　そこまで言われて、ようやくサトミは歩みを緩ゆるめる。アヤはここぞとばかりに畳たたみ掛けた。

「とにかく落ち着きなって！　サトミ、今、頭に血が上ってるだけなんだから。いい？　サトミが突然ウチダ先せん輩ぱいの家に現れて、好きです付き合ってください！　なんて叫んだとして……」

「わ、わたし、そんなこと言うつもりじゃ……」

　そんな場面を想像したのか、サトミはもじもじ。話の腰を折られたアヤは、ピッと人差し指突きつけて、

「いいから！　そんなこと言ったとして、じゃあ、ウチダ先輩はどうすると思う？　すぐさまオッケーする？　むしろ、引いちゃうんじゃないの？　だって、自宅にまで押しかけて告白なんて重たいよ」

「重たいって……好きなんだもん、しょうがないじゃない……」

　そう言いながら、完全に足を止める。

　やりぃ！　と、アヤは心の中で指をパッチン鳴らしたいところだった。うまく足止めできたからだ。

「ね？　よく考えよ？　アヤはサトミのことを思って言ってあげてるんだよ？」

　親切めかしてアヤは言う。今やサトミは足を止め、不安そうにアヤを、それからマコトの家のある方角へと交互に目を走らせている。

「わたしのこと……変な子だって思われちゃうかな……？」

「そりゃあねえ。実際、最初の出会いが出会いだったし？」

　突然付き合ってくれと申し出てから半はん裸らになった少女のことを、大たい抵ていの人は色いろ眼鏡めがねなしで見ることは難しい。

「……！　でも！　あれはアヤちゃんがやらせたんじゃない！」

「ま、ま、ま。そう興奮しないで」

　どーどー、となだめるアヤ。

「最初の出会いはもうしょうがないでしょ？　今いま更さらなかったことにはできないんだし。それより、そんなサトミの姿を見て、ウチダ先輩がどう思ったかを考えてみようよ！　すごく積極的な女の子だと好印象かもしれないよ？」

　わざとありえないくらい前向きな考えを吹き込んでやる。そう言われて、サトミも自分の姿を客観的に見返す。

「……からかうのは止やめてくれ、って言われたよ。わたしの告白、本気にされてないんだと思う……」

　実際、最初の告白は本気ではなかったわけだし。

　さて、そう受けてアヤはしかめ面つら。いかにも気の毒そうな口調で、

「ありゃー。そういえばそうだっけ？　これは脈ないね。サトミのこと恋愛対象として見てくれてないよ。残念だけど諦あきらめるしかないんじゃない？」

　と、諦あきらめさせようとする。だが、相手は手ごわかった。

「……そんな簡単に諦められたら苦労しないもん」

　サトミは何かを振り捨てるように頭を振ると、

「最初の出会いは最悪だったかもしれないけど、今から挽ばん回かいするんだから！」

　こんな強情なサトミを見るのは初めてである。アヤは常とは違うサトミに口ごもりつつ、

「そ、そうなんだ。で、でもどうやって挽回するわけ？　きっと、相手はサトミのこと相当変わり者だと思ってるよ」

「……正直に事情を話して、それからきちんと告白する」

「え？　ちょっと、アヤ達たちのことも話しちゃうわけ？」

「だって、最初の告白はオカルト研究会の命令でやらされたことだもの。そこを説明しなくちゃ誤解されたままじゃない」

「えー？　それじゃ、ウチダ先せん輩ぱいにばれちゃう！　オカ研がウチダ先輩のことを悪あく魔まじゃないかと疑ってるって教えてやるようなものだよ？」

「それが何か問題なの？　いいじゃない、別に」

「もし、本当にウチダ先輩が悪魔だったらまずいでしょ!?　自分のことを疑っている連中がいるとなったら、なにか変な力で正体をうまく隠し通しちゃうかもしれない。それどころか、オカ研に仕返ししてくるかも……」

「ウチダさんはそんなことしないよ！　わたしにはわかるの！　あの人は人を傷付けたりするような人じゃない」

　根拠なし。だが、サトミはそう信じている。だから話は平行線。

「ねえ、サトミが本当にウチダ先輩のことが好きなのかどうか、もう一度よく考えてみない？　冷静になって、ね？」

　猫撫なで声で言うアヤにはもう耳も貸さないようだ。決意も新たに再び一歩を踏み出すサトミである。

「好きかどうかよく考えてから決めるなんて馬ば鹿かげたことだわ。よく考えれば好きが嫌いになったり、嫌いが好きになったりするの？」

「いやいや、でも、こう、周りが見えなくなっちゃってるんじゃないかなー、って自分を見返すのは大切なことよ？　どうしてウチダ先輩のことが好きなの？　なんかの勘かん違ちがいじゃない？　それともなかったら、きっと変なもの食べたんでしょ？」

　しょうもない冗談めかして茶化そうとしたアヤだが、それに対する反応は冷たいもの。

「……アヤちゃん、わたしのこと止めようとしてるの？　わたしがウチダさんと仲良くなるのを邪じや魔ましようということ？」

　サトミに冷たい目で見られて、アヤはたまらなくなる。血の気が引くというか、胸がギュッと引き締められるというか、冷や汗流しながら言うしかなかった。

「……アヤは応援してあげるけどさ……」

　まずい！　どうしよう!?

　アヤは追い詰められた気分だ。サトミがこんな本気で他人のことを好きになるなんて、と焦あせりと不安がアヤの心の中に渦巻いている。

　どうにかしてもとのサトミに戻らせないと……。諦あきらめさせる手はないの!?

　サトミが自分の知らないサトミになっていく。置いていかれる。そんな怯おびえに支配されたアヤに救いの閃ひらめきが舞い降りたのはそのときだ。

　あれだ！　あの人！　ウチダ先せん輩ぱいの彼女！　この前、体育用具室に現れた結構可愛かわいい先輩！　たぶん、あれウチダ先輩の彼女のはず！　あの人とウチダ先輩が付き合ってるなら、サトミも諦めるかもしれない。そうだ、あの人に説得してもらおう！

　どうしてそんな考えがアヤに舞い降りたのかと問えば、答えは簡単。丁ちよう度どアヤの目の前に、その彼女さんが現れたからだ。閃きというか、見たまんま。即物的なものである。

　で、即物的なまんま、深く考えもせずに大声を出す。

「あ！　あの！　ちょーっとすいませーん！」

　だばだばだば、と駆け寄って、

「あの、ウチダ先輩の彼女さんですよね!?　ちょっとお話いいですか？」

「……ふぇ？」

　アヤが物事を深く考える性た質ちなら気付いただろう。ウチダ先輩の彼女さん、ことイシダがふらふらしていたことに。彼女が打ちひしがれた様子なのを。なのに、溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ。アヤはイシダを摑んだのだった。ただ、摑まれた方の藁も溺れかけなのには気付かなかったというわけだ。




　時は夕刻、場所はファミレス。不ふ穏おんな空気に包まれて、女子三人が窓まど際ぎわの席に腰掛けている。一人は窓側、残る二人は並んで座り、テーブル挟はさんで対たい峙じした。

　普通の女子中学生ならギャーギャー言いながら、ケーキがどうだのドリンクバーがどうだの、利ききジュース利きジュース！　なにとなに混ぜたか当ててみ？　てか全部混ぜてるじゃんこれ!?　誰だれが飲むんだよ!?　よっし！　じゃあチャレンジャーＧＯ！　とか喧やかましいのに、この子達たちはお紅茶一杯いただけます？　みたいにおとなしいのだった。おとなしいというか一触即発なのだった。

「えーと、イシダ先輩、ですよね？」

　確かそんな名前だった。と、窓際に座るイシダに向かい、アヤが確認する。無言で頷うなずくイシダ。

「アヤ達は、そのう、この前会ったと思うんですけど、とある研究会に属してて……って、こんなことはどうでもいいか。あの、ずばりお聞きしますけど、イシダ先輩ってウチダ先輩と付き合ってるんですか？」

　そう言われて、ガタガタガタッと動揺する。イシダとサトミの二人同時にだ。

「……ど、どうしてそんなこと聞くわけ？」

　イシダはカップをかき混ぜながらそう聞いた。かき混ぜてばかりで、口もつけていない。

「いやあ、実はこっちの子が、あ、サトミって言うんですけど。あ、あたしはアヤです」

　まとめてから喋しやべってほしい。で、

「それでですね、このサトミがウチダ先せん輩ぱいのこと好きだって言うもので……」

　いきなり言っちゃうのだ。オブラートに包むとかなし。まるでなし。

「！　思い出した！　あなた達たち、昨日の一年生じゃない！」

　気付いてなかったのである。言われるがままファミレスに連れ込まれたイシダは、ようやく自分が誰だれと話し合っているのか理解した。こんなことでは、いつか不審人物にいいように連れ回されてしまうかも、と心配だ。

「人をからかって遊ぶなんて良くない趣味だわ。昨日みたいなことは止やめなさい」

　イシダは言い聞かせるように続ける。

「あなた達は軽い冗談のつもりでも、相手が本気になることもあるのよ。人の心を弄もてあそぶのが楽しいのかもしれないけれど、それで結局しっぺ返しを食らうのはあなた達なんだからね。そんなことになる前に改めた方がいいと思うわ」

　まるで男女間の機微に通じているかのような口を利きく。それを聞いて一年生二人は、ははあ、それはそれは仰おつしやるとおりでございます、なんてことには当然ならず、

「冗談じゃありません！」

　サトミがきっぱりと言うものだから、イシダも鼻はな白じろむ。

「そ、そりゃ昨日の時点では本気じゃなかったかもしれないですけど、でも、でも今はわたし、本気なんです！」

　テーブル越しにイシダを睨にらみつけるのだ。

「わ、わあお……」

　アヤはサトミの物言いにそう呟つぶやいた。意味はよくわかりません。

　サトミはさっきから敵意むき出し。いや、敵意と言うと強すぎる。警戒心とでも言い換えようか。イシダに対して気を張っている。

　そのイシダが静かに問うた。

「……本気ってどういうこと？」

　氷点下だ。アヤはイシダとサトミの両方を見比べながら思った。いやあん、目もく論ろ見みと違った方向へ行きつつある。なんか全面対決みたいな雰ふん囲い気きなんですけど？

「わたし、ウチダさんのこと、本気で好きだって言ってるんです」

　やばい、こんな場にいたくない。あまりにも至近距離すぎるし当事者が身近すぎて生々しい。

　そう思ったアヤは、オレンジジュースのグラスの底に宝の地図でも書かれてはいまいかと熱心に下を向く。チューとストローで啜すすることに専念だ。

「あらあら」

　イシダは短く言った。短い中に、色んな物が詰まっていた。そして、得意の負のオーラを発揮し始める。

「あらあら。それはまた随ずい分ぶん惚ほれ込んだのね？　で？」

「で、ってなんですか」

「好きだからどうしたの？　そんなことをわたしに言って、何か意味でもあるの？」

「……いいんですか？　わたしがウチダさんのこと好きでも？」

「関係ないわ！」

　むかっ腹が立ってきたらしい。鋭く吐き捨てた。

「じゃあ、わたしがウチダさんに告白してもいいんですね？　わたし、ウチダさんと付き合いますよ？」

「どうぞ？　もっとも、あなたがウチダくんの何を知っているのかしらね？　よく知りもしないで、思い込みで好きだと言っているだけでしょう？　ウチダくんはそういう、気持ちを押し付けられたりするのが大嫌いなの」

　さすが自分がやっていることだけに実によくわかっているイシダである。

　さて、そう言われてサトミは、うー、とか唸うなり始める。

「でも、好きだって言葉にして伝えなくちゃ、ウチダさんにもわからないじゃないですか。わたしはこれから告白します。イシダ先せん輩ぱいはそうやって黙だまっていればいいんです！」

「わたしは別に関係ないって言ってるでしょう!?」

「ちょ、ちょ、ちょっと待った！」

　喧けん嘩かになりそう。アヤはサトミを押さえつけると、えへへへ、とイシダに笑いかける。

「あ、あの、すいませんねー。この子、ちょっと頭に血が上っちゃってるみたいで……。そのう、だから、イシダ先輩から注意してほしかったんですよー。あの、ウチダ先輩はもうイシダ先輩と付き合ってるんだから、手を出したりするなって、なんかそんな感じで」

「なに、アヤちゃん!?　アヤちゃん、わたしの応援してくれるんじゃなかったの!?」

　アヤに押さえつけられながら、サトミがぷうっと膨ふくれる。アヤは神妙な顔つきで、

「いや、でもね？　もう付き合ってる人がいるのにそれを無視して告白しようとするのはどうかなあ？　って思わない？　だから、もう諦あきらめなよ。イシダ先輩に悪いよ？」

　そんな風に話を進めようというのに、イシダは本当に素直とかいう概がい念ねんを知らない。

「付き合ってなんかない！」

「ええー!?　そんなあ……」

「ほら、アヤちゃん。イシダ先輩本人がそう言ってるんだから、何も気兼ねすることないもん！　わたし、ウチダさんに今までのこと、それにわたしの気持ち、全部正直に話して……」
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　そんな二人を尻しり目めに、イシダは不機嫌な声で続ける。

「最初から関係ないもの、わたしなんて……。だって、ウチダくんは天使の女の人と一緒に住んでるんだから」

「え？　今なんて？　なんて言ったんですか？」

　耳ざとく、サトミが聞き返す。

「ウチダくんは天使と付き合ってるって言ったの！　それも、同じ家に住むくらい深い仲の天使とね！」

　ガラガラピシャーン。雷が落ちた。どこかで。

「えええええっ!?」

　サトミは大声を上げて立ち上がる。その拍子に、椅い子すががたんとひっくり返った。

「ウチダさんがなんですって!?」

「知らなかったの？　ウチダくんは彼女と同どう棲せいしてるのよ？　そんなことも知らないくせに、告白しようとしてたわけ？」

　いつの間にか同棲にまで話を膨ふくらませている。そして、なんだか勝ち誇ったように言うのだ。自分だってさっきまで知らなかったくせに。しかも全然、イシダが誇るようなことではないのではないか。

「そんな、ありえない！」

　と、いやいやするサトミにズバッと切り込むイシダの言葉。

「現実を受け入れなさい。あなたが入り込む余地はないのよ」

　それはまるで、自分に対して言っているかのよう。

「好きだ何だと彼女気取りで舞い上がって……。でも、ウチダくんには別の人がいて……。それで勝手に傷付くんだから、馬ば鹿かみたい……ほんとに馬鹿みたい……」

　言葉にすればするほど凹へこんでくるイシダだ。

　一方、愕がく然ぜんと立ち尽くすサトミに対して、アヤのはしゃぎっぷりといったらなかった。

「そうなんですか!?　ウチダ先せん輩ぱいにはちゃーんと彼女がいるんですね!?」

　で、嬉うれしそうに、

「ほおら、サトミ！　これはもう諦あきらめるしかないよ！」

「そんな……そんなの信じない！　何かの間違いよ！」

　必死に反論するサトミに対してポンとその肩を叩たたき、いいのよ？　もう何も言わなくていいの、とばかりに慈じ愛あいに満ちた笑みを湛たたえる。

「いやあ、同どう棲せいしてるんじゃねえ？　すごいよね、中学生なのに。しかも相手は天使だもの！　ここまで差がついてるんじゃどうしようもないね？　残念残念！」

　アヤの言葉にサトミは、うー、と唸うなる。ついでにイシダも、ううう、と呻うめいた。

　なんだか縋すがるような目でサトミは言う。

「イシダ先輩、その話、ウソですよね!?」

「ウソじゃないわよ！　この目で見たんだから！」

　自分をムチ打つみたいにきっぱり。さらに追い討ちかけるようにアヤが余計なことを言う。

「きっと夜はすごいことしてるんだろうねえ……。天使とかあ……」

　ぶふっ。何か噴き出しました。

　鼻血ではないと思います。ヒロインクラスが鼻血を噴くというのはキャラを汚しすぎではないかと思われるからです。

　というわけで、口元（鼻先を含む）を押さえながらサトミは嚙かみ付く。

「それでいいんですか!?　イシダ先輩はそれでいいんですか!?　ウチダさんがそんな天使と、その、なんかそのようなものを……わ、わたしは嫌いやです！」

　口元（鼻先を含む）を押さえながらイシダも言った。

「しょ、しょうがないじゃない！　ウチダくんが選んだのが彼女なんだから！　……それをわたしがどうこうできるわけないじゃない……」

　所しよ詮せん、わたしは弱みを握られた命令される立場でしかないんだから。そりゃ、悪あく魔まより天使の方がずっと魅力的だろうし……。悪魔になんか触りたくもないんでしょうよ。

　そんなイシダの卑ひ屈くつな思いを何かしら感じ取ったのか、サトミはイシダに迫る。

「諦あきらめたんですね!?　イシダ先せん輩ぱいはウチダさんのこと諦めたんですね！　もちろん諦めるのはイシダ先輩の勝手でしょうけれど、でも、わたしは違います！　こうなったら、絶対ウチダさんを取り戻す！」

　取り戻すも何も最初から手に入れてない。だからイシダも、サトミの勝手な言い分に反射的に反論してしまう。

「わたしだって！　あなたやあの天使にウチダくんを渡すつもりないから！」

「あの、さっき、ウチダ先輩とイシダ先輩は関係ないとか自分で言ってたんじゃ……？」

　アヤの突っ込みなんか、二人とも聞いちゃいねえのであった。

「じゃあ、どっちがウチダさんを取り戻しても恨うらみっこなしですよ！」

「じゃあ、って何が!?　そもそもウチダくんはあなたのものでも何でもないでしょう!?　でもいいわ。あなたにも、あの天使にも絶対に負けないから！」

　なんか二人で盛り上がっているのだった。アヤは事態の急変に右往左往。サトミにウチダ・マコトのことを諦めさせるという当初の目的がこれでは果たせない。

「ちょっと待ってよー！　そんな二人して盛り上がってるけど、こういうのはウチダ先輩の気持ちが大切なんじゃないの？　で、ウチダ先輩はこれ以上ないってくらい、二人のこと相手にしてないんじゃないですかー？　だって、同どう棲せいだよ同棲？　やることやっちゃってるんだよ？」

「うるさいっ！」

　二人にハモられてしまうのだった。こえー。

　あれ？　あれ？　なんでアヤが二人から怒られてるの？　ていうか、アヤが悪者なの？　なんでー？

　アヤは二人の剣幕にビビって、椅い子すの上で縮こまる。

　そこに現れたるは黒服のウェイター。

「お客様、大変申し訳ありませんが、うるさい！　出てけ！」

　堅かた気ぎのサービス業とは思えぬ迫力で、三人はファミレスから追い出されてしまうのだった。













オカルト研究会①







　オカルト研究会の朝は早い。

「おはようございます、会長」

「おはようございます。では、本日の朝練を始めるといたしましょう……？　アヤさん？　もう一人のメンバー、サトミさんはどうなさったのかしら？」

「えー、それがその……」

　アヤはごにょごにょ口を濁にごす。オカルト研の会室内には会長とアヤの二人しかいなかった。このままでは、アヤは会長とマンツーマンでオカルト練習をしなければならなくなる。というのも、オカルト研究会に属するのはこの二人とあとサトミを合わせて三人しかいないからだ。朝っぱらから二人でコックリさんというのは、正しい青春の過ごし方とは言えないのではないか。じゃあ、朝っぱらから三人でコックリさんなら青春か？　と問われればそこは個人の価値観であろう。ダウジングならよかったのにね。

　会長がこもったような声でアヤに問いかけた。

「ウチダ・マコト攻略の進展は彼女にかかっているのではなかった？　彼女がキラストーンネックレスを使って彼を籠ろう絡らくする手て筈はずでしょう？　お休みされてはオカ研の活動が滞とどこおります」

「もちろん、サトミは例のネックレスを使ってウチダ先せん輩ぱいを狙ねらってますよー。……ただ、ちょっと目的が変わってきたっていうか……いえ、狙ってる相手が変わったわけじゃないんですけど、狙う理由がより個人的なものになったというか……」

　はっきりしないアヤの様子に、会長は不審感を露あらわにする。

「なんです？　はっきりおっしゃい」

「はあ……、じゃあ言いますけどー」

　とアヤは昨日の経緯を会長に説明し始めた。

「サトミったら作戦だっていうのを忘れて本気になっちゃったみたいで。本気でウチダ先輩のこと好きになっちゃったようです。で、ウチダ先輩に告こくろうとしたら、その、ウチダ先輩の元カノ？　たぶん、元カノだと思うんですけど、そのイシダ先輩に会いましてー。で、イシダ先輩の話によるとウチダ先輩、今は彼女と同どう棲せいしてるって言うんですよ。それでサトミ、ショック受けちゃって。しかもその彼女が天使だっていうんじゃ勝ち目ないですよねー。だからアヤは止やめとけって言ったのに……。なのに、なんでかサトミったら余計火が点ついたみたいで、どうしてもウチダ先輩と付き合ってやるって。あ、元カノのイシダ先輩も一緒になって燃えちゃって。で、アヤの忠告も聞かずに、今日は朝からウチダ先輩の家の前で待機してるみたいです。ウチダ先せん輩ぱいと一緒に登校しようって待ち伏せ中。はああ、本当にサトミったらどうかしちゃってるよ。何とかあの子の正気を取り戻して、もとのサトミに戻す方法はないですかねえ？　てなわけで、何だかアヤも今日はブルー入っちゃってて……。とまあ、こんな感じです」

「……もっと簡潔に、わかりやすく話してくれないかしら？」

「とにかく、オカ研の活動なんか今やってる暇ひまないって言ってました」

「なんですって!?」

「あー、それとネックレスは貸しといてほしいとも言ってたかな？　今日からあれつけたままウチダさんの周りうろうろするらしいですよー」

「勝手なことを……！　けれど、さすが悪あく魔まですね。一筋縄では行かないようです。逆にオカルト研究会のメンバーを取り込んでしまうとは……とにかく、サトミさんをこのままにはしておけません」

　お？　遂ついに会長自ら動くの？

　アヤは期待してしまう。サトミの目を覚ましてくれるなら、これからは会長のことを尊敬してやってもいい。そのくらいの思いだ。これはアヤにとって破格の譲じよう歩ほである。

「こうなっては私達たちの力だけでは対抗できないようです」

　そう言って、会長は携帯をいじり始めた。

「あの、会長？　サトミを助けに行くんじゃ？」

「まさか。助すけっ人とを呼びます。月刊エーテルの調査員に連絡してみましょう。彼らはオカルトの専門家です。そちらに任せた方が良い結果が得られるとは思いませんか？」

　結局、ウチダ・マコトの正体を探ることとサトミの目を覚まさせることは、他人任せにするのだった。













マコト④＋イシダ④＋サトミ④＋サクライ④







　なんだこれ？　であった。

「おはようございます！」

　という声と、

「……おはよう……」

　という声。玄関開けたらステレオで挨あい拶さつされた。もっとも、片一方は必死な感じで元気よく、もう一方は不ふ貞て腐くされた感じで自信なさげに、と違いはあったが。

　これでは欠伸あくびも引っ込むというものである。マコトは左右を交互に確認する。昨日見た一年生の女の子（サトミとか言ったっけ？）がニコッとした笑顔を必死で貼はり付けているのと、程良く見慣れたぶすったれ顔のイシダが見てとれた。二人とも、マコトに挨拶してきたことは間違いない。ただ、なんで家の前で待ち構えていたのか？　マコトにはその理由がよくわからず、きな臭くささを感じてしまう。

　そのきな臭さは気のせいなんかでは全然なくて、

「ウチダさん！　学校までご一緒させてもらっていいですか？」

　と申し出てきたサトミの視線が、マコトではなくイシダに向けられていることからも察せられた。挑むような目付きである。で、それに対抗するかのように、

「……一緒に……ああ、もう！　一緒に行くでしょ!?　いつものように命令！」

　とイシダがやけくそ気味に喚わめいたものだから、いよいよ不ふ穏おんだ。

　しかも、その場をさらに不穏にする要素が湧わいて出てくる。それはマコトの背中の方向から現れた。

「あわわわわ」

　制服姿のサクライが靴くつをつっかけながら飛び出してくる。トントントントン、地面に靴先を叩たたきつけて靴を履はくと、

「それでは行って参ります！」

　とマコトにお辞じ儀ぎ。で、すっ飛んでいってしまう。以上のことから予想されるに、昨日、サクライは確かにマコトの家に泊まったようです。

　ぶっ壊れた。イシダとサトミがである。ぎこちなく凝ぎよう固こしてしまう。

「……ええと……」

　マコトは二人を前にして、さて何が起こっているのだろう？　と、考え込んでしまう。人の家の前で彫像になることはないだろうに。

「……学校、行かないの？」

　間抜けなことを聞いてしまうマコトだ。が、二人ともそれに敏感に反応する。

「い、行きます行きます！　是ぜ非ひ一緒に！」

「行くに決まってるじゃない！　ほら！」

　とイシダが手を差し出すものだから、ちょっと！　抜け駆けは止やめてくださいよ！　とサトミも手を差し出してきた。でも、

「小学校低学年じゃあるまいし、みんな仲良く手を繫つないで登校なんて目立ってしょうがないよ」

　とマコトは拒否する。

「そ、そういう問題じゃない！」

　イシダはマコトを非難がましい目で見た。

　と、そこへ、

「あわわわわ」

　物もの凄すごいスピードでサクライが帰ってきた。忙せわしない人だな。マコトの前で砂煙を上げて止まる。滑り込みだ。げふげふ。砂すな埃ぼこりが舞い散りマコト達たちは咳せき込んでしまう。

　そんなことはお構いなし。サクライは大おお慌あわて。

「すいません！　忘れてました！」

　と鞄かばんから布で包まれた四角いものを取り出してくる。んん!?　イシダの嗅きゆう覚かくがビンビン反応します。

「せっかく作ったのに、渡すのを忘れたら意味ないですよね！　どうぞ、お弁当です！」

　ビシッ。と、何かがひび割れるような音がした。それはイシダ方面から聞こえてきたようだ。が、たぶん気のせい。だって、具体的にひび割れるような持ち物をイシダは持っていなかったからだ。

「いや、こんなものを作ってくれなくてもいいのに」

「言ったでしょう？　自分、あなたの身の回りの世話をいたします、と。今日は高校が早く終わる予定ですので、炊すい飯はん器きを買って帰りますね！　……って時間が……！　で、では、また後でお会いいたしましょう！」

　そして、今度こそ行ってしまった。嵐あらしのような勢いだった。

　マコトは手渡されたサクライ製手弁当をしげしげ見つめる。

　夜を徹した説得工作とやらの途中でグーグー寝込んでいたわりには、早起きしてこんなもの作る余裕はあったのか。でも、ご飯も炊たけないのに、なに弁当だろう？

　そうしたらなんか弁当箱からコロコロ音がするもんだから、嫌いやな予感。そしてマコトの予感は的中する。そこにはゆで卵が二個入っているだけだった。













マコト⑤＋サトミ⑤







　パタパタパタ、という軽い足音がさっきからついてきていた。マコトはサッと振り向く。が、その足音の主は見えない。ということはお化け？　なわけはなくて、誰だれかがマコトを尾行しているらしい。

　学校からの帰り道、久しぶりに一人で下校していたら、まるでそれを狙ねらったかのようなタイミングで尾行である。昨日などはイシダがぴったりマコトをマークしていたのに、こんなときに限っていないとは。というか、イシダは今日の朝以降、ずっと素っ気なかった。いつもなら、

「今日の数学、予習してきた？」

　とか、

「人間って最低何時間寝ないといけないか、知ってる？」

　とか、非常にどうでもいい話を仕掛けてきてはそのうち、どうしてわたしばっかり話しかけてるのよ、あなたからも話しかけてきてくれてもいいんじゃないの!?　と不満たらたら。そんなやり取りが決まりごとのようになっていたのである。

　マコトが積極的に話しかけてくれない、と文句を言うわりには自ら楽しそうに話しかけてくる。それが二人の学校での日常だった。

　なのに今日は、

「……」

　と、終始無言の常にない態度。思わずマコトの方から、

「さっきのケツアゴ先生の授業なんだけど……」

　とか、

「一人称ダルシムの男ってどう思う？」

　とか、非常にどうでもいい話を仕掛けてみる始末。でも、無視されてしまった。無視どころかあからさまに避けられてしまったりして、なんだかちょっぴり切ないことに。

　マコトが積極的に話しかけてみても、ちっとも楽しいことにならない。ついでに、マコトは今日のお昼、ゆで卵二個しか食べられなかったことも付け加えておく。

　で、授業が終わって。帰り道で関係改善の話し合いを持とうとマコトは考えていた。ところが、それも果たせない。イシダの友人であるところのハルナが忠告してくれたのだが、

「待ってても無む駄だだよ？　サヤちゃんなら、先に帰ったから」

　とのことで、マコトはいよいよおかしなことになったと頭を抱かかえる。

「あんた達たち、なにやってんの？　ていうか、どうせ原因はあんたでしょ？」

　ハルナの追及にマコトは肩をすくめることしかできなかった。突然のイシダの豹ひよう変へん。マコトはそれに対しまったく全然少しも心当たりがなかったからだ。

　こうして、今日に限ってマコトは一人、通学路を帰っていたのである。いや、一人ではなかった。何者か、尾行者を引き連れてのご帰宅であった。

　いやいや、このまま誰だれかにつけられて家に帰るのは気持ちが悪い。マコトはもう一度自分の背後に注意を向ける。正体を暴あばいてやろうというのだ。

「何か用があるなら、姿を現してくれないかな」

　単刀直入に呼びかける。マコトはそう言いながら、油断なく周囲を探る。で、ひょこ、と看板の陰から小柄な姿が。

「あのう……こんにちは」

「こんにちは。呼びかけに応じてくれて嬉うれしいよ。確か、サトミくん、だったっけ」

　マコトはまだきょろきょろしながらそう言った。ん？　んん？　といった感じで首を傾かしげつつ。

　サトミは上うわ目め遣づかいでもじもじして、

「気付いてたんですか？」

「まあ、あんな足音を立てていれば、君のことを連想するのは難しいことじゃない」

　きょろきょろ。

「お、お話があります！」

「？　なに？」

「こ、ここじゃなんなので、ちょっと来てもらえますか？」

「また僕をからかおうというんじゃないだろうね」

「からかったりなんかしません！　本気です！」

　と、サトミはマコトを伴って裏路地へと入り込む。帰り道に告白するならここ！　とサトミが事前に決めていた場所である。そこに入り込むとサトミ、はあーふうー、と深呼吸。

　よし、ここならいい。他ほかに誰もいないし。ネックレスの効果が出ても、相手は、その、ウチダさんだけだから、か、覚悟はできてるし！

　ぎゅうっとネックレスを握り締めるサトミだ。

　一方マコトは、ようやく辺りに目線を配るのを止やめた。で、サトミの姿を注視する。両手を胸の前で重ね合わせて、じっとマコトを見上げているその姿は子犬というか子猫というか……。なんというか「子」なのだった。そこに不ふ釣つり合いなネックレスがぶら下がっている。サトミはそれを掲げて、

「あの、どうですか？」

「どうって？」

「なにか、その、カーッとなったり、ドキドキしたりしませんか？」

「……特に感じないようだけど……」

「おかしいなあ……。キラストーンが間違ってるのかな？　あ、あのちょっと待ってください」

　と、ネックレスについたフレームから深みのある黒色輝石を取り外している。

「何をする気なんだい？」

「ええと、このネックレスをしていると魅力がアップして、異性から病的にモテモテになるはずなんです。ただ、どの色のキラストーンを装着すればモテモテになるのか……。この石、間違ってるみたいなので、ちょっと色々試してみます」

　試されて変な効果が現れては困るので、マコトはそれを止める。

「よくわからないけれど、そんなものに頼るのは止やめた方がいいんじゃない？」

「でも、わたしにはこれしかないし……！　周りにイシダ先せん輩ぱいがいない、今がチャンスなんです！　そりゃ、ウチダさんはあの天使さんが本命なのかもしれないですけれど……でも、今の内にこのネックレスの魔ま力りよくでウチダさんと仲良くなっちゃえば……！」

　で、緑の輝石をはめ込んでネックレス装着。

「どうですか？　リーフグリーンのキラストーンです。ムラムラしたりしません？」

「お茶が飲みたくなってきた」

「……もう一息って感じですね」

　サトミは肯定的な感想を呟つぶやくのだった。と、マコトは眉まゆをひそめて、

「……これは君の差し金……なわけはないだろうね」

　サトミの後ろに意識を向ける。

　え？　とサトミがつられて後ろを振り向くと、柄の悪そうなヤンキー二人組がだるそうに近付いてくるところだった。そいつらは唇くちびるを歪ゆがめながら言った。

「わざわざ人ひと気けのない方に入り込んでくれるなんて、ツイてるな」

「さっさと済まそうぜ」

「おい、小僧。わりーんだけど、金貸してくんね？」

　ちっとも悪いと思ってない顔で、ふんぞり返る。

　マコトは彼らと知り合いでも何でもなかったし、それ以前に手持ちを持ち合わせていなかったので、ごく常識的な判断をした。

「お断りします」

「あのなあ？　話し合いで解決しようとしてるのよ、こっちは？　それを拒絶するってんじゃ、悪いのはどう考えてもそっちだよなあ？」

　オレ達たち悪くなーい。そんな主張を匂におわせながら、ヤンキーのガリガリな方が顔を近付けてくる。

「もしかして、あなた達はさっきから僕達のことをつけてませんでした？」

　ヤンキー相手に丁てい寧ねいに聞いたものだから、早速馬ば鹿かにされるマコトだ。

「そうでございますよ？　ええ、おぼっちゃん？　ちょいと痛い目に遭あえば、その綺き麗れいなお顔も歪ゆがんでひーひー泣きっ面つらに変わるんじゃねえかと期待しておりますよ？」

「いいから金貸せよ」

　ヤンキーのでっぷりしたヒゲ面の方が面倒くさそうに呟つぶやく。

「時間取らせんな。かったりい」

　マコトはヤンキー二人に、自分の立場を説明してやる。

「持ってないんです。お金」

　最近はお昼にお弁当を貰もらってばかりだったので、財布を持ち歩くことすらしていない。でも、ヤンキー達たちはそんな理由を聞きたくない様子。

「おいおいおいおい！」

　ガリガリが馴なれ馴なれしくマコトの肩に手を載せてきた。ひょろ長い腕が纏まとわりつく。

「つれねえな？　オレとお前の仲だろう？　いい子だから、言うことお聞き？」

　くっさい息がマコトの涙るい腺せんを刺激してきた。そんなこと言われても困るのである。

「言うことを聞こうにもないものはないので、どうにもしようがありません」

「ばーか。頭使ってそれくらい何とかしろよ。立場わかってんの？　オレ借りる人、お前貸す人。ていうか、オレ返さない人、お前返されない人」

「……」

　マコトには何も言うことはなかった。こういう連中になんて言えばいい？　いつものように、黙だまってやり過ごすしかない。今までもそうやって来たのだから。

「なに黙ってんだよ？　シカト？」

　でっぷりヒゲが正面に立った。で、どん、とマコトの胸を小突く。当然マコトはよろめいた。

「出せよ、金」

　だが、マコトには一向にそれに応こたえる様子がない。歯向かうでもなく、従うでもなく。見ようによっては、平然としたものだ。それがヤンキー達には癪しやくに障さわる。本当はそんな大したものではないのに。確かに、マコトは彼らをまるで相手にしていないかのように見える。でもそれは、ただただ嵐あらしが過ぎ去るのを待つだけの、受動的な態度でしかない。

　だから、次のように迫られるとマコトは困ったことになる。

「あのさあ。あんまり面倒なことしてくれちゃったりするなら、こっちの彼女にも参加してもらうことになるんだけど？」

「あ、あの……っ」

　ガリガリがサトミの右手を捕らえていた。震ふるえていたサトミに目をつけたのである。ヤンキー達が現れてから、サトミは事態の推移に気が動転して立ち尽くしてしまっていた。

「これ、お前の彼女？　ちっちぇな」

　ガリガリは空いている方の手でサトミの頭をポンポンと叩たたく。

「彼女は関係ないでしょう」

　マコトはさすがに黙だまったままではいられない。自分がやられる分には我慢していればいいが、サトミは普通の一年女子である。思わず、制止の声を出す。だが、それはガリガリを喜ばせるだけだった。マコトから反応があったからだ。

「関係は大ありだってーの！　お前が悪いんだからな？　お前がさっさと金貸してくれてれば、このガキはなーんにもされずに済んだのに……いやあ、かわいそうだなあ」

「は、はう……」

　サトミの顔を舐なめんばかりに、ガリガリは顔を近付け舌をレロレロしてみせた。必死にその動きから顔を遠ざけようとするサトミ。顔がん色しよくを失い、目に涙。

「悔しかったら取り返してみろよ？　おぼっちゃん？」

　ガリガリは手を引く。乱暴に。当然、それに捕まえられているサトミは引っ張られてバランスを崩した。が、ガリガリの手に摑つかまれているから、ばったり倒れるまではいかない。振り回されたようになって、地面に膝ひざを擦すり付ける。サトミが顔を歪ゆがめた。

「いた……いやあ……」

「おとなしく、ぺこぺこ頭下げて金出してりゃあいいのに。弱いくせに粋いきがってシカトぶっこいてるからこういうことになるんだよ。半はん端ぱなプライドなら最初から持つんじゃねえ」

　ガリガリはせせら笑う。マコトは何も言い返さない。黙もくしたままだ。

「どうする？　お願いしてみろよ？　その子を放してくださいって。泣いて小便漏もらしながら頭下げれば、放してやるかもしれないぜ」

　これは困ったことになった。無関係なサトミを巻き込むのはあまり愉快な体験とは言えない。だったら彼らの言うとおり頭を下げて、彼らの方が立場が上だと満足させてやればそれ以上大事に至らずに済むかも。

　そう思うとマコトの決断は早かった。

「どうかその子を放してください」

　深々と頭を下げる。泣いて小便までは垂らさなかったが、ほぼ言いなりだ。なのに、ヤンキー達たちの反応はちょっとしかめ面つら。

「……頭下げちゃったよ」

「おい、これじゃ負けになっちまうぞ。びびらせすぎたんじゃね？」

「……ち、じゃあ、もう少しキツくやるか？　そうすりゃさすがにキレるだろ」

　で、ガリガリの方はサトミの耳をつねり出した。

「た！　イタタタ！」

「彼女に何を……」

「うるせえ。オレが何しようが、お前に関係ねえ」

　怯おびえきっているサトミをいたぶり始めるガリガリ。で、さらにいたぶるネタを見つけるというわけだ。

「なんだよこれ？」

　サトミの首筋に手を這はわす。サトミの体に悪お寒かんが走った。「ひ……」と泣き声みたいな悲鳴が喉のど元もとを通り過ぎるのを止められない。

「ネックレス？　ガキが色気づいてるな？」

「や、止やめてください。それ、わたしのものじゃないんです」

　ネックレスを首から外され、サトミが懇こん願がんする。勝手に使い続けていたが、そもそもはオカルト研究会から貸し出されたものだ。そして、サトミはそれを使わないとマコトの心を手に入れることはできないのである。それがなければ天使にもイシダにも敵かなわない。

　サトミは手を伸ばす。どうにかしてネックレスを取り戻そうというのだ。もちろん、摑つかまれた不自由な状態では届くわけもなく、

「か、返して……」

　と、結局はお願いするほかない。それに対してガリガリ、

「へ、ただの安もんじゃねえか。こんなもの」

　と、地面にポトリ。そして、ザリッと踏みにじる。それから何度も足に力を込めた。その下から漏もれてきたのは、ペキ、とか乾いた音。

「ああっ!?」

「ガキがこんなもんつけてんじゃねーよ」

　生活指導の教師のような厳格さで、ガリガリはサトミを叱しかる。

「中坊は中坊らしく、消しゴムでも集めてろ」

「そんな……ひどい……」

　地面には粉々になった緑の破片とひしゃげたフレーム。サトミは脱力して肩を落とした。

「お前がさっさと泣きをいれておけば壊されることもなかったのにな。悪いのはお前だぜ？」

　ガリガリはマコトに笑いかける。

　マコトに力さえあればこのような無法にも対処できただろうに。だが、残念ながら今のマコトに力はなかった。いや、それどころかもっと根本的な問題がある。マコト自身、もし自分に力があったとして、それを使うのをよしとするだろうか？　マコトは力を恐れてはいない。殴なぐられたって、その痛みに怯ひるむことはないだろう。だがそれは同時に、力を軽視するという傾向にも繫つながっていた。力などなくても問題ない、むしろ力を使うのは程度の低いこと、という思いだ。

　無む闇やみに力を使うような人物は目立つし、それはマコトも望まない姿であろう。だから、これまでマコトは自分が暴力を振るうのを極力避けてきた。

　だが、こういう場合は？　少女が危機に陥おちいっているのに、力を使うのは良くないことだと見捨てるのが正しいことなのか？　どうせサトミは自分には関係のない相手だ、と思考の範囲外に放り出して、それで平然としている自分を認められるのか？　その問いかけはマコトにとって非常に答えづらいものだった。

[image: ]

　とはいえ、そんなものは全すべて仮定の話。現実ではマコトは単なる非力な中学生であり、彼ら無法なヤンキー相手に蹂じゆう躙りんされることしかできないだろう。抵抗の意思を示そうが示すまいが関係なく。

　蹂躙されるという結果は同じだとしても、抵抗の意思を示すか示さないか、それだけはマコトにも選択の余地があった、とも言える。

　……だが、もう遅い。その選択を下す機会は永遠に失われてしまう。

　というのも次の瞬しゆん間かん、事態が大きく変化してしまったからだ。













サクライ⑤







「正義執行ー！」

　大だい音おん声じようと共に飛び込んできた、白い稲妻。ついでに宙を飛ぶ電気炊すい飯はん器きがガリガリの頭部を直撃する。ぼご、と鈍い音と悲鳴。

「いてー!?」

　怯ひるんだガリガリの腕を、先程飛び込んできた白い稲妻ががっちり摑つかむ。で、

「いででえでで！」

　ガリガリはさらに別種の悲鳴を上げて、ねじ上げられた。ガリガリの腕は、曲がっちゃいけない方向へ曲がりたくて仕方ないように見える。そのガリガリに捕まっていたサトミは手放され、よろよろぺたん、とへたり込んだ。

「いたいけな婦女子を束そく縛ばくし、その所持品を強ごう奪だつ・破損するとは言ごん語ご道どう断だんです！　それは悪あしき行いです！　改めてください！」

　さーもーなーくーばー。さらにぎっちり腕を締め上げる、彼女こそ天使サクライその人だ。そして、一言こう言った。

「ああ！　買ったばかりの炊飯器が！」

　そんな大事なものなら投げつけてはいかんのであり、地面に転がる炊飯器の残ざん骸がいはその高い教訓となった。

「あだだだだ！　や、ヤス！　おい、ヤス！」

　ガリガリは鼻水垂らしながら助けを求める。で、でっぷりヒゲがもっさりと、

「おい、クソアマ。カッちゃんから手を放せ」

　と歩み寄った。そこへサクライ、凜りんとして、

「今までの行いを反省し、その子に謝りますか？」

「は？　馬ば鹿かじゃねーの？　お前、何様だよ？」

「そのような態度は何も生み出しません。でも、あなたがそういう態度に出てしまう理由も自分にはわかります！　きっと、あなたは寂しいのですね？　ご両親が仕事で忙しく、すれ違いの日々……。家に帰れば電子レンジで一人の食卓……。だからつい人の気を引きたくて、そんな態度を取ってしまうのでしょう？　それは人恋しさの裏返しということです！　あなたは本当は繊せん細さいで心優しい人なのです！　自分は知っています！　ですから、どうか心を開いて、自分にその悩みを打ち明けてください！　必ずや力になります！」

　でっぷりヒゲは顔を歪ゆがめて一言。

「マジでアホだこいつ」

「汚い言葉を使うのも、心が寂しいというシグナルなのでしょう？　どうかあなたの相談に乗らせてください！」

「ああそうかよ。じゃあ相談するけどな」

「はい、喜んで！」

「今オレの前にいるウスラ馬ば鹿かのねえちゃんの性感帯がどこかわからなくて困ってる。教えてくれよ。乳首？　どういう風にされるのが好き？　なんならこれから実際に試してみるってのはどうよ？」

　サクライは一いつ瞬しゆん硬直し、

「いやああああん！　へんたいー!?」

　にやけていたでっぷりヒゲの顔面に拳こぶしがめり込んだ。

「ひ、卑ひ猥わいな！　セクハラです！　人間としての品位が感じられません！　人間以下のケダモノです！　銃殺隊、前へ！　全力射撃！　欠片かけらも残さず滅めつ殺さつです！」

　顔を真まっ赤かにして喚わめく。でっぷりヒゲは完全に意識を失い、後頭部から地面に倒れ込んだ。

「わああ!?　ヤスー!?」

　ガリガリの方のヤンキーは、アワアワと腰を抜かしてひっくり返る。そして、

「げ!?　お、お前、天使なのか!?」

　今いま更さらなことを言って、サクライの頭の上を凝ぎよう視しした。

「こんなのが出てくるなんて聞いてねえよ」

「……助かった。ありがとう」

　マコトは礼を述べる。サクライはサトミに、大丈夫ですか立てますか？　と手を貸していたのだが、マコトのその言葉を聞くとキッと顔を向け、

「どうして助けなかったんですか！」

　と、強い口調で言うのだった。その口振りにマコトは、はあ、と空気が漏もれたみたいな返事をしてしまう。

「助けるって……サトミくんのことを、だよね？」

「そうです！　捕まっているこの子を助けるために、なぜ何もしなかったのですか？　悪を見ても黙だまっているなんて、それは悪あしき行為に加担すること、すなわち悪です！」

　つまり、サクライはマコトがサトミを助けなかったのが悪いと言っているわけだ。マコトはサクライの言い方に、いかにも天使らしいその言い方に、ちょっとカチンと来た。

「僕に何をしろと？　サトミくんを助けるために暴力を振るえば良かった、とでも言うつもり？　それが正しいことだと本気で思っている？」

「この子がひどい目に遭あっているのに、それをただ黙って見ているのは明らかに間違っています！　自分がここに来ていなかったら、あなたはどうするつもりだったのですか？　本当なら、あなたがこの子を助けるべきでした！」

　むくれている。マコトに何を期待しているのか。こんな奴やつですよ。

「それは君が天使だから言えることだよ。君のような天使は力があるからそう簡単に言える。でも、その考え方を力のない人にまで押し付けるのはどうだろう。自分ができるから、他ほかの人も当然そうすべきだ、なんて考え方は正しいの？　できない人にもそれを強制して恥じない君は、まさしく天使という存在そのものだね」

「できない？　人を助けるために行動を起こすことが、できないんですか？　どうして？」

「人は天使とは違う。力のない人が闇やみ雲くもに行動しても他人は救えない。力ない人が立ち上がるのにどれだけ勇気を必要とするか、天使にはそれを想像することもできないのだろうね」

「ちょっと待ってください！」

　サクライは憤ふん然ぜんと、

「闇雲に行動しても救えない？　力ない人が頑張ってもどうせ救えないなら無む駄だ、ってそんな風に考えてるんですか？　やっても無駄だから、だから最初から助けようともしない？　人を助けるか助けないかを、うまくいくかいかないかの損そん得とく勘かん定じようで決めてるんですか!?」

「どうやったらうまく救えるか、考えてから行動するのは当然のことだと思うけれど……」

「でもそれで、うまく救えないと思ったら救うのを止やめるんですか!?　目の前で悪に苦しめられている人がいて、でも自分には何もできない助けられない、と思ったら見て見ぬ振りをする。それはまさしく悪です！　助けられないから無駄、無駄なことはしない、なんていう合理性を言い訳にして、助けない自分を正当化するだけの卑ひ怯きような行いです！」

「そんなのは精神論だよ。我慢できずに感情の赴おもむくまま行動していれば気持ちはいいのかもしれないけど、それで何も救えないんだったらただの自己満足でしかない。……それどころか、その自己満足のために被害を拡大して……そんなのは有害ですらある」

　マコトは呟つぶやく。ただ、そのとき一いつ瞬しゆん、マコトはサクライのことを見ていなかった。その表情はサクライに向けてのものなどではなく、では誰だれに向けてのその嫌けん悪おに満ちた顔なのかと言えば、やはりマコト自身であろう。

　そんなマコトの表情になどサクライは気付かない。それどころではないからだ。自分の正義を主張しなくてはいけない場面である。

「自己満足と言われても結構です！　そうやって理由をつけて、いつまでも動かないままでいるよりは！　正義を為なすのに理屈を求めるなんて馬ば鹿かげてます！　生きるのにいちいち理屈をつけるのと同じくらい馬鹿げてます！　もしあなたの大切な人が悪に苦しめられているとして、それでもあなたは助けられないと理屈をつけたら見捨てるんですか？」

　その言葉はマコトより、サトミに突き刺さった。踏みにじられたネックレスの傍かたわらで呆ぼう然ぜんとしていたサトミの胸に突き刺さった。

「……そんな……」

　がっくりと膝ひざをつき、サトミはネックレスの残ざん骸がいを両手ですくい上げる。

　ウチダさんにとってわたしは大切な人じゃないってこと？　わたしが大切な人だったら、こんなことにはならなかった？　……わたしなんか助ける意味はない、ってこと？　だから見捨てられた……？

　サトミの手の中のネックレスは何も答えない。答えたのは天使の人。

「それはあなたにとって大切な品だったのですね？　思い出のつまったかけがえのない宝物だったのでしょう？　同情します」

　と、マコトとの言い争いをほっぽり出して、サトミの脇わきにひざまずく。サトミの心にトゲを突き刺したのはサクライ自身なのだが、そんなことは思いもよらないらしい。気の毒そうな顔をして、それでもサトミを励はげます。

「でも、どうか気を落とさずに。思い出の品は形を変えたとしても、あなたの中から思い出自体が失われたわけではないのですから。気を強く持てば、悲しみを乗り越えることは必ずできます！　自分はそう信じています！」

　この悲しみをもたらした本人に言われてもなあ、がサトミの本心だったが言えるわけもなかった。サトミは、ずーん、と顔に縦線入れながら蹲うずくまっているのが関の山。そんな様子を目にしたサクライは、どうにか元気付けてやろうと善意を発揮する。

「そうだ！　償つぐなってもらいましょう！　もちろん、壊されたそれと同じものというわけにはいかないでしょうけれど、その代わりになるものなら弁べん償しようしてもらえます！　というわけで、あなた方！」

　のびているでっぷりヒゲのヤンキーを引きずりつつ、その場から退出しようとしていたガリガリな方のヤンキーが飛び上がる。

「は、はい？　なんでしょうか？」

　振り向きながら、ガリガリは媚こび媚こび笑顔。

「あなた方が犯した過あやまちに対して、何か言うこと、やらねばならないことがあるとは思いませんか？　自らの過ちを認めることができる人は、同じ過ちを繰り返さずに済む賢い人だと自分は思います！」

　それに対して、ガリガリは過ちを認めることを潔いさぎよしとしない。

「い、いや、オレ達たちは頼まれたからやっただけで、わ、悪くないっすよ。文句はオレ達にこういうことやらせた奴やつに言ってくださいよ」

　天使相手だと敬語交じりにしどろもどろ。サクライは厳しい声で、

「そういう罪を認めない態度は悪です！　責任を誰だれかに転てん嫁かして、自らの保身を図るのは許されることではありません！」

「い、いや、マジなんだって！　オレ達は誘われただけで」

「誰かに言われたからやった、ということですか？」

「そうそう！　オレ達たちはそんな気はなかったんだけど、賭かけをしようって言われてさ。こっちの小僧をキレさせたら一万くれるっていうから」

　と、マコトを指差す。

「ちょいと小突いてやれば、簡単にキレるんじゃないかと思ったんだよ。そんなんで一万貰もらえるんなら、誰だれだって試してみるだろ？」

「誰が、何のために、あなた方に依頼したというのですか？」

「し、しらねえよ、そんなこと……」

「よくわからないのに、こんなことまで？」

　サクライの示す先には、ネックレスを手に包み込んで打ちひしがれているサトミの姿。ガリガリは乾いた唇くちびるを舐なめる。まるで、喋しやべりを滑らかにするように。

「なあ、悪気はなかったんだよ。言われたからやっただけでさあ。誰が一番悪いって、オレ達をそそのかした奴やつが一番悪いだろ？　オレ達も被害者みてえなもんだって」

　ガリガリはてっへっへ、と可愛かわいいつもりなのか舌を出しながら笑う。

「……では、これからも誰かに言われたら、今回のように人々を苦しめたりするわけですか？　誰かに言われたことだから仕方ない、と言い訳して悪事を為なすわけですか？」

　サクライの声は危険なくらい落ち込んでいるのだが、ガリガリも必死だ。

「な、なんだよ!?　オレを罰するくらいなら、オレ達にそうさせた奴を罰するべきだろう？　オレ達だけひどい目に遭あうんじゃ不公平じゃねえか！」

　自分より悪い奴がいるのに、自分だけ罰せられるのはズルイズルイ！　というわけだ。オレだけじゃありませんー、あいつの方が悪いですー、と小学生レベルの言い訳である。

　ドン、とサクライ、足を踏み下ろし、地面が揺れる。ぴょんこ、と飛び上がったガリガリは空中で正座。着地してそのまま土下座。

「い、命だけは……」

　さっきまでの言い訳も吹っ飛んだ。

「悔い改めます自己批判します仏門に入ります頭丸めます」

「……身の危険を感じて謝っているだけで、本心ではないのですよね……。やっぱり自分はまだまだ未熟です……」

　サクライは悲しそうな顔をするばかり。その悲しそうな顔のままで、ガリガリの側そばに近寄っていく。

「わああ、な、何する気ですか!?　こ、殺す気ですか!?」

　いくらなんでも怖がりすぎ。

　と、そこへ、

「……もう……もういいです！」

　サトミは壊れたネックレスを手に、そう叫ぶ。

「弁べん償しようとか……そんなのどうでもいいです！　だって……」

　と、マコトの顔をじっと見て、それから顔を歪ゆがめ。

　サトミはダッシュでその場から駆け出した。

　何が何だかわからないのはマコトの方。

　なんで僕の顔見ながら泣き出すのか。僕がさっさとこいつらの言いなりになっておけば、こんなことにはならなかったのか？

「あ、待ってください！」

　サクライがサトミの後を追う。これ幸いと、ガリガリもでっぷりヒゲを抱かかえて消えた。ひいひい言いながら。で、残されたのはマコトだけ。

　残された事実もただ一つ。マコトはサトミを助けなかった。ただそれだけだ。その事実は変わらない。どう糊こ塗としようと動かないこと。マコトの中で、サトミを助けなかったという事実は一生ついて回る。ずうっと、消えないまま。

　残されたマコトは、そんなことを鬱うつ々うつと考えていた。

　ところがところが。実は、この場に残されていた者はもう一人いたのだ。物陰に隠れてマコト達たちの様子を窺うかがっていた者がいた。そして、そいつは今、携帯を掲げて通話中。

「……確認できなかったね……能力がないのか、それともあの程度じゃ能力を発揮するまでもないってことか……もう少し判断材料が欲しいかな？　キレるくらい追い込んでみれば、何らかの力を見せてくれるんじゃないかと思ったんだけど……ああ、もっと直ちよく截せつ的な方法で接触してみるよ。そのために、二つばかりやり方を考えた……で、ついては準備してもらいたいものが……」




　　　　　☆　☆　☆




「……はい、朝にお話ししたことがウチダ・マコトについて、私達が知っている全すべてです。……三年の彼女ですか？　確か、イシダとかいう子で……いえ、私、その子の顔は存じませんが……はあ、そうですか。調べて送りましょうか？　大丈夫ですか？　……私どもオカルト研究会、協力は惜しみませんので。……はい、ありがとうございます」

　オカルト研の会長は携帯の向こうに向かって頭を下げている。その脇わきには、どふー、と机に突っ伏しているアヤ。サトミが一緒に帰ってくれなかったのでどんよりしていた。ここオカルト研の会室に置いてきぼりである。

「今日これから、ウチダさんに告白しに行くから……アヤちゃん、ついてきたりしたら絶交だからね！」

　そんなサトミの言葉が思い出される。アヤは机の上に顎あごを載せたまま、鼻から、ふうと息を吐いた。

　サトミの裏切り者ー。失敗しろー。女の友情なんて脆もろいもんだねー。

　勝手なことを思うアヤだ。

「……来月のエーテル、楽しみにしていますね。では、失礼いたします」

　で、ブツッ。会長が勢い込んで通話を打ち切るのを見て、

「会長ー。どうかしたんですかー？」

　机に上半身寝っ転がらせたまま、アヤが尋たずねる。やる気のなさが非常にわかりやすい形で表れていた。

「誰だれからの電話です？」

「オカルト総合誌エーテルの方からです。ウチダ・マコトの正体について、今け朝さ連絡したところですよ」

「あー。あのオカルトの専門家とかいう胡う散さん臭くさそうな」

　ごろり、と首だけ会長に向け直す。

「胡散臭いは余計です。エーテルは信頼と実績で60年の歴史を誇る立派なオカルト誌ですから」

　60年前にそんな立派なオカルト雑誌が生まれていたとは思えない。でも、アヤはめんどくさいのでそこには突っ込まなかった。

「で、その専門家とかが何を言ってきたんですか？」

「今朝の話の確認の電話ですよ。すでにこちらに入って調べてくれていますからね。ウチダ・マコトが本物なら、エーテルの記事になるかもしれません。そうしたら、我がオカルト研も名前が出ます」

「記事になって、うちの名前が？　そんな大層なことなんですか？　悪あく魔まを捜すのって何か流は行やってるんですかねー」

「ちゃんとエーテルを読みなさい。オカ研会員なら必読書ですよ。私なんか五回は読み返します。エーテルはここのところ、身近にいる悪魔や悪魔の仕し業わざらしい事柄についての情報を常時募集しているのです」

「へー」

　気のない相あい槌づち。

「以上のことからも明らかでしょう？　エーテルは悪魔捜索について力を入れていて、そのための専門家を揃そろえています。よって、私達たちはこのまま吉報が届くのを待っていれば良いのです」

　会長は、ぐっと拳こぶしを握る。アヤは、そんなんどうでもいいからサトミの目を覚ましてくれー、と思いつつ、ごろりと会長から視線を外すのだった。













マコト⑥







　道を歩いていて突然声をかけられる、なんて普通はほとんどないものだ。もしあったとしても、大たい抵ていは勧誘かキャッチセールスであろう。つまり、ナンパされそうな場所を選択してナンパされることを前提に行動していなければ、普通の人にとってナンパは一生縁がない代しろ物ものである。

　であるならば。

　マコトが今遭そう遇ぐうしているこれは、まず間違いなくナンパではない。

「ちょっと、そこの君。少しお話いいかな？」

　柑かん橘きつ系のコロンだかデオドラントだかがきっつい匂においを放っている。そんな男がマコトに話しかけてきたのだ。そこはどう見ても住宅街の裏通り、マコトはとぼとぼと家路を辿たどっているところだった。サトミを見捨ててしまったあの場面で、自分はどう行動していれば良かったのか、ずうっと自問しながらの帰り道である。

　これでナンパと考える方がどうかしている。どうかしているのであるが、そのナンパ男は雄弁そのもの。口く説どき落としにかかってきた。

「見たところ、何か悩み事がありそうだね？　もしよかったら、僕に話してみない？　実は僕、占い師をやっていてね。ぱっと見て、ああ、君は今星の巡り合わせが悪いなって一発でわかったんだよ。こういうのって滅めつ多たにないんだけどね。でも、見てすぐわかったんだ。普通だったらこんな風に声をかけたりはしないんだけど、君の場合はすごく感じるものがあるから、商売抜きで忠告してあげたくなってさ」

　最近の占いは、客引きにも凝こっているようで。ていうか、こんなところでナンパもおかしいが、占いというのも同じようにおかしな話。占い師にしては一昔前のホストみたいな格好をしているのも変であった。

　金髪かき上げて、白い歯を輝かせる。

「どうかな？　ちょっとそこでお茶でもしながら、君のこと話し合いたいんだけど？」

　中学生男子相手に言う言葉か。

　突然、なんだこの人？

　と、マコトが身構えるのも無理はないというもの。

「いや、いいです」

　素っ気なく答える。でも、ナンパ男はちっとも引こうとしない。

「まあまあ。そう言わないでさ」

　と馴なれ馴なれしく肩に触れてくる。条例によっては捕まってしまうほどの馴れ馴れしさであった。

「わ、ちょっと」

「びっくりした顔もいいね。死相が出てる」

　いきなり死相と来た。大たい抵ていの人は、あんた死相が出てるよ、なんて言われたらドキッとする。

「いやいや、冗談冗談。死相は冗談だけど、君が今悩んでいることはわかるよ。それはばっちり顔に出てるからね」

　ウィンクしてきた。ぞわー。マコトは気味が悪い。

　この人、何か勘かん違ちがいしているとしか思えない。

　そう思うマコトだ。暴力とかそういうものにならこれほど警戒することもないのだが。生物学的な、というか生理的な、というか性的な脅きよう威いを感じてしまう。端的に言うと、この人ホモじゃないか、という懸け念ねんである。

　それでもマコトは勇者なのだった。

「何の用なんですか？　何が目的なんです」

　真意を問いただす。マコトはきっと、こういう言葉を知らない。構ったら負け。

「何の用って？　最初に言っただろう？　君の力になりたいんだ。君が抱かかえている悩み事を話してほしいんだよ。僕の直感が、君は今大きな岐き路ろに立っていると告げている。ここで選択を間違えると、君は一生後悔することになるよ」

　後悔。その言葉は、マコトの胸にすっと入り込んでいった。先程の出来事。サトミという一年生を助けようともせず、見ていただけだった自分。そして、そんな自分に対して投げつけられたサクライの言葉。ぐるぐると、それらが頭の中をよぎった。よぎりまくった。このままでいいのだろうか？　だが、そんな気持ちが他人にわかるはずがない。マコトはそう思うと、

「あなたに何がわかるって言うんです？」

「もちろん全然わからない」

　爽さわやかに。

「だからこそ話し合おうじゃないか。話し合えばなんでも解決できるさ。僕達たち地球人だし」

「話し合えば解決って言いますけど、そもそも僕に解決すべき問題があるとでも？」

「君は自分のしたこと、いや、しなかったことで悩んでいるだろう？　自分の選択が誰だれかを傷付けてしまったことを後悔している。で、これからどうするべきか、悩んでいるんじゃないか？　今のままでいいかどうか、考え直そうとしていないかい？」

　当たっていないこともない。ナンパ男はあやふやな話をしているだけなのだが、

「どうしてそんなことを知っているんですか？」

　マコトは思わず問い直してしまった。相手の不安や願望を煽あおって話に引き込むのは、この手の手合いにとって基本的な技術だ。この手の手合いというのは、まあ、口先だけで商売している類たぐいの人のことである。詐さ欺ぎ師しとか弁護士とか。

　で、このナンパ男は占い師を名乗っているわけだが、やっぱり自信たっぷり。

「直感だよ。僕は君と相性がいいのかもしれない。よーく見えるんだ。君のことがね。もっとお互い知り合おうじゃないか。そうすれば、僕はさらに適切な助言をしてあげられると思う。占いの力によってね」

　普段のマコトなら、こんな胡う散さん臭くさい男の言うことなど無視していただろう。なのに、話に乗ってしまった。色々とうまくいっていないのは事実だったからだ。助言が貰もらえるなら欲しかった。先程のこともそうだし、イシダとのこともそうだ。イシダが何を怒っているのか、わからない。もしかして、今までのように付き合うことはできなくなってしまったのだろうか。自分がいけないのだとしたら、どこを直せばいいのか。

　なんだかマコトは自分を見失っていると言ってもいい。彼がこんな風になってしまったのは、間違いなくイシダと関かかわり出してからだ。

　ともかく、マコトはナンパ男に答えを返す。

「適切な助言というのには興味がありますね」

「オーケー！　そうこなくっちゃ」

　ぺチン、と指を鳴らした。で、一層馴なれ馴なれしく肩を組みながら、

「さあさあ、あっちだよ。おっと、占いの前に軽くお茶だ、お茶にしよう」

　やたらベタベタ触ってくる。マコトはぞわぞわして、

「お茶はいいから、早く助言とやらをしてくれませんか。……って、占い料金とか取るつもり？」

　いいように口車に乗せられ、ふんだくられるのではないか。マコトは心配になる。でも、ノープロブレム。ナンパ男は余裕で微笑ほほえんだ。

「いやいや。商売抜きって言ったろう？　見ただけでピーンと来ることって滅めつ多たにないから、お金なんかいらないよ」

　そのかわり体で払っているようなものかもしれない。なにやらナンパ男はマコトのぬくもりを確かめるように、今度はマコトの腕を取る。そして、さあさあ、と引っ張った。

　こうして住宅街の中を引っ張りまわされるマコト。ここら辺は、マコトが普段登下校に使っている道から外れていた。見慣れぬ風景だ。その間もナンパ男は、

「いやあ、僕のお客さんがみーんな君みたいに未来が見えやすい人ばかりだといいんだけど」

　とか、

「そういえば電子レンジが物を温める原理って知ってる？　僕はあれ、ブオーッて音がするからドライヤーが関わってると睨にらんでるんだよね」

　とかベラベラ喋しやべりまくる。たぶん、なんにも実にならない会話をさせたらかなりの上位ランカー。世界を狙ねらえる。

　で、道の先に少しばかり見通しの良い場所が現れた。公園らしい。小さな児童公園だ。その公園を見た途端、ナンパ男が思い出したように、

「で、本当にお茶はいらないのかな？」

「いりません」

　お茶なんか一緒にしたら、深みに嵌はまりそう。

「僕はお茶が飲みたいんじゃなくて、助言が聞きたいので」

　ナンパ男は、やれやれ、と首を振り、

「せっかちだな。人生に寄り道は大切だよ？」

　こんなことで人生説かれても困るのである。マコトはなんとも答えようがない。でも、ナンパ男は酔よったように続けた。

「もう少し、何事にも余裕を持った方がいいと思うね。その方が性格にも魅力が出る」

　いいから早くしてくれないかなあ。マコトは言葉に出さずに目でそう言う。その目を見ても悪びれもせず、

「まあまあ、こっちにもちょっと都合があってさ……。もう来てるかな……」

　ナンパ男は児童公園を覗のぞき込む。で、

「ああ、オーケーオーケー！　じゃあ、早速占いを始めようか！」

　と、住宅街の中にある、小さな児童公園に意気揚よう々ようと乗り込んだ。タコの形を模した滑り台というかオブジェが中心にデン、と居座っている。小さな子供がキャッキャ言いながら駆け回っていた。
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　……えーと、こんなところで占い？

　マコトの視線は、深く深くナンパ男を突き刺す。

　跳はね返した。

「あれを見たまえ」

　自信満々、ナンパ男の指差す先にそれはあった。大人おとなの背丈ほどもある巨大な円盤が、デーンと立てかけられている。例のタコ型滑り台に寄りかかるような形だ。そして、その円盤には、巨大な顔がかたどられていた。口をぽっかり開けたヒゲ面づらのレリーフ。なんとも力強い題材である。問題は、そんなもんを児童公園内に立てかける意味がわからない点だけだ。

　子供がそれによじ登ろうとして悪戦苦闘していた。円盤が倒れでもしたら危ないのではないか。

「あれを見ました」

　マコトは丁てい寧ねいに答える。

「えーと……それで？」

「あの口に手を入れるんだ」

　ＡすなわちＢ、みたいに当然のような口振りでナンパ男は促うながす。口の開いたレリーフがある。ならば、その口に手を入れよ。大自然の摂せつ理りとして、それは至し極ごく当然の流れである。そう言いたいかのよう。

　マコトは大自然の摂理に逆らう。

「？　何でですか？」

　それに対するナンパ男の爽さわやかさったらなかった。

「真実の口って知らないかな？」

　キラキラキラー、と信用ならない輝きと笑みを振りまきながら言ったもんだ。

「偽いつわりの心を持つ者が、あの口の中に手を入れてウソをつくと手が抜けなくなるという伝説。ロマンチックだよね」

　意味不明。

「真実の口は知ってます。昔の映画で見ました。で、真実の口と僕への助言がどう関係あるんですか？　それに、なんでこんなところに真実の口が」

　おにーちゃんたちなにやってんのー、とか子供に聞かれつつマコトは言った。こんなところで真ま面じ目めな顔して何話してんだろ、馬ば鹿かみたい、とか思いながら。

　馬鹿みたいな笑顔でナンパ男は言う。

「これが僕の占いでね」

　信じられないことをほざいた。

「僕の占いは真実の口を使って行うんだ。悩み事や迷っていることがある人に手を入れてもらう。そして、それを解決するにはどうしたらいいか、具体的な方法を真実の口に話してみるのさ。その方法が正しければ手は抜ける。間違っている、もしくはより良い方法があるなら手は抜けない。そういう占いさ。どうかな？」

「というか、これって占いなんですか？　こんな占い、だか何だかよくわからないけど、聞いたことないんですが」

　マコトは真実の口に近付き、手触りを確かめる。ツルツルとした大理石製、かと思ったら金属の冷ややかさだった。その脇わきを、きゃー、とか叫びながら子供が駆けていく。

「見たことも聞いたこともないのは無理もないよ。これは実用新案でね」

　ナンパ男はこっそり打ち明ける。辺りをきょろきょろしながら小声になって、

「だから、この占い法はまだ誰だれにもパクられてないと思う。パクられたら困るし、この真実の口占いのことは他言無用で頼むよ？」

　パクろうとする者がいない、の間違いではないか。しかも、こんな馬ば鹿かでかいものを思いっきり表に出しておいて、他言無用もないものだ。

　マコトはそう思ったものの、余計なツッコミを入れてまた時間を取られるのも面倒なので止やめた。

「で、この口に手を入れろって言うんですか？」

　マコトは腕組みして、真実の口をじろじろ。こんなことで、イシダとの仲や天使達たちとの関かかわりといった問題が解決するのだろうか。

「自分の気持ちに迷いがあるなら、レッツトライ！」

　ナンパ男、ポンポンとマコトの背を叩たたく。

「気休めといえば気休めかもしれないけれど、これは迷っている人の背中を押してあげるためのものなんだ。迷っている人は、実はすでに自分の中で答えを見つけていることが多い。これはその踏ん切りをつけさせるいいきっかけになるんだよ」

　で、顎あごに手をかけて、

「まあ、それだと占いとは言えないかもしれないけどね」

「……結局はインチキってこと？」

「そりゃひどいなあ」

　ナンパ男は額に右手をあて嘆いてみせた。すぐに立ち直って、

「とにかく、騙だまされたと思ってやってみなって」

　決めポーズ。キメキメ。親指でグッとして、顔の角度は微妙に斜め気味。

　そうまでやられては仕方がない。マコトは真実の口に手を入れることにする。そうしてあげないと、ナンパ男がなんかかわいそうな人になってしまいそうだったからだ。

　馬鹿げたお遊びだとは思ったが、まったく期待しないわけでもなかった。ちょっとしたヒントくらいなら摑つかめるかもしれない。この大掛かりなはったりはともかく、ナンパ男自体は占い師としての洞察力くらいは持ち合わせていそうだ。相談に対して客観的な指摘をしてくれないとも限らない。

　マコトはそんなことを思っていた。だから、真実の口に差し込んだ手に違和感を覚えたとき、少しばかり驚おどろいた。まさか、本当に抜けなくなるとは。よっ、はっ、と力を込めてみたがびくともしない。

「ほおら、抜けなくなっただろう？　ささ、もう一方の手も入れて」

　ナンパ男は得意そうにそう言った。まるっきりのはったりというわけではない、ということか。顔の彫り込まれたこの円盤を、マコトは張りぼて程度にしか思っていなかった。だが、それは改める必要があるようだ。

「両手を口の中に入れるんですか？」

「そうそう。そこまでやってこそ真実の口占いなんだよ」

　そういうものか。マコトはもう一方の手も口に差し込む。ぎゅっと締め付けられるような感覚がして、やはりこちらの手も動かなくなった。

「さーて、両手とも固定されたかな？」

「はい、しっかりと」

「そうかいそうかい」

　ナンパ男は爽さわやかな笑顔だ。

　で、占いが始まるのかと思ったら始まらない。始まったのはお触りタイム。

「ちょ、ちょっと？」

　両手が塞ふさがった状態のマコトの背後に、ナンパ男はすっくと立つ。

「いやあ、こうなるのを待ってたんだよ」

　後ろに立っているから見えないが、たぶん爽やかな笑顔でそう言ってのけている。

「今ならやりたい放題だね」

　その言葉どおり、マコトの体をあひゃひゃひゃひゃ。

「ちょっと！　くすぐった……！」

　ナンパ男はマコトの体を撫なで回す。特に尻しりとか。これでは普通に変態だ。

　身動きできない状態であっちゃこっちゃまさぐられるマコト。サブイボが出てきました。

「や、止やめてください！」

　あまりのおぞましさに、マコトも遂ついに大声を上げた。その様子を児童公園内の幼児達たちがじーっと見上げていたりして昼間っからなにやってんだ。

「止めろと言われてもねえ」

　ナンパ男は触るだけでは飽あき足らず、マコトのベルトにまで手をかける始末。このままでは、とても公園の幼児達に見せられない行為に発展してしまう。マコトの立場的に、わー！　わー！　おかあさーん！　であった。

　で、カチャカチャ、ベルトをいじくっていたかと思ったら、緩ゆるんだズボンの中に手を突っ込んできやがったので、さあ大変。

「ちょ！　これが占いと何の関係が!?」

「いやあ、ごめんごめん。占いとか全部ウソだから」

　あっさり言われてコケそうになるマコト。手が摑つかまえられているのでそれすら許されないが。

「占いとか関係なくて、ただ君を拘こう束そくしたかっただけなんだよね」

　そのためだけにこんな大掛かりなものを？　ダイナマイトアホか。

「ごめんね、ウソついちゃって」

　謝るのはそこではなくて、現在進行形で行われている行為についてであろう。ていうか、現在進行形をストップしてほしいと切に願うマコトだ。

「占いなんて口実で誘い出せるかどうか心配だったけれど、うまくいったようで僕も安心したよ」

「な、何が目的なんだ」

　その目的がホモ的な何かだとしたらマコト絶体絶命である。

「君自身さ」

　マコトの死亡は確定したようです。コンビニ強盗にナイフを突きつけられても平然としていたマコトが今、蒼そう白はくに。

　ナンパ男はマコトの尻しりをごそごそ探りつつ、首を傾かしげる。

「ふむ。外見上の差異はないみたいだけど……。もしかして、見込み違いか？」

　どうやら、マコトはナンパ男のお眼鏡めがねにかなわなかったようだ。よかったよかった。中学生男子が陽ひも明るいこんな場所で、いわゆる性的嫌がらせ的ななにかをされてしまっては著いちじるしく教育に悪い。最低限のモラルは守られたのであった。マコトも胸を撫なで下ろす。

「とにかく、最後まで試してみるとしようか」

　最後まで行っちゃうらしいです。マコトは再び顔面蒼白に。

　だが、マコトが期待したようなことは起きなかった。ナンパ男はマコトのベルトに手をかけるとそれを緩めるのではなくギッチリと締めたのだ。そして、それ以上マコトの体に触れることなく、今度は真実の口の方を触り始める。で、

「あったあった。これだな」

　と何かを押したらしい。ブーン、と低い音がしたかと思うと、くわっ、と真実の口の目が開いた。そして、口を閉ざしているのにどこから声を出しているのか知らないが、そいつは語り始めたではないか。

『わたしゃ３分爆弾だよ』

　キイキイとした甲高い機械音声だった。

　マコトは呆あつ気けに取られるというか、意味がわからなくてただただ真実の口（自称３分爆弾）を見つめる。

　真実の口はルールを説明し始めた。

『わたしゃ一度起動させられたら爆破解除ワードを音声入力されない限り３分後にぶっ飛ぶよ。そこんとこよーく考えとくれ。起動させるかい？』

　それに対してナンパ男が待ったをかける。

「ちょっと待ってくれ。今、マコトくんに詳細を説明してあげるから」

『はやくしとくれ』

　キイキイ声で真実の口は、ナンパ男に要請した。

「というわけで、マコトくん。君はこの爆弾に繫つながれているわけだ。もし、これが起動したらどうなるか、わかるよね？」

「……どうして僕の名前を知っているんだ？」

　確か、このナンパ男に名乗った覚えはないのである。マコトは、どうも嫌いやな予感がし始めた。最初から仕組まれていたということではないか。そして、ナンパ男はそれを肯定する。

「ちゃんと聞き込みしておいたからね。ウチダ・マコトくん」

　ナンパ男は両手を広げて、親愛の情を示してみせた。

「ウチダ・マコト。エム市立エヌ中学校三年Ｂ組所属。ご両親は海外勤務で一人暮らし。成績は悪くないが、飛びぬけて良いというわけでもない。生活態度も節度ある、というか目立たない控え目なものらしいね？　これだけだと、どこといって特徴のない子だ」

　マコトの脇わきに立つナンパ男。マコトの略歴をそらんじる。で、くるっとマコトの顔を覗のぞき込み、

「そんな君だが、先日大変な目に遭あったそうじゃないか」

　にこやかに言うのだ。

「悪あく魔まを騙かたるコンビニ強盗だっけ？　その人ひと質じちになったそうだね？」

　疑問形で問うてはいるが、実際にマコトに尋たずねているわけではなく、単に確認といったところ。その証拠に、ナンパ男はマコトの答えを待たずに話を続ける。

「事件は笑い話のような形で解決。なんでも、事件現場にいた男性全すべてのズボンが脱げ落ちて、周囲の混乱の内に犯人も取り押さえられたという。怪け我が人にんが出なくて何より、って感じかな」

「それが何か？」

「でも、これ、笑い話で済ませちゃっていいのかな？　何でその場にいた人達たちのズボンが脱げたのか、ちょっとおかしな点があるだろう？」

「まあ、おかしいといえばおかしいかもね」

　マコトも同意してみせた。自分もズボン脱がされた身としてはちょっとくらい言いたいことはある。

「そこで、だ。そういうおかしな点に拘こだわる僕らとしては、この事件を耳にしたとき注意を引かれたものだよ。どうもそこでは、おかしな力が働いていたんじゃないかってね。たとえば……悪あく魔まの力が働いていた、とか」

　マコトの顔をじっと覗のぞき込む。反応を窺うかがうかのように。

「君がその悪魔じゃないのかい？」

　ははあ、そういうことか。

　マコトは察する。そして、ナンパ男に言ってやった。

「僕が悪魔かどうか、取り調べるために捕まえたってわけ？」

「取り調べるというよりは、能力を測る、と言った方が正確かな？　君の力がどれくらいのものか見せてほしい。ズボンを脱がす、というのはふざけた力のように思えるけれど、おそらく立派な念動力系能力だ。実際には、もっともーっと強い力を発揮することができるんじゃないかい？」

「そうは言っても、僕には悪魔の力なんてないし」

　マコトは正直に告げた。本当のことだ。それをやったのはイシダなのだから。

「まあ、聞いても正直には答えてくれないと思ったよ。悪魔なら、それは当然の反応だものね」

　ナンパ男はマコトの言葉をちっとも信じていない。

「そこで、君が能力を発揮せざるを得ないよう追い込むことにした。そのための道具がこの３分爆弾だ」

　ナンパ男が軽く真実の口を叩たたくと、そいつはかっと目を見開いて、

『話は終わった？　起動するかい？』

「まだだよ」

『さっさと爆発させておくれよ！　待ちきれないよ！』

　地じ団だん太だ踏むのだった。手足ないけど。

「さっきも言われたように、こいつはある言葉を唱えられない限り３分で爆発してしまう。この距離で爆発したら、当然、君もただでは済まないだろうね。君は自分の身を守るため、どうにかしてその爆破解除ワードを知らなくてはいけない」

「そんなことをしたら、この公園も公園にいる子供もただでは済まなくなるだろう」

「そのとおりだよ！　責任重大だね」

　ナンパ男は大きく頷うなずいた。

「君が爆破解除ワードを唱えなければ、ここら一帯に被害が出るわけだ。その点をよーく理解してくれたなら話を先に進めよう。さて、お楽しみの爆破解除ワードだけど、実はメモに書いてある」

「メモ？」

「そう。そして、そのメモは君が持っている。正確には君に入っている、かな。さっき、君のズボンの中に入れておいた」

　もそもそもそもそ、さっきからナンパ男がズボンの中に手を入れて何やっているのかと思ったら、そういうことなのだった。決して性的な快楽を求めてのもそもそではなかったのである。たぶん。

「わかるだろう？　君は今両手がどういうわけか塞ふさがっているからね。悪あく魔まの能力を使ってズボンを脱がない限り、ドカーン、だ。オーケー？」

「そんなこと言われても困る。本当に僕にはそんな力はないんだから。ふざけているんだったらそろそろお開きにしてほしいんだけど」

「ふざけてなんかいないよ。このくらい追い詰めないと、君は能力を使ってみせてはくれないだろう？　チンピラに絡からまれたくらいでは動じないのは、さっき見てわかっている」

「……ということは、さっきの人達たちをそそのかしたのは……」

「うん。さっき君の能力を確認できてれば、ここまでやる必要はなかったんだけどね。さあ、もうお話はいいかな？　自分がやるべきことは十分理解したよね？　そろそろ３分爆弾を起動させようか」

　そう聞いて、真実の口が再び目を見開いた。

『いいのかい？』

「オーケーだ」

『待ってました！　それじゃこれからカウントダウンを始めるよ？　用意はいいかい野郎ども！　たった一度の人生だ！　派手に吹っ飛んでいこうじゃないか』

「待って！　本当に僕にはそんな力はないんだ。くだらないことをしていないで、放してくれ」

「力があろうがなかろうが、とにかく爆破解除ワードを入力しなければ大爆発が起きるのは変わりない事実だよ。頑張ってズボンを脱いでくれ」

　マコトの言い分に、ナンパ男は少しも耳を貸してくれない。それだけ言うと、自分だけは爆発から逃れようというのか、すいーっと離れていってしまう。で、公衆便所の陰に隠れた。そこから顔だけ出してマコトの様子をチラチラ。これはどう見たって、マコトを解放してくれる雰ふん囲い気きではない。

　まさかとは思うが、もし、この３分爆弾が本物だとしたらえらいことになる。

　この場を切り抜けるにはどうすればいい？

　マコトは急いで考える。そして、思いついた。

「誰だれか。僕のズボンを脱がしてくれ」

　変態なことを言うのだ。いやいや、マコトにだって言い分はある。別に悪魔の能力でズボンを脱がずとも、誰かに脱がしてもらって爆破解除ワードを読み上げればいいだけの話。実に合理的な判断ではないか。というわけで、これは３分爆弾の爆発を食い止めるため、仕方のないことなのです。決してマコトは露ろ出しゆつ癖へきの持ち主だ、とか誤解してはいけないのです。

「早く、早く脱がしてくれ。爆発してしまう。ズボンが……はやーく！」

　マコト、必死なのだ。必死に脱がして脱がしてー、と訴えかける。何しろ、マコトのズボンが脱げないと（何かが）大爆発してしまうというのだから手を抜くわけにはいかない。これ以上ないってくらい真剣な表情だ。

　しかし、今マコトの周りには幼児達たちしかいなかった。マコトが叫べば叫ぶほど、なにやってんのー、きゃー、ぬがしてーぬがしてー、とマコトの真ま似ねをしたり、きゃっきゃと喜ぶだけなのである。

　それにこれは大変重要な点なのだが、実際問題まさかこの公園にいる幼児達にマコトのズボンを下ろさせるわけにはいかないだろう。そんなことしたら、それこそ条例で捕まる。警察舐なめんなよ、であった。

　じゃあ、幼児じゃなくてそのお母さん方だったら？　若妻さん達の一個集団に、やあ奥方衆、そつじながらお願いしたき儀ぎがござる、拙せつ者しやのズボンをぬはっとずり下ろしてはくれまいか？　それによって生じるいかなる損害をも拙者受け止める所存でござる、などと交渉すれば良いのではないか？　残念なことに今この瞬しゆん間かん、児童公園には奥様方はいなかったのだ。本当に残念だ。

　といったわけで、マコトの命は風前の灯ともしび。必死に助けを求めるも、このままでは爆死も必至である。

　しかし、待ってほしい。助けを呼べば現れる、そういう存在のことをみんなすでに知っているのではないか。そう、こういうときにこそ役に立つ正義の使者がいるではないか。













サクライ⑥







「何事ですか!?」

　マコトの声に召しよう喚かんされたのは、誰だれあろう天使サクライ。どうやってかその叫びを聞きつけて、信じられない速度で児童公園まで駆けつけた。ずざーっと砂すな埃ぼこりを巻き上げつつ、

「マコトさん!?　今度は何があったんですか!?　強盗ですか!?　殺人ですか!?　不ふ肖しようサクライ、全力で事件解決に臨のぞむ覚悟です！」

「よかった、来てくれたんだ」

　マコトの顔に安あん堵どの色が浮かぶ。

「さっきの件で、僕の声には応こたえてくれないかと思っていた」

「何を仰おつしやいます！　相手が誰であろうと、助けを呼ぶ声を無視するような天使はいません！　サトミさんを元気付けていたら、あなたの声が感じられたので急いで駆けつけた次第です！　さあ！　あとは自分にお任せください！」

　頼もしいのであった。サクライは胸を張って尋たずねる。

「何をお望みですか？」

「僕のズボン脱がして」

　……。

「……は？」

「自分じゃ脱げないんだ。君の手で脱がしてほしい」

「……いやあああん！　へんたいー！」

　ばちーん。ぶべらっ。サクライのビンタがマコトの頰ほおに炸さく裂れつ。それはそれはものすげえビンタであり、なんていうか腰が入っていた。マコトの顔がひん曲がるかと思えたくらいだ。

　サクライの顔はいつものように真まっ赤かになっている。

「な、な、なんてことを言うんですかっ！　自分にズボンを脱がさせて、それからどうしようと言うんですかっ！　オーウ、ビッグ！　とか言わせようという腹積もりですか！　婦女子にふしだらな行為を強要するのは、とにかくとてもすごくいけないことです！　反省してください！　反省文を原稿用紙四千枚分提出です！　それで罪は軽くなりませんが！」

「……違う。話を聞いてくれ」

　さすがにマコトも頭がふらつく。そんなマコトを嘲あざけるみたいに、

『わたしゃあと２分でぶっ飛ぶよ！』

　３分爆弾は嬉うれしそうにそう告げた。




　ナンパ男にとっては予想外の出来事。

「ありゃ。変な乱入者が来ちゃったな」

　真実の口に捕らえられたマコトの側そばに天使が駆けつけている。これはいかん、これでマコトを助け出されては計画が水の泡だ、とか思ってたらマコトにビンタくれた。あんまり仲が良くないのかもしれない。

　というか、誰だれだあれは。

　ナンパ男は思い返す。

　事前の調査でウチダ・マコトの交友関係に天使がいるなんて聞いていただろうか。ああ、確かウチダ・マコトと天使が同どう棲せいしているという話があった。中学生なのに随ずい分ぶんと乱れている。まあ、事前の調査とか大おお仰ぎようなことを言っても、それを教えてくれたのは素人しろうとだ。実際のところはどうなのだろう。あのすげえビンタを見る限り、幾分情報には不正確なところがあるようだ。熱愛してる、とかじゃなかったのか。

　それとも別に知り合いではなくて、天使特有のお節介焼きか何かだろうか。助けを求める声を、近くにいた天使が偶然耳にした？

　いずれにせよ、天使なら３分爆弾を見かけて放っておくとも思えない。爆発を止めようとするだろう。天使が爆破解除ワードを入力してしまったらそれまでだ。マコトに悪あく魔まの能力があるかどうかの見極めに、また失敗ということになる。

　……ここまで大掛かりな仕掛けをうったのだ。もう少し手て間ま暇ひまかけたって大して変わらないだろう。

　そう考えると、ナンパ男はもう一つの手を急がせることにした。携帯を取り出し、連絡を入れる。

「クロサキだけど、こっちの方は失敗臭くさい。もう一個の方、準備しといて。そう、例の子をこっちに回してよ。……もう調べはついたでしょ？　その準備ができたら……そう、真実の口を置いていったその公園。手配よろしくー」

　ナンパ男は用件を終えると、再び公衆便所の陰からにゅっと顔を出す。その視線の先には、何か言い争っている天使とマコトの姿。




「だから、これは爆弾なんだよ」

『わたしゃ３分爆弾だよ。あと１分30秒で爆発するけど』

「大変じゃないですか！　爆発したらどれだけの被害が出ることか！　その大変なときになんです!?　先程のハレンチ発言は！　恥を知ってください！」

「この爆弾を止めるキーワードが、僕のズボンの中にあるんだ。それを取り出してほしいだけだよ」

　疚やましい気持ちなんかこれっぽっちもない。この状況でそんな気持ちを持てるほどの大物は滅めつ多たにいない。マコトは身の潔白を主張する。

「ほら。こいつに手を挟はさまれて、自分ではズボンを下ろせないんだ。わかるだろう？」

「わかりません！」

　きっぱり。

「どうして爆発を止めるキーワードが、あなたのズボンの中にあるんですか!?　普通の人はズボンの中にそんなものを持ったりしません！」

「それは僕をここへ連れ出した変な男が、僕のズボンの中に爆破解除ワードの書かれたメモを……」

『わたしゃあと１分でぶっ飛ぶよ！』

　くだくだ説明している暇ひまはないのであった。

「とにかく、正義のために僕のズボンを脱がせてくれ」

「そんな正義聞いたことありません！」

　進まねえ。

『あと45秒だよ！』

　３分爆弾は３分爆弾で、いちいちうるさいのであった。そのうるささが癇かんに障さわったのか、サクライが、ぽん、と３分爆弾に手を置く。

「爆破解除ワードをどうこうするより、これを何とかしてしまえば問題解決です！」

　みりみりみり。力ちから拳こぶし漲みなぎりであった。摑つかまれた方の３分爆弾、甲高い声で制止する。

『ちょっと！　お止やめよ！　馬ば鹿か力ぢからでどこ触ってんだい！』

「こんなものはケチャップの蓋ふたを開けるようなものです！」

　力ずくで爆弾を解除しようというのだ。そんな爆弾処理班見たことねえ。

『無理すんじゃないよ！　中身出ちゃうだろ！』

「くっ……。思ったより固いです！　けれど自分は諦あきらめません！　正義を諦めない！」

　天使の怪力でも傷付かない。思ったより超合金な３分爆弾であった。それでもサクライは、えいやー、と３分爆弾の表面を引っぺがそうとしている。３分爆弾はそれを踏ん張ってこらえていた。

　そんな有り様を間近で見ては、マコトだって一言くらい言いたくなる。

「ちょっと、そんな力任せなことして爆発したらどうするの？」

「どうせこのままでも爆発するんです！　なら、一か八ばちかで！」

　サクライはそればっかりなのであった。業ごうを煮やしたか、

「正義パンチ！」

　技名らしい。爆弾相手に殴なぐり始めた。ガッコンガッコンいい音立てる。良い子は絶対真ま似ねしてはいけない。悪い子も。

「そんな乱暴な。爆発しちゃうよ」

『いたいいたいいたい！　虐ぎやく待たいかい!?　こいつは人権問題だよ！』

「正義チョップ！」

　乱打であった。

「爆発するのを止やめないと、さらに正義キックが加わりますよ？」

　爆弾を脅きよう迫はくして爆発停止を迫るという斬ざん新しんな爆発物処理スタイルが今確立した。殉じゆん職しよく率りつ97％。

　しかし、なんたることか。サクライ渾こん身しんの打撃でも３分爆弾は僅わずかに凹へこんだ程度で、大きな傷は見られない。

「そんな！　自分、未熟者です！」

　非力さを恥じるサクライに、マコトは慰なぐさめの言葉をかけてやる。

「いや、未熟者でよかったよ。もしこれが壊れでもしていたら、その瞬しゆん間かんに大爆発してただろうし……」

　慰めの言葉というより安あん堵どの言葉と言った方が正しいみたい。

『まったく乱暴な娘っ子だよ！　もっと爆弾はいたわるもんだ！』

　３分爆弾は目をギョロギョロさせて喚わめく。

『学校で習わなかったのかい！　爆弾に触れるときは気き紛まぐれな淑しゆく女じよを扱うときみたいに用心しろって』

　そのときになってようやくマコトは気付くのだが、

「……あれ？　もう大だい分ぶ時間が経たってるんじゃないの？」

　随ずい分ぶん長いこと、サクライは３分爆弾をサンドバッグ代わりにしていたような。そう言われて３分爆弾、はっとしたような顔になる。

『なんてこった！　カウントするの忘れてたよ！』

　どんな爆弾だ。そして、サクライを睨にらみつけ、

『あんたのせいだ！　どうしてくれるんだい！』

「自分の爆弾への対処法は間違っていなかったようですね！」

　サクライは満足げ。結果として爆発させないことに成功したのだからいいのである。

　と、３分爆弾は表情を改めて、

『しょうがないね。途中からやり直しだよ』

　３分爆弾も諦あきらめない。

『えーと、残り45秒まで数えたんだっけね。あらま！　残り45秒まで数えてたのに、とんだ大損だ！』

「ならばもう一度、この不ふ肖しようサクライ、全力で爆発回避に努めます！」

　拳こぶし振り上げ身構える。

『やるってのかい!?　なんだったらカウント早めてやってもいいんだよ!?』

　色々と融ゆう通ずうの利きく爆弾であった。

「それはいいから、とにかく僕のズボンの中のメモを取り出すことを考えてくれ。こうなったらズボンは脱がさなくてもいい。ベルトさえ緩ゆるめてくれれば、ぴょんぴょん跳んだりしてどうにか自分で脱ぐようにするよ」

「どうしても自分に、ズボンを脱いだ姿を見せつけたいんですか？」

「僕のベルトを緩めたら、君は目を閉じて、手で顔を覆おおっておけばいいだろう」

「……わかりました。そうまで言うなら……あなただから、特別ですよ？」

　ようやく爆発回避に向け建設的な歩み寄りが見られたのだが、

「そうはいかないよ」

　ナンパ男が公衆便所の裏から姿を現した。

「そちらの天使さんには手を出さないでもらいたいな」

「どなたです？」

　サクライが目をぱちくり。唐とう突とつな登場に驚おどろいた様子だ。そのサクライに対して、マコトは親切心を発揮してやった。

「彼が僕をこの爆弾に捕まえさせた張本人だ」

「つまり、悪ですね！　こんな場所に爆弾を設置したのは許されることではありません！　すぐにこれを撤てつ去きよしてください！　その後なら、あなたの言い分をちゃんと聞いてあげます！　何か事情があるのでしょう？　こんなことをせずに問題を解決する方法を自分と一緒に考えましょう！　安易に悪へ走るのは恥ずべきことです！」

　サクライの言葉はまったくナンパ男の心を動かさない。

「えーっと、ベタで悪いんだけど、これをみろー」

　棒読み調。ナンパ男は公衆便所の裏に手を差し伸べて、それを引っ張り出してきた。

「ちょっと!?　何のつもりなの!?」

　マコトにとっては、君こそ何のつもりなの？　であった。ナンパ男に文句をつけているその姿、見間違えるはずもない。イシダが引っ張り出されてきた。













イシダ⑤







「手軽なバイトっていうから来てあげたのに！」

　そう言うイシダの両手には、石の手て錠じようのようなものが嵌はめられている。

「月並みで悪いんだけど人ひと質じちってことで、一つよろしく」

　ナンパ男はお願いした。

　イシダは一体何をやっておるのか。マコトを置いてさっさと一人で帰ったと思ったら、人質のアルバイトか。というか、手軽なバイト、なんて胡う散さん臭くさい言葉にホイホイ引っ掛かっているようではこの先危ないのではないか。前に懸け念ねんしたとおりである。こんなことでは、いつか一夏の経験では済まされない世界へ行ってしまうのではないか。

　と、イシダの迂う闊かつさを非難する声もあるかもしれない。しかし、まあ待ちたまえ、である。イシダにも事情がある。カレーだ。

　イシダは思い出したのだ。マコトにカレーを食べさせるという約束を。

　昨日はマコトに追い出されて（ううう……）作ってあげることはできなかったけれど、約束は約束だ。約束なんだから仕方がない。約束を破ったら、マコトにどんな報復を受けることか！　だって、あいつは善良な悪あく魔まを脅おどすような卑ひ怯きよう者ものの最低野郎なんだし！

　そう思ったイシダは、今度こそ文句の出ないようなうまいカレーで、マコトを黙だまらせてやろうと決意を新たにしたのである。

　今け朝さの衝しよう撃げき（マコトとサクライがもうなんだかえらい遠いところまで行ってしまっているらしい疑惑）で、マコトとまともに顔を合わせられなくなってしまったが、このままではいけない。気まずいまま、いつの間にか疎そ遠えんな仲になってしまうなんてよくある話。イシダはマコトと疎遠になんかなりたくなかった。しかし、何かきっかけがないと……。そこで思い出したのがカレーだったというわけだ。カレーを作るという口実、じゃなくて約束があるのだから、それをてこに巻き返しを図るのである。言ってみれば、マコトを食い物で釣つろうという壮そう大だいな計画と言えよう。

　わたしが作ってあげなきゃ。あの天使の卵一品料理ではマコトの体に悪い影えい響きようが出てしまう。きっと体を壊す。結局、マコトを守るのは自分しかいない。これまでだって、それでやってきた。そんじょそこらのぽっと出の天使にその立場を譲ゆずってなるものか。

　イシダはそんな闘志を燃やす。

　しかし、彼女の計画には問題があった。うまいカレーを作るにしても、その材料はどうするのか？　実のところ、イシダは昨日カレーを作ってやるつもりで張り切りすぎてしまっていた。もともと乏しい小こ遣づかいが昨日の買い物で底をついたのである。肉を買わずにカマボコで代用しようとしていた辺りにも、そこら辺の事情が物語られていた。

　別に問題ないじゃん。昨日買った材料が１日で腐くさるわけじゃなし。そのまま流用すればカレーなんてちょちょいのちょいですよ！　なんて意見もあるだろうが、それは美学のない意見だ。

　考えてみてほしい。昨日買った材料はマコトの家に置いてきている。てことは、これからカレーを作るのに、のこのこマコトの家に乗り込んでいって、

「カレー作ってあげるから、えーと、昨日の材料どこ？　出しなさいよ」

　なんて言えとでも？

　それよりも、余計なことは何も言わず、カレーだけすっと差し出す方がスマートだ。自分の家でカレーを作って、完成品を差し入れする。四の五の言わないで、まあ食べてみろ、と現物を示すのである。そして、マコトがそれを口にしたとき、そこに込められた愛情は伝わるであろう。おいしいものに言葉はいらないのであった。言い訳とか釈明とか、言葉を交わさないで仲直りするにはこれが一番。

　イシダはそう思ったのだ。つまりは美意識の問題である。

　で、イシダの特殊な美意識を満足させるには、あらかじめ完成したカレーを作っておく必要がある。だが、いかんせんカレールーもないのでは手の打ちようがない。ルーがなければ、それはただの煮込みだ。いや、それどころか煮込む材料もないからただの熱湯だ。

　第一、極上カレーを作ると決心したのだから、スパイスから何から全部揃そろえて本格的に作ってみたかった。まあ、そんなことのできる技術がイシダにあるかどうかはともかく、形からでもビシッとやってやろうというのだ。さて、ではどうするか？

　さあ、そこで、

「ちょっと君、いいバイトがあるんだが？」

　なんだか計ったように声をかけられた。

「君、お金に困ってるんじゃないの？」

「どうしてそんなこと知ってるの？」

「……いや、なんとなく。そうだったらいいなあ、と思って……」

　携帯片手の男はそう言うのである。イシダは知る由よしもなかったことだが、その携帯片手男は焦あせっていた。突然、仲間のナンパ男から連絡を受け、もう一つの作戦の方の準備よろしくー、と簡単にお願いされてしまったからだ。

　あの野郎、気軽に言いやがって。いつもそうだ！　やっとの思いでイシダとかいう子を見つけ出したというのに、その上そんな簡単に人ひと質じちになんかできるかよ、と。

　ところがイシダ、

「とにかく、立っているだけの簡単な仕事なんだが、ちょっとやってみないか？　１時間千円で」

　そう誘われたら、簡単に人ひと質じちになってしまったわけで。

　実際のところ、イシダはナンパ男の同どう僚りようであるその男に、

「あそこにある児童公園知ってるか？　そこに行けば現場の責任者がいるから、そいつから詳しい話を聞いてくれ」

　と言われ、勤労意欲に燃えてやってきた。で、公園のトイレの陰にいた男に向かって、こんにちはー、バイトさせてくれるというので来たんですけどー、と頭を下げたら、やあやあよく来てくれたね、はっはっは、と笑いかけられながら手て錠じようを嵌はめられたのだった。

「立っているだけの簡単な仕事じゃなかったの!?」

　紹介された仕事がこれでは、イシダも抗議したくなるというもの。対して、ナンパ男は爽さわやかにその抗議を受け流す。

「簡単でしょ？」

　手錠を嵌められ、たすけてー、と叫ぶだけの簡単な仕事である。

　以上が、イシダが拘こう束そくされるに至った顚てん末まつだ。

　指定された公園へ一人でのこのこやってきたイシダは、ナンパ男に容た易やすく捕まってしまったのだった。

「というわけで、天使さんには余計な真ま似ねをしないように言ってもらえるかな、マコトくん。君の力だけで爆破解除ワードを手に入れるんだ」

　ナンパ男はそう命ずる。イシダを脇わきに摑つかまえながら。

「卑ひ怯きような！」

　サクライが抗議するが聞き入れられない。

「さからうならこいつのいのちはないぞーわははは」

　棒読みであった。棒読みではあったが、そう言われてはマコトもイシダの身の安全を考えざるを得ない。サクライに下半身脱衣の手助けをしてもらう計画を断念する。

　３分爆弾が誇らしげに宣言した。

『それじゃカウントダウンを再開させてもらおうかね。残り45秒だよ！』

　やってきたばかりのイシダには状況がよくわからない。

「一体全体、何がどうなっているというの？」

　だが、マコトにとってイシダは救いの主となりうる。

「イシダさん！」

　大声で呼びかけた。

「僕はズボンを脱がなくちゃいけない！　さもないと爆発するんだ！」

「……な、なにを言ってるの……？」

　薄気味悪そうにイシダは呟つぶやく。

「なにがあなたをそこまで追い詰めたわけ……？　世間の荒波？」

「おかしくなったわけじゃなくて、真ま面じ目めな話。僕のズボンの中に爆破を阻そ止しするためのキーワードを隠されたんだ。それを見つけて読み上げないと、この変な彫刻が爆発する」

『変な彫刻とはなんだい！　それはそうとあと30秒だよ』

　真実の口は職務に忠実である。

「爆発するのを止やめないと、正義の拳こぶしがもう一度炸さく裂れつしますよ！」

『うるさいね！　暴力で言うことを聞かせようとするののどこが正義だい！』

　サクライと真実の口はまた言い争い始めた。

　その間も、マコトはイシダに何とか自分の意図を伝えようとする。

「僕はこのとおり手を封じられて自分じゃズボンが脱げないんだ。……わかるだろう？」

「……え!?　わたし!?」

　つまり、今、マコトのズボンを脱がせられるのはイシダしかいないというわけだ。イシダの悪あく魔まの能力、男子のズボン限定脱衣を発揮するしかない。

「いやよ！　そんなの！」

　イシダは反射的に拒絶する。年とし頃ごろの娘さんは普通、気になる男子のズボンを脱がせたいなどとは思わない。建前上は。実際のところはともかく、表向きは恥じらってみせるのが好感度上げるテクニックというもの。もしもここで、

「よっしゃ！　ズボンの10着だろうが１００着だろうがなんぼでも脱がしたるわ！　役得よのう？　うわーはっはっはっ！」

　では、なんとなく具合悪い。

　そういうわけでイシダはマコトの要請を拒否してみせたわけだが、それで終わってしまってはマコトも困るのである。このままでは爆発してしまうのだから必死だ。

「でも、それしかないんだ。頼む」

　とにかく頭を下げる。そうなるとイシダも逡しゆん巡じゆんしてしまう。

　ここまで本人にお願いされたのでは仕方がない。でも、わたし達たち二人ってまだそんな仲でもないのに……。ズボン脱がすなんて良くないことでは……。

　そういう問題ではないのであった。

「ほら、早くしないと本当に吹っ飛んでしまうよ？」

　ナンパ男がマコトに呼びかける。

「こんなところで爆発したら、あなただって巻き込まれるだろう」

　そんなマコトの言葉に、ナンパ男は歯をきらめかせる。

「ご心配どうも。でも、安心してくれていいよ。少なくとも君の手足がバラバラになる程度の爆発ではあるけれど、このくらい離れていれば大丈夫。……たぶんね。まあ、そんな姿になりたくなければ、すぐに能力を発動することをお勧めする」

　マコトの手足がバラバラに……。その姿を思い浮かべて、イシダの背筋に冷たいものが走った。それから、傍かたわらに立つナンパ男を見上げる。

　この人、本気で言ってるの？　もし、本気だとしたら……。そんなことさせてたまるか！　わたしがウチダくんを守るんだから！

　イシダの腹も決まった。

　やればいいんでしょう、やれば！　思いっきりズボン下ろしてやるわよ！　それが彼のためになるのなら！

　そんなやけくそな思い。そして、イシダの頭の中にイメージが湧わき上がる。マコトのズボンがずり落ちて白いブリーフが丸出しになるビジョンだ。この前実際に見たからイメージしやすかった。そのビジョンは大変強くイシダの頭に焼き付いていたようで、見てない振りしてしっかり見ていたのであった。

　そういうイシダの心の闇やみの部分はさておき。イシダはそのイメージを解放する。




　ズバーン！




　マコトのズボンがひょろりと脱げた。少しは慣れたのか、今回脱げたのはマコトのズボンだけ。周りで遊んでいる子供や、イシダを捕らえているナンパ男のズボンはピクリともしなかった。イシダも経験に学んでいるのである。

「……」

　そのイシダは無言で、なるべくマコトの今の勇ましい姿を見ないようにしていた。が、やっぱり、その、ちらちらと気になるのであった。

「よし、脱げた！」

　一方、待ちかねたようにナンパ男は喜ぶ。別にマコトのブリーフ一丁姿を待ち望んでいたわけではない。不可思議な力、悪あく魔まの能力が明らかに存在することを確認したから喜んだのである。

　マコトは喜んでばかりもいられなかった。

「どこにメモがあるんだ？」

　自分の素足やブリーフを見てみても、メモらしきものはない。と、

「ズボンと一緒に地面に落ちている、それだよ」

　親切にもナンパ男がメモのありかを教えてくれたので、そうかそうかそれはどうもありがとう、と拾い上げようとするも叶かなわない。両手が拘こう束そくされている。

「そんな、せっかくズボンが脱げたのに……！」

　メモは裏返しになっていて、爆破解除ワードが何か読み取れない。このまま徒いたずらに爆死するのを待つほかないのか。

「いやあああん！」

　こんな状況でもサクライはサクライだ。マコトから目を背そむけ、真まっ赤かになっている。それまで真実の口と言い争いをしていたのに、ブリーフが露あらわになった途端これであった。

　真実の口は勝ち誇ったように言う。

『これに懲こりたら邪じや魔ますんじゃないよ！　……畜ちく生しよう！　また数え忘れちまったじゃないか！』

　マコトはサクライを叱しつ咤たした。

「目を背けている場合じゃない！　見て！」

「何を言っているんですか!?　見ません！　絶対に見ません！　見るに堪たえません！　早くしまってください！」

「そうじゃなくて……」

　マコトは頭を抱かかえたいが、それも叶かなわないのであった。とにかく、サクライにわからせるしかない。マコトは言う。

「今僕らが置かれている現実を見てほしい」

　ブリーフ一丁の現実。それを直視しろ、と。マコトも中々酷こくなことを言うものだ。とか思ったらそうではなくて、

「そのメモを拾って、キーワードを読み上げてくれ。それしか助かる道はない」

　とのことでした。ああ、そういうことなら、とサクライも納得である。薄目になって地面に視線を這はわせつつ、

「ど、どこですか？」

『ええと、30秒まで数えたね。じゃあ、そこからだ』

　気を取り直したように真実の口が言うのであった。猶ゆう予よはあまりない。たぶん。

「そこ！　そこにメモ用紙がある。ちゃんと見て！」

「そこって……。いやあああん、見えちゃったあ！」

　そんな大おお騒さわぎしつつ、サクライはやっとこさメモ用紙を取り上げる。

「これを読めばいいんですね！」

「早く！」

「……え……よ、読めません！」

　なんとサクライは字が読めないというのだ。呆あきれた低学力天使ではないか。ちょっとお勉強の苦手な天使さんなのだろうか。それともメモに書かれているのが非常に難しい字（金亀子コガネムシとか雀斑そばかすとか）なのか。

「そこを何とか！」

　無茶なことを言うマコト。

『あと15秒だよ！　じゅうし、じゅうさん、じゅうに』

　遂ついに真実の口は１秒毎ごとのカウントダウンを開始する。

『じゅういち、じゅう、きゅう』
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「ところで今なんどきだろう？」

　夕方17時です。マコトはわかっていたがそう聞いてみた。

『５時だね。よーん、さーん』

　短くなっちゃった。時そば作戦失敗、て何のことだかわかるまい。

　ここまで追い詰められては仕方がない。サクライは声を搾しぼり出すようにして、メモ用紙を読み上げる。

「……お姉ちゃん……ンツ……いろ……」

『はあん!?　聞こえないね？　もっと大きな声で！　感情込めて言ってごらんよ！　にーい、いーち』

「うえっへっへっへ！　お姉ちゃん！　パンツ！　何色はいてるの！」

　サクライが喚わめき出した。狂ったか。それに対して真実の口、

『わたしゃいつだって白一色だよ！　爆破解除ワード確認。停止します』

　そう言って、ぷしゅー、と蒸気を吐き出した。

「……えーと……」

　マコトはなんと言っていいものか。俯うつむいて耳まで赤くしてプルプル震ふるえているサクライにかける言葉を見つけられない。

「……こんなことを言わされるなんて……屈くつ辱じよくです！」

　サクライは手にしたメモ用紙をくしゃくしゃに握りつぶす。

「おめでとう！　無事爆発を回避できたね！」

　ナンパ男は空気を読まずに祝福した。

「ま、君が悪あく魔まの能力を発現してくれた時点で、爆破を取りやめさせてもよかったんだけど。せっかくだし、面白そうだったから。ともかく、これなら悪魔喰ぐらいに報告することができるよ。確かに能力を確認させてもらった」

「こんなことを自分に言わせておいて、ただで済むとは思っていないでしょうね……？」

　サクライが低音で言うと迫力が段違いであった。

「まあまあ。それはもう済んだことじゃないか」

　ナンパ男は軽くいなす。そして、

「じゃあ、行こうか」

　まるでデートの待ち合わせに10分遅れで現れたみたいに言う。ちょっと遅れたから急ごうよ、とばかりに腕時計を確認している。もう予定は決まっていて、相手もそれは弁わきまえていて当然、といった態度だ。

　もちろん、マコトはナンパ男のデート相手ではなかったから、これからの予定なんか弁えていなかった。

「行く……とは何の話？」

　と、両手繫つながれたブリーフ姿で至し極ごく神妙に聞いたものだ。ナンパ男は爽さわやかに、

「君にはこれから悪魔喰らいに会ってもらう。その資格があるからね。彼に自分の能力を引き渡すんだ」

「僕にはそんな力はないと何度言ったらわかるんだ」

「冗談は止やめてくれ。君はさっき、立派に悪魔の能力を見せてくれたじゃないか」

「それは……」

　まさか、さっきのは自分ではなく、そこでもがもがしているイシダがやったのだ、と真相を明らかにするわけにもいかない。

　で、その問題のイシダが、自分を捕らえているナンパ男を睨にらみつけて問う。

「そもそも、その悪魔喰らいってなによ？」

「その名のとおり。食うんだよ、悪魔を」

　ナンパ男はさらりと言ってのけた。

「正確には悪魔の能力を、ね。そうやって悪魔の能力を食うことで、悪魔喰らいはその力を自分のものにすることができる。それは来るべき戦いへの備えなんだ。恐怖の大王の軍勢に立ち向かうには、どうしたって力が必要だからね。いっぱい食べていっぱい集めなくちゃいけない。悪魔喰らいは恐怖の大王の正面に立って戦うつもりなんだよ。さもないと、この世界も粉々に砕かれてしまう」

　えーと、ちょっと待って？　と言いたいかのように、イシダは目をつぶり、左の手のひらで待ったをかける。

「……あなた、なにか変な病気を患わずらっているの？」

「ちょっと胃い下か垂すい気味だけど、それが何か？」

　イシダは悪あく魔までも見るみたいな目で、ナンパ男を見つめる。

「だって、あまりにも脈絡のないことを言い出すんだもの。もしかしてそれ、あなたが考えたゲームの設定？」

「これは現実だよ」

　妄もう想そうたくましいのであった。

「僕らは世界を救うために活動している。悪魔喰ぐらいに食べさせる悪魔を捜すサポート役としてだ。とても有意義なことだろう？　世界のために役立つ行為だ。ね？　そう聞けば、君も悪魔喰らいに能力を差し出して協力しようという気になるんじゃない？」

　ナンパ男はマコトに向かって微笑ほほえみかける。マコトは沈ちん黙もくしたまま。それからゆっくりと、思考を漏もらすように口を開いた。

「……誰だれも、自分が食べられてまでそんな話に協力しようとは思わないんじゃないかな」

　そんなマコトの慎重な態度なんてどこ吹く風。ナンパ男は調子よく言った。

「いやいやいや。実はこれ、食べられる方の悪魔にとっても悪くない話なんだよ。悪魔喰らいは悪魔の尻尾しつぽを食うんだ。食われた方の悪魔は尻尾もなくなり綺き麗れいな体。普通の人間として、社会の中で生きていくことができる。自分の正体がばれないかといつもビクビク過ごさなくてもよくなるわけさ。それほど損な話じゃないと思わない？」

　ナンパ男は、ニコッとした。

　胡う散さん臭くさかった。

「……それが本当の話かどうかわからないし、もし本当だったとしても爆弾や人ひと質じちを使うようなやり方が許されるとは思えないね。強引すぎる」

　マコトはナンパ男の笑顔に釣つられたりしなかった。するとナンパ男、やれやれ、と頭を振って、

「理解してもらえないのは残念だ」

「僕も。きっと、その悪魔喰らいとかいうのが僕を食べようとしたらガッカリするだろうね。何度も言うけど、僕には悪魔の尻尾なんか生えていないんだから」

「もしそうなら、君もガッカリするだろう。なにせ、悪魔の能力もないのに悪魔喰らいに食われると、食われた者は死ぬか精神に異常をきたすらしいからね。そういう間違いを犯さないように僕らが悪魔かどうかの見極めを行っているんだけど」

「だから間違ってるんだってば。さっき確かめてみたでしょう？　僕には尻尾が生えてない」

「またまたぁ。そんなに嫌いやがることないんだって。手て馴なれた悪魔なら尻尾を完全に体の中に隠して痕こん跡せきも残さない。たまにいるよ、そういう君みたいな悪あく魔ま。でも、実際に僕の目の前で能力を使った以上言い逃れはできないね。人に自分の能力を渡すなんて真まっ平ぴらと思ってるんだろうけど、騙だまされたと思って一度試してみるといい。やってみたら、なんだこんなものか、って感じだよ」

　ナンパ男は笑みを絶やさぬまま。世間話でもしているみたいだ。どう言っても信じてもらえない。マコトはいよいよ困惑する。

　困惑といえばサクライも困惑していた。

「……あの、いい加減ズボンを上げてくれませんか？」

　マコトの方を見ないようにしている。で、器用にナンパ男の方を見やって、

「それさえ済んだら、あの人とちょっとお話ししたいことがありますので……」

　ボリボリッと指を鳴らす。

　マコトはもじもじする。

「できるものなら上げたいけれど……」

　両手はがっちりくわえ込まれたまま。今は一言も発していないが、真実の口はマコトを解放する気はないと雄弁に語っていた。そこでマコト曰いわく、

「君がズボン上げてくれる？」

「できません！　触れません！」

　光速で否定。このままではマコトはブリーフ姿のまま真ま面じ目めな顔してお話を続ける羽目に。だが、そんな心配をする必要はなかった。なぜなら、お話はもう終わりだったので。

「お迎えが来たみたいだ。マコトくん、ちょっと揺れるだろうから、気をしっかりもっておくといいよ」

　ナンパ男は手を振りながら言う。それに応こたえるように、公園脇わきに止まった軽トラックがビービークラクションを鳴らした。その運転席から覗のぞく顔が、

「おい、さっさと乗れ」

「あなた！　さっきはうまいこと言ってわたしを騙したわね！　１時間千円の簡単なバイトじゃなかったの!?」

　イシダは文句垂れる。文句言われた運転席の男は、

「うへ。いやあ、さっきはどうも」

　とばつの悪そうな顔をした。

「まさかここまでやっておいて逃げるつもりではないでしょうね？　爆弾で人を脅きよう迫はくしたり拘こう束そくしたり……卑ひ猥わいな言葉を口にさせたり！　これは悪です！　絶対に贖あがなってもらいます！　ぜえったいに許しません！」

　サクライ、エキサイト。それを小こ馬ば鹿かにしたように、

「いや、もう君達たちに用はないから」

　と、ナンパ男は手にしていたイシダを突き放す。

「あ、あぶな……！」

　地面に顔から突っ込みそうになった。両手を石の手て錠じようで塞ふさがれていたから、手をついて防ぐこともできない。サクライが寸前で受け止めてくれたからよかったようなものの、下へ手たをしたら傷物になるところだ。

「大丈夫ですか？」

「あ、ありがとう……」

　で、眼光鋭く振り返り、

「何するのよ、急に!?」

「これを使うといい」

　ナンパ男が何か放り投げてきた。手て榴りゆう弾だんとかだったらここで全員死亡エンド。でも、地面に落ちたそれは、小さな金属片。鍵かぎだ。石の手錠を外すための鍵。

「それじゃあさようなら」

　ナンパ男の挨あい拶さつに、はいさようなら、とお返しするわけもなく、

「絶対に許さないと言ったはずです！」

　さよならする気の毛頭ないサクライだ。逃がすものかと身構える。で、ほっぽり出されたイシダは膝ひざ擦すりむいて、痛ぁ……、と結局傷物にされちゃうのだった。

　そんなサクライに、ドーン！

　背中に衝しよう撃げきを受け、サクライはポーンと弾はじき飛ばされる。轢ひき逃げに遭あったようなものだ。で、地面に叩たたきつけられ、突っ伏した。

　大型トラックから外れたタイヤよろしく、真実の口がゴロンゴロンと勢いつけて転がっていく。ただ転がっているだけなのに、地面に揺れが走るのが感じられた。こんなものに轢かれたら、普通は骨を折るだけでは済まない。サクライは天使だったからこそ、手のひらに擦り傷を作るくらいで済んだ。が、その衝撃全すべてを受け流すまではいかなかった。頭が朦もう朧ろうとしてしまっている。

　ついでに言うと、マコトはその真実の口に挟はさまれたまんまなものだから、一緒に愉快な円運動。下半身露あらわにして振り回されていた。

「……っ！」

　マコトは声も出ない。ナンパ男はそんなマコトを気き遣づかうように、

「ちょっと揺れるって言ったろう？」

　言われたからってどう対処しろというのか。これから世界破滅彗すい星せい落ちてくるから気をつけて、とか言われても、どうなるわけでもないのと同じこと。マコトは危機的状況なのだった。どういう風に危機的かといえば、このままでは唯一残ったブリーフも遠心力の命じるところ、あるべき場所からズリズリと遠ざからざるを得ない、というくらい切せつ羽ぱ詰まったもの。

　だが、それはかろうじて回避される。ゴロンゴロン転がる真実の口は、勢いつけてドウンとバウンドしたかと思ったら、軽トラの荷台にドシーン。止まった。

　ナンパ男も素早く軽トラに乗り込むと、

「オーケー、行こうじゃないか」

　その言葉と共に、軽トラックは急発進。耳みみ障ざわりな音をかき鳴らしながら、ばい煙を撒まき散らす。

「ちょっと！　待ちなさいよ！」

　膝ひざ小こ僧ぞうの痛みなど放っておいて、イシダは制止の声を上げた。拾い上げた鍵かぎですでに手て錠じようは外している。その目の前に、またもやピッと飛んでくるものが。思わず身構えるイシダの前にヒラヒラと舞い降りてくるもの。反射的にそれを引っ摑つかんだイシダがよく見れば、それはピン札だった。

　ナンパ男は人差し指をピッと振り、

「１時間も経たっていないけれど、それバイト代。迷惑料込みでね」

　それから、ウィンクして軽トラのウィンドウを閉めていく。これで話は終わったと言わんばかりだ。

　彼の隣では、余計なことしてる場合か、とハンドル握る仲間がアクセルベタ踏みしていたのだが。

　イシダは手を伸ばすが、軽トラの後背部分はぶおーっと見る見る小さくなっていく。真実の口に挟はさまれたマコトはピクリともしていない。イシダはそれを追うように二、三歩駆け出したものの、そんなもので追いつくわけもなかった。とっとっと、で立ち止まってしまう。呆ぼう然ぜんと。

　こうして、ウチダ・マコトは連れ去られた。でも、どこへ？

　イシダは、幼児達たちが遊んでいる公園内で立ち尽くしている。傾いた陽ひが、彼女に長い影を描かき足していた。どこかで、ぱー、ぷー、と豆とう腐ふ屋のラッパの音。ちょっと風も出てきたようで、肌寒い。

　人ひと攫さらいって、こんな簡単なものなの？　あれよあれよという間に手の届かないところへ行ってしまうなんて。

　イシダは頭の奥が痺しびれたようになる。当たり前のような目の前の風景。さっきまでの立ち回りなんかなかったみたいに。そこに今、マコトはいない。

　目の前で起こったことがよく理解できない、というか理解することを拒否しているのだろうか。現実感がなかった。

　さて、サクライは真実の口に轢ひき逃げアタックされて、あいたたた、とかひっくり返っているし、このままではマコトは悪あく魔ま喰ぐらいとやらの手の中に落ちてしまうだろう。それを防ぐ手立てはないのか。イシダは漫然と視線を彷徨さまよわせるしかなかった。少しでも助けになるものを求めるかのように。そこへ、道の向こうからやってくる者がある。

「ちょ、ちょっと、何があったんですか!?」

　サトミだった。先程ぶおーっと突っ走っていった軽トラックをあわあわと避よけながら、イシダ達たちのいる公園へと駆け込んできたのである。で、尻しり餅もちついて肘ひじついて、頭抱かかえてフルフルしているサクライに向かって屈かがみ込んだ。

「大丈夫です？」

「油断しました……。あの程度の衝しよう撃げきで倒れるなんて、自分、修行が足りないです！」

「いや、普通、あんなのがぶつかったら、あいたたじゃ済まないと思うけど……」

　イシダがもっともなことを言う。そんなもっともな話をあえて避けるかのように、サクライはガバッと身を起こし、

「それより、彼らは!?　どこへ逃げました!?」

　それにはイシダも答えられない。

「車を飛ばして、どこかへ行ってしまったわ……」

「急いで追いかけましょう！」

　イシダは軽トラを目で追おうとした。道の先遠くには青く光る信号機。いや、今黄に変わり、赤になる。それ以外、もはや目に映るものはない。

「追うって、どうやって？　彼らがどこへ向かったかもわからないのに」

「彼らって、誰だれです？」

　サトミはよくわからない顔つき。で、きょろきょろして、

「あの、ところでウチダさんは？　サクライさん、急にウチダさんが助けを求めてるとか言って駆け出して行ってしまったから、心配で追いかけてきたんですけど……。ウチダさんはどこに？」

「その彼らに連れていかれてしまいました……。自分の至らなさのせいです！　猛もう省せいします！」

　力強く反省の弁を述べる。イシダはもう少し詳しく説明してやった。

「わたし達がさっき取り逃がした軽トラックに乗せられていたのよ。彼らに捕まえられて無理矢理ね」

「そ、そんな!?　それって誘ゆう拐かい!?　どうしてそんなことに!?」

「彼らはウチダくんのことを悪あく魔まだと勘かん違ちがいしているの。あいつらは悪魔を捜し出しては、その能力を悪魔喰ぐらいに捧げているんだって……なによ、その顔。わたしだってこんな話、馬ば鹿からしいと思ってるわよ」

「……悪魔を捜し出す……？」

　サトミは腑ふに落ちない顔をしていた。それって、オカ研の活動内容と被かぶってる？　そういえば、なんで突然うちがウチダさんのことを悪魔だと睨にらんで調べ始めたんだっけ？　どこかから指示されたんじゃなかった？

「でも、どうしよう……。本当に、どこへ連れていかれたのかしら。もし、あいつらの言うことが本当なら、悪あく魔まの能力なんかないウチダくんは、悪魔喰ぐらいに食べられたら死んじゃうかもしれないのに……」

　現状を認識し出しておろおろするイシダ。やっと頭の麻ま痺ひ状態が解けたようだが、今度はパニックに陥おちいりかけている。

「彼らが何者か、手がかりも何もありませんし見つけるのは手間がかかりそうです！　天てん使し創そう世せい連合会のみんなに連絡して情報収集しても間に合うかどうか」

　サクライは携帯を取り出して、カチカチカチカチ、親指を高速移動させ始める。

「あの……、もしかして、わたし、その人達たちのこと心当たりがあるかもしれません」

　サトミはそう言った。それがマコトを救い出す第一歩だった。

「ついてきてください！　オカ研の会長なら、その人達のことも知っているかも。今どこにいるか、連絡先も聞いているはずですし」

　サトミの言葉にイシダ達も突き動かされる。

「あいつらのこと知ってるの？」

「たぶん、ですけど……」

「いいわ。なにも手がかりがないよりはずっといいもの」

　そういうことなら急ぎましょう！　と、イシダ達はサトミに従って児童公園を後にするのだった。




　ちなみに、その公園には脱がされたマコトのズボンが埃ほこりに塗まみれてポツンと落ちていた。













サトミ⑥







　オカルト研の夜は遅い。

　朝は早くて夜は遅いので面倒な部活である。

　その面倒な部活にダラダラ参加しているアヤである。参加と言ったって会室の机に寄りかかって、うとうとしているだけだが。

　会長は一人で魔ま方ほう陣じんを製作しては、ああでもないこうでもないと頭を捻ひねっていた。夕刻の陽ひが窓から差し込んでいるが、まだ帰る気はないようだ。会長が帰らない以上、アヤもぼけらーっと待つ。サトミに置いていかれてから、何にもやる気がない。自分から帰ろうという気にもならず、状況に流されまくっていた。

　そこに、

　バーン！

「会長！　お話があります！」

　どやどやどやー。サトミを先頭にイシダ達たちがなだれ込んでくる。扉を爆発させるみたいにぶち開けて、詰め寄ってきた。詰め寄られた方の会長は仰のけ反りながら、

「な、なに？」

「ウチダさんのことについてです。前に、ウチダさんのことを調べるように頼まれたって言ってましたよね？　その頼んできた人達って何者ですか？」

　ぐっと迫るサトミに押されて、会長答えて曰いわく、

「月刊エーテルの調査担当者という話でしたけれど……それがどうかしたのですか？」

「ウチダさんが攫さらわれたんです！　その攫った連中がどうもうちと関係ありそうな人達だったんで、もしかしたらと思って」

「うちと関係がある？」

「そいつら、ウチダさんが悪魔かもしれないってことにすごい興味を持っていたそうなんです。エーテルの調査員さん、ウチダさんが悪魔かも、ってうちを焚たきつけて情報を探らせてたんじゃないですか？　誘ゆう拐かいした奴やつらと何か関係ありそうでしょう？」

　そう聞いて、会長の顔が不機嫌そうに暗くなる。

「それはつまり、月刊エーテルの調査員が誘拐犯だと疑っているわけですか？」

「だって、ウチダさんに興味を持っている人達といったら限られてます」

　サトミの考えに、会長は腕組みしてみせた。

「サトミさん、あなたは少し考え違いをしているのではなくて？　月刊エーテルは信用あるオカルト誌ですよ」

　わけのわからんことを言った。

「そんな立派な雑誌が、悪いことに関かかわっているわけがありません」

「けれど、悪は実際に為なされたのです！　それも、自分の目の前で！　それを防げなかった自分の不ふ甲が斐いなさに今も震ふるえる思いです！　……あんなことを言わされたなんて……まったくひどい悪でした！」

　わあ、いたのか。サクライが急に横から大声出すものだから、サトミはびっくりする。もっとびっくりしたのは会長の方。

「まあ！　こちらの方、天使でいらっしゃるのね！」

　熱っぽい目で天使の輪を捉とらえている。

「会長さん、どうか自分達たちに教えてください！　そのエーテル調査員と称する輩やからが今、どこにいるのか！　自分達はそこからマコトさんを救い出し、彼らに然しかるべき報むくいを受けさせねばならないのです！」

「あらまあ。天使の方にそう聞かれては是ぜ非ひともお答えしたいところですけれども……」

　会長は大いに迷う。しかし、

「ただ、その誘ゆう拐かいとやらが本当なら、警察に任せるべきではないですか？　あなた方がエーテル調査員の方々を犯罪者と決め付けて、そこへ乗り込むというのは失礼に当たるのでは……」

　警察に任せる？　そう聞いて、イシダは以前のコンビニ強盗事件でのこの町の警察の対応を思い出す。パンツ丸出し警官隊とかイチゴ柄のピチピチパンツとか。

　とてもじゃないけれど、この町の警察に期待なんかできない。やばすぎる。

　そう思ったイシダも口出しすることにした。

「わたし達が、自分でやらないといけないんです。警察任せにしていたら、どれだけ時間がかかることか。その間に、ウチダくんはどこか手の届かないところに連れていかれてしまうかも……。手遅れになってしまうかも……。だから、お願いします、教えてください！」

「そうは言われましてもねえ……」

　面識のない相手から懇こん願がんされても、会長は心を動かす様子はない。会長の心を動かすのはもっと直接的なもの。

「……会長、サトミの言うことを聞いてあげたらどうですかー？　こんなにお願いしてるんだし……」

　さっきまで机に突っ伏してゴロゴロしていたアヤが、いつの間にか立ち上がっていた。

「いいじゃないですかー。連絡先として教えられている場所くらい」

「そうはいきません。エーテル調査員に迷惑がかかってはいけません」

　きっぱりとしたものだ。アヤはやれやれといった顔で、

「アヤ、サトミとはずっと一緒だったけど、こんな一生懸命なサトミって初めてなんですよー。アヤ友達だし、力になってあげたいって思うじゃないですか」

「アヤちゃん……」

　サトミはアヤの横顔をまじまじと見つめる。なんか意外だったので。

「というわけで、サトミに協力してくれないなら、こいつの安全は保証しません」

　と、ブタの貯金箱を抱かかえ上げるアヤだ。チャラチャラ音がした。

「我が家に連れて帰って、いろんなことします」

「いつの間に!?　それにはオカ研の全資金が入っているのですよ！　返しなさい！」

　部費の保管方法にかなりの問題があるのではないか。会長は今いま更さら後悔するが遅すぎた。

「返してほしくば、エーテル調査員達たちのいる場所を教えてあげてください。いやなら、この子は醜みにくいブタって罵ののしられながら、金かな槌づちでその体を散々に打ち付けられて、見るも無残な姿を晒さらす羽目に……」

　アヤは想像力豊かな脅きよう迫はくをする。会長も金がかかるとなると必死だ。心が動いた。

「わかった、わかりました！　教えるから、それ返して！　それがないと夏の新作藁わら人形が買えなくなっちゃう！」

　そんなこと企たくらんでたのか。オカ研は部費の使用方法にもかなりの問題がある。

　屈服した会長を尻しり目めに、アヤがサトミにピースしてみせた。

「ほうらね。教えてくれるって」

「アヤちゃん、わたしのために……」

「言ったでしょー？　アヤはサトミのこと応援してあげるって。ウチダ先せん輩ぱいを助けてあげてきなよ」

「ありがとう……やっぱり、アヤちゃんは友達だよ」

　ぎゅっとアヤを抱だきしめるサトミ。もちろんアヤは抱きつかれつつ、サトミがウチダ先輩のところへ行ってこっぴどくフラれますように！　と願っていた。

　そんで、目が覚めてアヤの許もとへ戻ってきますように！　たぶん、あの天使がウチダ先輩の同どう棲せい相手だろうから、あの二人のラブラブぶりを間近で見て打ちひしがれるがいいのだ！　と。

　策略であった。

　会長への質問はイシダが引き継いで、

「それで、彼らはどこにいるというの？」

「あなた方の言う誘ゆう拐かい犯はんがエーテル調査員と同じかどうかはわかりませんが、エーテル調査員の方々なら、ホテルに滞在しているはずです」

「ホテル？」

「なにかあれば、そこへ連絡してくれと言われてましたから。そのホテルの名は……」













イシダ⑥＋サクライ⑦＋サトミ⑦







　ホテル・キンタマーニ。駅前に建つ、この非常に親近感の湧わく名前のホテルは開業10周年。インドネシアはバリ島にある高原がその名前の由来だという。薫くん風ぷう爽さわやかな高原であると聞く。なんだかすごく薫かおりそうな名前ではある。

　超高層ビルというわけではないが、10階建てのまあまあどっしりとした建物だ。名前からも想像できるように、ジャワ資本により運営され、町中に気軽なインドネシア風味を醸かもし出していた。なんでこんな郊外都市にジャワからわざわざホテル建てに来てんだ、という気もしないではないが、全国的に外資の進出著いちじるしいのであった。このホテルが特別だったり不自然だったりするわけではない。だから、全然気にする必要はないのであって、

「なに、この名前。馬ば鹿かにしてるの？」

　そう言いながらぷりぷりしてるイシダの方がおかしいのである。

　インドネシア由来の固有名詞なんだから、それに羞しゆう恥ち心しんを感じるのはよくない。しつこいようだが、気にする側の心の方が汚れている。勝手に卑ひ猥わいなことを連想しているのだから。卑猥な言葉の意味をよーく理解していないとそんな連想はできないのであって、畢ひつ竟きようイシダは卑猥な言葉の意味をよーく理解している女子であると明らかになった。

　さて、ホテル・キンタマーニである。

　イシダ達たちはオカ研会長の言うままにホテルの７階へと足を踏み入れていた。

「この階の７０５号室にエーテルの調査員が泊まってるらしいけど……」

　イシダはホテルの廊下を見渡す。

「オカルト雑誌の編集者って、お金持ちなのかしら？　こんなホテルに泊まれるなんて」

　金の壺つぼや舌をベロンと伸ばした石像が密林の緑の中に埋まい没ぼつしていた。ギャア、ギャア、と響ひびく怪鳥音はホテルのＢＧＭか、それとも本当に生息しているのか。えーと、確認しておきますが、ここはホテルの廊下です。

「無む駄だに凝こった内装よね。お金かかりそう」

　そう、イシダがポツリと感想を漏もらせば、

「消防法とかかなり無視してるんじゃないかと思われます！　ここは良くないホテルです！」

　サクライも断罪してみせる。そして、ウチダ・マコト救出隊の最後の一人、サトミもホテル・キンタマーニの経営方針について一言呟つぶやいた。

「エキゾチックな雰ふん囲い気きが売りのホテルだそうですし、中がジャングルっぽいのもコンセプトの一部なんでしょうね」

　ジャングルっぽいというか、まさにジャングル。緑の木々が立ち並び、湿った空気の匂においが鼻につく。天井からはツタが垂れ、このホテルの内装を担当した誰だれかは、インドネシアのことをひどく誤解しているのではないか。

「とにかく、アナコンダとか出てくる前にウチダくんを助け出しましょう」

　リーダー然としてイシダは目の前の扉に立ち向かった。朽くち果てた石の扉はコケむしている。これが７０５号室のドアだというのだから、どんなホテルだ。

　イシダが扉を開けようとしてもガチャガチャと音を立てるばかりで一向に開かない。こういうところだけオートロックで、インドネシアっぽくなかった。

「鍵かぎがかかってるわ」

「誰か中にいるのでしょうか？　ウチダさんがこの部屋の中に捕らえられているのだとしたら、自分がこの扉を開けるのは正しい行為だと言い切れます！」

　とサクライ、イシダを押し退のけて、ぐっとドアノブを握り締める。扉を開けるのではなくて、ドアノブをねじ切るの間違いじゃないの？　イシダはそう言いかけた。

　が、そのとき部屋の中から漏もれてくる気配。その声に皆の意識は集中してしまう。

「あれ？　誰か来たのかな？」

　それは紛まぎれもなくあのナンパ男の声。

「悪あく魔ま喰ぐらいが到着するにしては早すぎるけど」

　と扉の向こうで気配がこちらに近付いてくる。で、

「どなたー？」

　そのまま扉を開けてくれそうな雰ふん囲い気きだ。警戒心のないことおびただしい。だが、イシダ達たちにとっては願ってもないこと。扉が開けられたら、室内へ一気になだれ込める。そして、その機会をあっさり潰つぶしたのがサクライである。

「正義の者です！　正義を為なしに来ました！」

　名乗りを上げた。誇らしげに。そして、

「ここを開けて、ウチダさんを返してください！」

　開かないし返されない。

「な、なんでバラしちゃうのよ!?」

「どなた？　と問われたからには答えなくてはなりません！」

　淀よどみねえ。なんの曇りもなく、サクライは堂々としたもの。一方、室内では慌あわただしい空気。

「どうしてここに!?」

　ナンパ男でない方の男の声が漏れてきた。

「いいから、連絡を……やあやあ、外にいるのはさっきの天使さんかな？　よく来てくれたね。歓迎するよ、ウソだけど」

　ナンパ男の声が扉の奥から投げかけられてきた。イシダはもう一度ガチャガチャとドアノブに手をかけて叫んだ。

「いいから、ここを開けて！　ウチダくんはそこにいるんでしょう!?」

「あれ？　人ひと質じちだった子も来てるのか。うん、マコトくんならここにいるよ」

　ナンパ男の声は平静そのもの。世間話の延長みたいだ。

「彼を返しなさいよ、人ひと攫さらい！」

「それは誤解だ。さっきも言ったけれど、これは世界のために役立つことなんだよ。マコトくんも納得してくれている。同意の上でのことなんだから」

「じゃあ、ウチダくんを出しなさいよ！　ウチダくんの口から直接聞かないことには、そんな話信じられないわ！」

「それは高度な政治的判断により、またの機会に……」

　適当なことを言う。

「それより、どうやって僕らの逗とう留りゆう先さきを知ったのかな？　後をつけられた覚えはなかったんだけど」

「それこそどうでもいい話ね」

「そうです！　どうでもいいです！　今重要なのは、この先にウチダさんがいると確認できたことですから！」

　サクライが力強く宣言する。

「では、これより正義を執行します！」

　そうしてドアノブをメキメキ言わせる。中からナンパ男の慌あわてた声で、

「おいおい、まだ連絡はつかないのか……？　いや、ちょっと待った。話し合おうじゃないか。ドアを壊したら、ホテルに弁べん償しよう金きんを払わなくちゃいけなくなるよ？」

　そのときサトミが、あっと声を上げる。

「イシダ先せん輩ぱい！　あれ！」

　サトミの指差す方向には制服姿の男が二人。ホテルの警備員だ。

「ちょっと君達たち。何やってるの。お客様から苦情が来てるんだけどね」

　いかつい声で威い嚇かくしてきた。

　７０５号室からは安あん堵どのため息。

「間に合ったか……」

　このままでは警備員達につまみ出されてしまう。イシダは頭をフル回転させて、うまい言い訳を考え出そうとした。

「いえ、実はわたし達……」

「正義執行ー！」

　その目の前で、サクライがドアノブをメシャアッと引きちぎったものだから、イシダの努力は無む駄だになった。

「わあ!?　何してるんだ、お前！」

「正義です！」

　警備員達たちの問いかけに昂こう然ぜんと顎あごを上げるサクライ。

「さあ、中のウチダさんを取り戻しましょう！」

　何でもないみたいに７０５号室へと入り込もうとする。何でもないわけないのであって、

「こら！　そこを動くな！」

　警備員達に取り押さえられてしまう。でも、彼らにとって不幸なことに、取り押さえた相手は天使なものだから、

「とりゃあ」

「わー！」

　簡単に振り払われてしまった。

「フ、フロントに連絡！　応援頼む！　７０５号室前で暴漢が暴れている！」

　おかげで応援を呼ばれてしまう。そうやって、警備員の一人はへたり込みながら無線で助けを求めているが、もう一人の方はまだガッツがあった。再びサクライに食らいつく。

「警備員生活25年！　こんな小娘に好き勝手やらすものかよ！」

　ラガーマンみたいにドーン！　ビクともしない。

「正義の執行を妨さまたげようとするなんて良くない行為です！　それは悪に加担するということですよ。あなたは自分が今何をしているのか、よく考えてみるべきです！」

　ぬーん、と立ちはだかったままサクライは忠告する。警備員は歯は軋ぎしりして、うおおおっ、とか喚わめき声を上げた。でも、警備員の足が空回るだけで、サクライ自体は一歩だって退ひいたりしない。

「そんなはずは……っ！　ホテル・キンタマーニの永久機関と言われたこの俺おれが止められるわけが……っ！」

　大層な通り名を持っている警備員。顔を真まっ赤かにして唸うなり始める。

「ふんぐぬおあああ」

　キンタマーニの永久機関はサクライを押し倒そうとさらに踏ん張る。体を預けたままぐいぐい押した。埒らちが明かない。両手を突き出して押す。むにゅ。

「いやあああん！　へんたいー！」

　ばちーん！　ぶべらっ！　と永久機関はクルクルクルー。コマのように回転しつつ壁へき面めんに激突。壁かべにヒビでも入るんじゃないかと思うくらい鈍い音がした。永久機関は反動でひっくり返り、目を回す。頰ほおに手形がくっきりと現れていた。

「な、なんてことするんですか！　どさくさ紛まぎれに……！　性的異常者ですか!?　職務にかこつけた痴ち漢かん行為……！　正義の名の下に体中の骨という骨をバラバラにしてあげます！」

　ゴゴゴゴゴ。両手をクワッと広げて大だい魔ま王おうみたいなポーズで迫るサクライ。

「な……ちょ……違……」

「いいから、この世から因果も残さず消えてください！」

　言葉も喋しやべれない様子の警備員に向かってひどいことを言うサクライ。

　言葉がまだ喋れる方の警備員が大声を上げる。

「こっちだこっち！　ヤマモトさんが引きちぎられる！」

　その声に応じて、どやどやと警備員やホテル従業員の集団が駆けつけてきた。

「あいつらを取り押さえるんだ！　特に、あの女に気をつけろ！」

「あなた方も正義をないがしろにしようというのですか？　わかりました。きっと誰だれかに騙だまされているのですね！　不ふ肖しようサクライ、皆さんの目を覚まさせるお手伝いをいたします！」

　サクライは張り切った。物事がどんどん大きくなる予兆だ。

　一方、天使サクライの正義にかける情熱（傍はた目めにはただの迷惑）を目まの当たりにしたナンパ男達たちは、自分らの見通しが甘かったことを知る。ホテル側に排除させれば済むだろうくらいに考えていたのだが、どうしてどうして面倒なことになりそうだ。

「悪あく魔ま喰ぐらいが来るまで、彼を渡すわけにはいかない」

　とナンパ男はマコトを見る。マコトの姿と言えば、公園でズボンを脱いでから、その代わりにしてもらった素敵なさるぐつわ。おかげでオシャレ度がアップしていた。制服のシャツに隠れて丸見えというわけではないが、下半身ブリーフ一丁である。超オシャレ。特殊な趣味の人が見れば、これはこれで淫いん靡びであろう。しかも、縄でぐるぐるに縛しばられているし。まったくもって特殊な趣味の持ち主泣かせの格好ではないか。ナンパ男は同どう僚りように向かって、

「とにかく、あの子達をやり過ごそう。時間が稼げればそれでいい」

「なら、とりあえずこいつを連れて逃げようぜ」

　素早く相談をまとめる。エーテルの調査員である二人は、ぐるぐる巻きにされたマコトを両側から担かついで、廊下へと飛び出した。

　そこはまさに戦場。警備員や近くにいた従業員が、サクライに取り付いては引き剝はがされて、ゴロンゴロン転がされている。それに驚おどろいたのか、キキーッと小動物が廊下を覆おおう茂みを揺らした。

　また、イシダはかろうじて廊下の隅で難を逃れていたものの、サトミは警備員に両手を摑つかまれ無む駄だな抵抗をしているところ。

「は、放してくださーい！」

「おとなしくしろ！」

「そこ！　いたいけな少女を乱暴に扱うなんて、それは悪です！」

「わああ！　こっち来たあ！」

　警備員達の怯おびえた声が７階廊下に響ひびいた。

　それらを横目に、ナンパ男達は顔を見合わせる。長居は無用。マコトを担いで脱だつ兎との如ごとく駆け出した。
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「あ！」

　それに気付いたイシダ、逃がすものかと追いかける。

「あああ！　待ってくださいよ！」

　サトミが抜け駆けされてはならじと声を出す。が、イシダは知ったこっちゃないのであった。そもそも待っている場合ではないのである。すっかり押さえつけられてしまったサトミを、サクライが力ずくで解放するのを待っている場合では全然ない。

　こうして、ナンパ男達たちエーテル調査員二人とイシダの追いかけっこが始まった。













イシダ⑦







「えー、本日はお日柄もよく、まことにスズキ家とサトウ家の門かど出でを祝うかのような……」

　ホテル・キンタマーニの10階に客室はない。ワンフロア全すべて、催事場となっていた。そして、本日そこで執り行われているのは、これ。

『スズキ家サトウ家結婚式・披ひ露ろう宴えん会場』

　ここホテル・キンタマーニはエキゾチックさを売りにした結婚式場としても利用されていた。どのくらいエキゾチックな結婚式場かといえば、場内には色とりどりの鳥が放たれ、極ごく彩さい色しきの花々が咲き乱れている。甘い蜜みつの香りに羽虫のブンブン唸うなる音。密林の奥から光る正体不明の赤い目が列席者（特に小さな子供）をねめつける。たまに、やせ細ってヒゲぼうぼうの日本兵が這はい出してくることだってあるくらいだ。

　そんな式場に紋もん付つき袴はかまの新郎と角つの隠かくしを被かぶった新婦がちょこんと座っている。

　クケケケケ、と何かが鳴くその側そばで、

「じゃあ、わたし達たち、テントウムシのサンバ歌いまーす」

　とか友人代表がやっているのだ。

　親族のおっさんが黒くろ田だ節ぶしを舞うその横で、何かドロが動いてるな、とよく見ればワニだったりするのだ。

　新婦の上司が、

「ユウコさんには結婚生活に大切な三つの袋を贈りたいと思います。まず第一に……」

　と、ホテル・キンタマーニにちなんだ袋を贈ったりしないか心配になるのだ。

　実にエキゾチックな結婚式であり、皆の記憶に残ること疑いなし。というか、なにか勘かん違ちがいしているとしか思えない。誰だれも止めなかったのか。

　止めなかった。それどころか、式場内には上半身裸の腰こし蓑みの姿すがたの男達が入り込み、

「ケチャケチャケチャケチャ……チャチャチャ……！」

　と唸り声を上げて、さらに宴うたげを盛り上げている。ホテル・キンタマーニご自慢のオプション、ケチャダンスだ。さらにオプションで、トランス状態のシャーマンが裸足はだしで火の上を歩く、火渡りの儀式を行うこともできる。で、今なら大変ご利用しやすいお値段になっておりますよお客様、との説明に新郎新婦も、一生の記念だから、と頼んでしまっていた。もうどうにでもなれって感じだ。

　そんな祝いの席に突然の闖ちん入にゆう者しや。バターン、と式場の扉を開け放し、ぐるぐる巻きにされた少年を担かついだ二人組が飛び込んできた。

「こりゃどうも、お取り込み中すいませんねー」

　ナンパ男がペコペコする。

　あら、これはどんな趣向？　と列席者達たちは、その奇妙な連中に目を向けた。なんといっても、簀す巻まきの人間を引っ越し業者のように運び込んでくる連中が真っ当な招待客とは思えない。もしかしたら新郎新婦の新あら手てのお色直しかしら？　と、新婦のスズキ・ユウコ（旧姓サトウ）は思った。

　新郎のスズキ・タクロウは立ち上がって手を振った。

「あれっ!?　誰だれかと思ったらヤマちゃんじゃーん！」

「あっ！　チャッピー!?」

　ナンパ男も手を振り返す。

「なになに？　招待状も出してないのに来てくれたの？　いやー、俺おれは信じてたよ！」

　新郎はひどく上機嫌。それを見て、ナンパ男の同どう僚りようは戸惑って尋たずねた。

「知り合いなのか？」

「いや、全然知らない人」

「……じゃ、何だよ!?　チャッピーって!?」

「あれっ!?　誰かと思ったらそっちの方もヤマちゃんじゃーん！」

　ナンパ男の同僚の方にも手を振る。新郎は万事この調子なのだった。すっかり出来上がってしまっている。

「イエーイ！　小さなピンクのヤマちゃんがぞろぞろぞろぞろ大名行列しながらやってきたあ！」

　きっと彼はアルコール依い存ぞん症しようか何か。

「な、なんだね君達は？　こんなオプション、式次第にあったかな？」

　司会進行役の族長が、マイクの前でまごまごした。本当に族長なわけはなくて、本職はブライダルプランナー37歳二人の子持ちであった。いい年して体中に墨すみ塗り捲まくって腰こし蓑みのつけて、ハウ、とか言っている。仕事って大変だ。族長は自分の仕事をこなそうとする。

「えーと、出番を間違えているのでは？　ポリネシア簀巻き釜かま茹ゆでショーは、この式では選択されてないはずなんだが……」

「もがー」

　簀巻きにされているマコトは弱弱しく呻うめくのだが、何言ってんだかわかんねえ。もっとわからないことを言うのはナンパ男だ。

「いやあ、どうもどうも。これ、あちらのお客様からのおごりです」

　と、後ろを振り返って、ちょいちょい、と指差してみせる。

「待ちなさい！　誰か、その人達を止めて！」

　少女がそう叫びながら、彼らの後を追ってきていた。

「そういうわけで、お代はあの子から受け取っといてください」

　と、ナンパ男は言うと同時に合図する。ナンパ男の同どう僚りようは頷うなずいて、手近にあったトーテムポールを押し倒した。

「わ、危な！」

　それは催事場入り口に、ズシンと倒れかかる。危うくイシダは下敷きになるところ。

　こ、殺す気!?

　イシダは冷や汗を垂らした。もっとも、トーテムポールを倒した同僚の方も冷や汗を垂らしていたが。まさか、こんなに破壊力があるとは。下へ手たしたら相手は怪け我がじゃ済まない。何させるんだよ、とナンパ男の方を睨にらんだ。

　トーテムポールにどのくらいの破壊力が秘められているかについては以下の通り。

　運悪く入り口付近に陣取っていた新婦の友人一同のテーブルにトーテムポールが直撃。テーブルはメシャッとひん曲がった。さらにその上に置かれていた料理、ブタとバナナの丸焼きが弾はじけ飛ぶ。飛んできたブタの頭と正面からキスした新婦友人が、ひゃあ、とか言って卒倒した。たぶん、宗教上の戒律でブタとキスしてはいけなかったのだろう。

「お、おい、何してくれてるんだ!?」

　族長はマイクを握って、その闖ちん入にゆう者しや達たちに叫んだ。

「そのトーテムポールは悪い精せい霊れいの侵入を防ぐ大事なものなのに！」

　なんか色々トーテムポールのことも勘かん違ちがいしているような気がする。

　が、すでに悪い精霊は侵入しているのであって、今いま更さらそんなこと言っても詮せんないのである。

　悪い精霊の一人が、ヤシの実を投げつけ始めた。バイキング形式でずらっと料理が並べられたテーブルに積んであったものだ。簀す巻まきにされた少年をほっぽらかして、手当たり次第に投げつける。ココナッツジュース撒まき散らしながら宙を行くヤシの実。それをヒラリ、とはいかずに飛沫しぶきを受けながら、懸命に避よけるもう一方の悪い精霊、イシダ。

「あれっ!?　誰だれかと思ったら今度のヤマちゃんは女の子じゃーん！　最近のヤマちゃんは進んでるなあ！」

　イシダが避けるものだから、そんなこと言っている新郎の頭にヤシの実がパカーンと当たる。いい加減、目を覚ませ。

　部外者の乱入に列席者達は混乱した。なんだなんだ？　と立ち上がり右往左往。すでにアルコールが入ってわけがわからなくなっている新郎の友人達（断酒自助グループの面々）は無意味に河へザンブと身を投げた。で、早速ピラニアに襲おそわれて、ぎゃー。それは南米だ。

　列席者もケチャダンサーも入り乱れてもうしっちゃかめっちゃかであった。

「おい、そんなもん投げてる場合じゃないだろ。ていうか、食い物を粗末にするな」

　ナンパ男の同僚が忠告する。簀巻きのマコトを一人で抱かかえながら。一方、忠告された方のナンパ男はなんだかいい汗をかいていた。

「いや、つい熱中しちゃって」

　誰だれにだって一つや二つ、我を忘れて熱中できる何かがあるものだ。そして大たい抵ていの場合、その楽しみは他人に理解されない。だから、ナンパ男の同どう僚りようも腹立たしげに言うだけだった。

「ヤシの実投げ続けるより大切なことが人生にはいっぱいあるだろうに。それより、お前もこいつのこと持てよ！　俺おれにばっかり面倒なことやらせやがって……」

　ナンパ男の猛もう攻こうに足を滑らせへたり込んでいたイシダは、顔を上げた。例の連中が、マコトを抱かかえて再び駆け出している。そして、半はん裸らの男達たち（ケチャダンサーと酔よっ払った体育会系後こう輩はい連中の混合チーム）の群れに飛び込んだ。

　このままでは人波に紛まぎれて逃げられてしまうかもしれない。なんとか足止めしなくちゃ！

　イシダは心を決め、能力を使うことにした。あの連中のズボンを下ろせば転ばせることくらいできるだろう。サクライ達が追いついてくるまでの時間は取れるはず。

　だが、どうも勝手が違うことに気付いた。

　イシダはナンパ男達のズボンが引きずり下ろされる場面をイメージする。そのイメージを高めて高めて、それから解放！

　ズバーン！

　と、新婦の親おや父じのズボンが脱げた。娘の旅立ちを泣きながら見守るステテコ姿の親父。

　あ、あれ？　とイシダは焦あせり、もう一度ナンパ男達の姿を捉とらえようとする。混乱する人ごみに紛れて、よく見えない。が、それでもイシダは強引に、彼らのズボン脱衣姿を想像する。そして、解放。

　ズバーン！

　トランス状態に入っていたシャーマンの腰こし蓑みのが脱げた。しかも、火渡りの最中に。転倒したシャーマンは、アチアチアチ、と転げ回り、実はトランス状態になんか入っていないただの我慢強い人だったことが判明。その上脱げた腰蓑に引火。熱によって舞い上がったその火の粉は催事場の片隅に落下した。そこでちろちろと陰険に舌を出す。火の粉はブスブスと繁しげみを煙らせて、人々の喉のどを詰まらせた。皆が咳せき込み、目に染しみ、身を折る。

　わあ、消火器消火器！　丸出しで何やってんだ！

　大変なことになった。

　どういうことなの!?　イシダは慌あわてる。自分の力がうまく働かない。

　イシダの力はイメージに強く影えい響きようされるものだ。その発動にはズボンが脱げた場面を強く意識する必要がある。しかし、逃げるナンパ男達のズボンをうまく視界に入れられないため、そのイメージが不十分なのである。なのに、ズボンをずり下ろすという意思は強く働いている。

　となると、どうなるか？

　目に入ったズボン、すなわちイメージしやすいズボンをずり下ろす、という風に力が働いてしまうのであった。イシダは目についたズボン（腰蓑も含む）がズバーンと脱げた様子を連想してしまい、そして彼女の能力はそのイメージ通りに発動される。

　だから、火に包まれたジャングルから焼け出された日本兵が軍刀片手に、

「米兵の攻撃か!?　もはやこれまで！　我、生きて虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けず！」

　と腹搔かっ捌さばいて自害しようとしたところを、ズバーン！　と転倒させてしまう。武士の誉ほまれの越えつ中ちゆうふんどしが衆目に晒さらされた。出てこなければ脱がされずに済んだのに。

　こうして、はた迷惑な下半身丸出し事変が頻ひん発ぱつする。

　どうして!?　どうしてうまくいかないの!?

　イシダは恥ずかしいやら悔しいやら。

　こうなったらいっそのこと、能力を暴走させこの場にいる全すべての男のズボンを脱がす方が早いかもしれない。それでナンパ男達たちの足止めもできる。実際、イシダはそうすべきだった。もっとも、そんな簡単に暴走させられるなら、それは最も早はや暴走ではなく立派にコントロールできていることになるわけだが。

「何が起こっているんだ？」

　ナンパ男は周囲の混こん沌とんとした状況に思わず呟つぶやいた。それから、抱かかえているマコトに向かって言う。

「君の仕し業わざか？　馬ば鹿かなことに能力を使うのは止やめたまえ」

「もがー」

　タオルを口に嚙かまされたマコトはまともに答えることができない。

「おい、あの女の子、まだ追いかけてきてるぞ。どうする？」

　ナンパ男の同どう僚りようは後ろを振り返りつつ問うた。

「いっそのこと、あの子も……？」

「そこまでしなくても、あと少しで悪あく魔ま喰ぐらいも来てくれるはずだ。とにかく、身を隠そう」

　ナンパ男達は式場を抜け出る。その前に非常口があった。それは屋上へと続いている。彼らはマコトを抱えたまま、その階段を駆け上がった。イシダも遅れて、それに続く。

　後には一生の記念をパンツ姿のおっさん連中だらけにされた、新婚夫婦が残された。













マコト⑦＋イシダ⑧







　ホテル・キンタマーニの屋上は、すでに夕ゆう闇やみに紛まぎれかけていた。貯水タンクがある。その陰に隠れて様子を窺うかがう者、二人。

「畜ちく生しよう、やっぱりついてきてやがる」

「しっ！　やり過ごせ」

　ナンパ男が同どう僚りようを制す。彼らの目の先には、非常階段を駆け上ってきた少女の姿があった。イシダだ。そのイシダ、すうっと息を吸い込むと、

「隠れてないで出てきなさい！　ここに逃げ込んだのはわかってるんだから！」

「相手は一人だぜ？　しかも厄やつ介かいな天使じゃない。ふんじばって黙だまらせればいいだけだ」

　ナンパ男の同僚は、もうマコトを担かついで走るのに辟へき易えきしたらしい。簡単な解決方法へと流れようとしていた。

「いいから、黙っときなよ。それは最後の手段にしておこう。こっちは時間さえ稼げればいいんだから」

「そこね！」

　ぼそぼそ喋しやべってたものだから、聞きつけられた。イシダはナンパ男達たちの隠れている方へ歩んでくる。ナンパ男は舌打ちした。が、すぐに表情を改めて、

「オーケー。追いかけっこはもう止やめようか」

　と、貯水タンクの後ろから姿を現す。両手を広げてウンザリしたように、

「なんだって、そんなにムキになるんだい？　どうせ、悪あく魔まの能力を悪魔喰ぐらいに渡したら、彼も解放されるのに」

「ウチダくんは嫌いやがってるでしょう？　無理矢理連れていくというやり方も信用できない。あなた達、ただの誘ゆう拐かい犯はんよ」

「失礼だなあ。僕らのやっていることは善いことなんだ。マコトくんも尻尾しつぽがなくなって喜ぶと思うよ。そして、悪魔喰らいの崇すう高こうな使命に感じ入って、自ら悪魔喰らいのために協力を惜しまなくなると思うね」

　ナンパ男は頭を搔かく。

「君みたいな人間にとっても、悪魔なんかよりも人間になってくれた方が付き合いやすいだろ？」

「何言ってるの？　ウチダくんは悪魔なんかじゃない。普通の人よ」

「そう見せかけるのがうまかったらしいね」

　ふんふん、と肯うなずきながらナンパ男は言う。

「本当なんだってば！　ウチダくんは何の力も持ってないわ！」

「へー、ほー、そーなんだー」

　大変真剣な顔つきで相あい槌づちを打つナンパ男。

「だとしたら、大変だ。何の力もないのに悪あく魔ま喰ぐらいに食べられちゃうなんて」

「そう、それよ！　あなた達たちの話だと、悪魔の能力も持たないのに、悪魔喰らいとやらに食べられると……」

「死ぬか精神に異常をきたすか。とにかく健康に良くない影えい響きようがあるのは確かだね」

「だったら、彼を返して！　何かあってからじゃ遅いんだから！」

　ナンパ男は眉まゆをひそめて、

「まんまと騙だまされてるわけだ。マコトくんが人間だ、なんて。でも、君も見ていただろう？　彼が悪魔の能力を使って、手も触れずに自分のズボンを脱ぐところを。彼が悪魔だという何よりの証拠を、君も見てたはずだ」

「それは彼の能力じゃないわ！」

　イシダの猛もう抗議にもどこ吹く風。ナンパ男は髪をかき上げ、微笑ほほえんだ。

「能力じゃない？　偶然脱げたとでも？　やれやれ。どうしてそこまで確信を持って、マコトくんのことを悪魔じゃないと言い切れるんだい？　そんなに彼のことに詳しいわけ？」

「だって……だって、そうなんだもの！　ウチダくんは悪魔じゃないの！　これは絶対にそうなんだから！」

　イシダの様子に、ナンパ男は片眉を上げた。

「……どこからそんな自信が出てくるんだろう？　君も見たはず……真実の口に挟はさまれたマコトくんのズボンが……。あの場にいたのは、マコトくんに、あの天使に、君……」

　と、はっとしたようになって、

「おい、あの子を捕まえるぞ！」

　隣にいた同どう僚りようにそう鋭く発する。

「ん？　やっと簡単なやり方を選ぶ気になったのか？」

「そうじゃない！　もしかするとあの子が！」

　やばい。矛ほこ先さきがこちらに向いた。

　イシダは身の危険を感じる。彼らを屋上に追い詰めておいてなんだが、歯向かわれては困る。だってイシダは普通の女子なのだから（一部を除いて）。力で押されたら対抗しようもない。

　拳げん固こをゴッゴッと打ち合わせながら、ナンパ男の同僚が近付いてきた。ナンパ男もじりじりと横に回ってくる。手を広げて、飛び込んでくるのを待ち構えつつ。

　サクライがいればまだ何とかなるだろうが、今彼女はこの場にいない。このままではマコトを助け出すどころか、自分が彼らに捕まえられてしまう。

　早く来て！

　イシダはそう願いを込めて非常階段の方を見る。サクライ達たちも自分達を追いかけてきてくれているはずだ。そう、だから、今にも非常階段を駆け上がってきてくれるのではないか。困ったときに助けになるのが天使なのだから。サクライに頼らざるを得ない。

　そんなイシダの期待に応こたえて颯さつ爽そうと現れたのはサクライその人！　ではなくて、もくもくと立ち上る黒煙だった。非常階段から噴出していた。

　火災だ。10階催事場にてシャーマンの腰こし蓑みのから発生した火災は瞬またたく間にその範囲を広げていた。そしてここ、ホテル屋上にも驚おどろくべきスピードで炎と煙を送り届け始めている。

「火事!?」

　イシダの声に、ナンパ男達もそちらを見る。げえっ、と呻うめいた。

「な、なんだ!?　これ、マジか？」

　熱気が押し寄せてきた。炎は見えないものの、煙がひどい。空気自体が熱で震ふるえているかのようなゴウゴウというざわめきが腹に響ひびく。その中を、どこかで膨ぼう張ちようしたガラスが割れたのか、ガチャンと耳みみ障ざわりな音が駆けていった。非常階段だけでなく、10階の窓からもモウモウと煙が噴出し始める。沈み行く夕ゆう陽ひが生み出す暗くら闇やみに輪をかけて視界が暗くなった。

「いかん。急いで逃げなければ」

「え、あの子はどうするんだよ？」

「む。仕方ない。とりあえず後回しにしよう。こっちだけでも連れていかないと」

　ナンパ男に促うながされて、同どう僚りようもマコトの体に手をかけた。足の方をよっこらしょと持ち上げる。で、彼らはマコトを再び担かついで非常階段へと向かう。

「あ、ちょっと！」

　イシダも再び彼らを追った。イシダだって、火事に巻き込まれたくはない。置いていかれる恐怖が足を速めさせた。ナンパ男達の背中に食らいつく。

　で、ナンパ男達が非常階段の扉を開けたらえらいことだ。ぶわっと物もの凄すごい勢いで真っ黒がはみ出してきて、鼻やら口に入り込んでこようとする。ナンパ男の同僚は慌あわてて扉を閉めた。が、隙すき間まから依い然ぜんモウモウと煙り出してくるではないか。ナンパ男達もイシダも一緒になって、しかめ面つら。口元を押さえてきびすを返した。仲良く逆戻りだ。

　煙の勢いの激しさに、その中を下に降りる気は失うせてしまう。みんな揃そろって、屋上で煙の届かない範囲へ転がり出た。

　無理無理！　絶対無理！

　イシダは目をしばしばさせて喘あえいだ。床に手をついて、視力が回復するのを待つ。

　ナンパ男の同僚の方は熱気と煙を吸い込んで肺が拒否反応を示したらしい。ゲフゲフと咳せき込みながら、

「ど、どうするんだよ!?　このままじゃ俺おれ達、丸焼きになっちまう!?」

　オロオロうろたえた。

「そんな慌あわてるようなことじゃないさ」

　ナンパ男にはまだまだ余裕があった。周囲を見渡しながら、

「こういうときのために、避難設備として救助袋があるはずだ」

「救助袋？　ってなんだ？　結婚生活において大切な袋の一つか？」

　彼は何を言っておるのか。

「建物から避難するための袋さ。袋の中を滑って地上へ降りるんだ」

「この高さから滑り降りる!?」

　ナンパ男の同どう僚りようは屋上の手て摺すりから下を覗のぞき込む。煙を通して、緑が見えた。ホテルの庭園の芝しば生ふがライトアップされている。そこを逃げて行くホテル従業員のあまりの小ささに、

「冗談だろ!?」

「じゃあ、このまま燻いぶされるのを待つのか？」

　ナンパ男は屋上に設置されていた箱に手をかける。ガコッと蓋ふたが外され、その中から救助袋が姿を現した。

「これを地面に向けて降ろしたら、この支持金具で固定して……って、君も手伝え」

「あ、ああ」

　ナンパ男に指示されて、同僚もおとなしく従った。救助袋を取り出して抱かかえ上げ、

「……俺おれ、高いところ、あんまり得意じゃないんだよ」

　と、目をつぶり、それを手摺りの外へと放り出す。救助袋はシュシュシュシュシュ、と地上へと伸びていった。ホテル壁へき面めんに、一本の白い直線が描えがかれていくようだ。

　で、その間、イシダももちろん時間を無む駄だにはしない。チャンスだ。ナンパ男達たちがごちゃごちゃやっている隙すきに、マコトの縛いましめを解ほどきにかかる。

「今、自由にしてあげるから」

　マコトはもごもごしている。

「ちょっと！　君、なにを勝手なことしてるんだい？」

　ナンパ男がイシダに注意を向ける。救助袋を支えるための枠わくに手をかけながら、目ざとい。

「こんなぐるぐる巻きで、救助袋の中を滑り降りるなんてできないでしょう？　手足が使えないと怪け我がしてしまうわ」

　そう言いながら、マコトのさるぐつわを外すイシダ。

「……息が詰まるかと思ったよ」

　マコトは精も根も尽き果てたような様子だ。イシダは続けて手足の紐ひもも解きにかかる。ナンパ男のことなんか気にもしていない。そんな彼らをナンパ男は油断なく見つめていたが、やれやれと首を振った。

「……ここは生きて脱出するのが先決か……。いいだろう。マコトくんを縛しばっている紐を解いてくれ」

　言われなくてもやっている。と、

「お、おい！　これでいいのか!?　なんか引っ掛かってるみたいなんだが」

　ナンパ男の同どう僚りようが上うわ擦ずった声を上げる。地面に向けて投げ落とした救助袋が、どうにも具合の悪いことになっているらしい。

「どうかしたかい？」

　ナンパ男が身を乗り出して、屋上の縁へりから下を覗のぞき込む。

「……なんてことだ」

「なに？　なにかまずいの？」

　マコトの縛いましめを解ほどいたイシダ、マコトの腕を肩に担かついで屋上の縁に近付いた。そして、

「あ……」

「ダメだ……救助袋がホテルの看板に引っ掛かってる。地上まで到達していない。これじゃ滑り降りることができない」

「ええ!?　そりゃないだろ!?」

　ナンパ男の同僚は、必死になって救助袋を揺らしたり引っ張り上げようとし出した。だが、一向に状況は改善されない。

「参ったね。このホテル、避難訓練とか全然やってないんじゃないか。さもなきゃ、救助袋が引っ掛かるような場所に看板取り付けて、そのままにしておくわけがない」
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　ナンパ男のボヤキに、イシダは消防法無視っぽいホテルの内装を思い出す。

　この欠陥ホテル！

　怒りと焦あせりが、手て摺すりを摑つかむ手に力を漲みなぎらせた。担かついだマコトの重みが増したように感じられる。

「わああ！　煙が！」

　ナンパ男の同どう僚りようが声を裏返した。イシダ達たちの周りも、いよいよ煙り出す。もはや屋上全体がフライパンの上のよう。イシダは肌で感じる熱さにぞっとした。

　ウソでしょ？　こんなのってないよね？　まさかこのまま逃げ道もなく……。

「もうだめだ！　おしまいだ！」

　ナンパ男の同僚は救助袋をほっぽり出して、神に祈り始めた。

「イエーッ！　ゴッド、イエーッ！」

　こんなところで焼け死ぬの？　せっかくウチダくんを助け出せたっていうのに……。

　イシダは諦あきらめきれない。救助袋の様子をもっとよく窺うかがおうと手摺りの外側へ身を乗り出す。どうにかならないの？

　ホテル屋上から下に向かって伸びている白い筒。それが途中で障害物にぶつかって、中途半はん端ぱに留とどまっている。それを見て、イシダは場違いな感想を抱いだいてしまった。

　クリスマスイブみたいだ。

　まるで、ぶら下げられた白い靴くつ下した。良い子にしていれば、サンタさんがその中にプレゼントを入れてくれる。そして、入れられたプレゼントは途中で引っ掛かって地上まで到達しないだろう。

　それじゃ困る。あの看板さえなければ、救助袋は穴あき靴下みたいにストーンとプレゼントを地面に落としてくれるのに。というか、それは穴あき靴下というよりもズボンみたいなものか。……ズボン？

「ファンキー！　ゴッド、ファンキー！」

　ナンパ男の同僚は信心深い。天に向かって拝み倒していた。

「こりゃ悪あく魔ま喰ぐらいを待ってるとかいう状況じゃないな」

　ナンパ男も観念したような表情だ。腰を下ろし、かつ、足を投げ出している。

　マコトはヘロヘロだし、今この場で脱出への強い意思を持っているのはイシダだけ。

　……やってやろうじゃないの。

「……あなた達！　そこ押さえてて！　救助袋の取り付け枠わくのところ！」

　強い口調で命じる。ナンパ男達はきょとんとして、

「なに？」

「とにかくしっかり持ってて！　さもないと、救助袋丸ごと地面にずり落としちゃう！」

　イシダは下を覗のぞき込みながら、精神を集中していた。

　難しい顔をして、救助袋を睨にらみつけている。

「おい、どういうこと……」

「もしかして……わかった。おい、やるんだ」

「あ？　ああ……」

　ナンパ男に促うながされて、同どう僚りようも救助袋を支持する枠わくをしっかり摑つかむ。

　要はイメージだ。イシダの能力はイメージに左右される。

　で、今。イシダにはイメージが湧わいていた。救助袋をズボンに見立てて、それを引きずり下ろすというイメージが。というのも、見てしまったからである。なにを？　もちろん、地面の途中まで降りた救助袋がズボンの裾すそのように見えたのも一因だ。風にはためくその様は、干されたジーンズのよう。だが、それだけではない。救助袋が引っ掛かってその陰に隠されている看板、そこにある文字も頭の中に浮かんで見えた。それは、ホテル・キンタマーニ。キンタマーニを覆おおい隠す、長く伸びた救助袋。

　ズボンをずり下ろせば、キンタマーニがコンニチワ。そう思ってごらん、なんだかやる気が出てきただろう？　と、イシダの師し匠しようは言った。誰だれだ、突然。

　それはともかく、そのイメージは確かにイシダの中に根付いた。そして、それをズバーンと引きずり落とす。これならズボンを下ろすのと似たようなもの。引っ掛かった部分も力ずくで引き下ろせる、かもしれない。

　問題は、いつものように丸ごと脱がしてしまわないように、上の方をしっかり押さえておいてもらうだけ。

「いい!?　しっかり押さえてる!?」

「いつでもどうぞ」

　ナンパ男の答えを合図に、イシダはイメージをさらに集中する。

　きっとできる。それは簡単なこと。そりゃ、こんな大きなズボンを下ろしたことはないけれど……。でも、やらなくちゃ、ウチダくんも死んじゃうんだから！

　イシダは目を見開いた。瞬しゆん間かん、視線の先にある救助袋の引っ掛かり部分が拡大して見える。そして、

　ズバーン！

　救助袋が弾はじけたように地上へと引き下げられた。滴したたるように白い筒はツーッと伸びていき、地面に達する寸前、反動でぶらんぶらんと揺れる。もっとも、すぐにその揺れは小さくなり、振り子が力を失うように収まる。

　だが、それを屋上で押さえていたナンパ男達たちは危うく救助袋ごと落下するところだった。

「おわっ!?」

　がくんっ、と腕が抜けそうになる。ナンパ男達は体を半分近く、屋上の縁へりから引っ張り出されていた。彼らが救助袋から手を離したら、せっかくうまく能力を発動できたのになんの意味もなくなる。イシダは、

「あ！　あ！」

　と駆け寄って手を貸そうと、

「危ない！　来るな！」

　叱しつ責せきされた。ナンパ男の同どう僚りようは短くそう叫ぶ。ぎりぎりと歯を食い縛しばりながら、せめてもの言葉だった。自分らごと救助袋が落ちてしまうか否いなかの瀬せ戸と際ぎわ。

　ナンパ男は片足を手て摺すりにガッと突っ張らせて持ち直す。それでどうやら耐え切れた。ずり下ろそうという力がフッと消え、その反動で、

「わ、わ、わ」

　彼らは後方へと転がってしまう。イシダは彼らの無事を見届けると、もう一度、手摺りの外側に身を乗り出す。

「初めてこの力のまともな使い方ができたような気がするわ……」

　イシダの呟つぶやきは誰だれかの耳に届いただろうか。見事、救助袋は地面に達していた。

「……大の大人おとなが二人がかりでやっと押さえ込めた……大した力じゃないか」

　ナンパ男の呟きは、一緒に転がっていた同僚の耳にも届かなかった。ナンパ男の同僚は頭を振り振り、身を起こし、

「どうなってるんだ？　なんだか知らんがこの忌いま々いましい救助袋め……。ともかく、火が回る前に早いところ降りようぜ」

　ナンパ男の同僚に急せかされるまでもない。イシダ達たちは順番に地上へと滑り降りることにする。

「先に行けよ」

　ナンパ男の同僚は、イシダに先を譲ゆずった。

「え？　いいの？」

　あんなに取り乱していたのに。

「俺おれは最後でいい。少なくとも、女子供より先に降りるつもりはない」

　きっぱりと言い切る。イシダは思わず見直した。思ったよりいい人？

　厳しく引き締まった口元は不退転の決意。覚悟を決めているかのようだ。なんでこんな人が人ひと攫さらいをしようなんてするんだろう？　イシダは腑ふに落ちない。

「順番を後回しにしても、結局は降りることに変わりはないんだぞ？」

　そう言うと、ナンパ男はさっさと救助袋の中に身を潜もぐり込ませる。誰よりも早く、真っ先に。そして、まだ上に残っている三人に対して、

「じゃあ、お先に。高いところが苦手だからって尻しり込ごみしてたらダメだよ」

　それだけ言い残して、筒の奥へ消えてしまった。うるせえ、とかナンパ男の同僚は呟いている。厳しい表情のまま。いや、これは厳しいというんじゃなくて、単に……。イシダは思わず噴き出しそう。そんな場合ではないのに。

　そりゃわたしだってこんな高さから滑り降りるなんて怖くないわけじゃないけど、でも、こんな大の大人おとなが。

　そう思うとなんだか滑こつ稽けいでたまらない。

「……なんだよ。いいから行けよ」

　ナンパ男の同どう僚りようは、モゴモゴと口の中で呟つぶやきつつそっぽを向いた。

　力が入らない様子のマコトを何とか救助袋の中に押し込むと、いよいよ次はイシダの番。

「じゃあ、わたし先に行きますね」

「お、おう」

　きょろきょろと視線を彷徨さまよわせながら、ナンパ男の同僚は言った。それから一度、唇くちびるを舌で濡ぬらした後、

「あ、あのな。これ、降りるのだけど……」

「？　なにか？」

「なんか、その、コツとかあるのかな？」

「コツというか、遊びじゃないんだから面白がって頭から滑ったりすると怪け我がをするんじゃないかしら」

「いや、そういうんじゃなくて……なんていうか、目は閉じて降りた方がいい、のかな？　とか思うんだけど、どう思う？」

「はあ？」

「それとも、目をつぶったら余計怖いのか？　こういうのって？　どうしたら、怖くなくなるんだ？　ていうか、お前ら、どうしてそんな平気な顔して降りられるんだよ！　普通怖いだろ？　なんか漏もらしそうになって、腹の下辺りがヒュッてなるだろ？　怖くないの？　なんで？　何食ったらそうなるんだよ。おかしいんじゃないのか？」

　ナンパ男の同僚は早口になっている。自分でも何が言いたいのか、理解しているのかいないのか。

「ああ畜ちく生しよう！　なんでこんなことに……。あいつと組むといっつもこうだ！　やっぱりだ！　一人でさっさと降りやがって……どうすりゃいいんだよ……」

　と、イシダの顔を値踏みするように、じろっと上うわ目め遣づかい。で、ゴホンと咳せき払ばらいして、

「あのな、もしよかったら、その、一緒に降りるなんてことは、えーと……いや、なんでもない。早く行け」

　顔色が随ずい分ぶんと悪くなっていた。おまけに、支え枠わくをぎゅうっと握り締めている指も白い。

　イシダはなんだかかわいそうになった。

「あの、あなたが先に降りる？」

「な、なんでだよ。いいから行けって！」

「でも……一人でここに残って、降りる決心がつくの？」

　イシダの頭の中には、この男が煙に迫られながらも救助袋の前でおろおろと逡しゆん巡じゆんしている様が浮かんでいた。

「怖くて降りられなくなっちゃうんじゃない？」

「ば、馬ば鹿か言うな！　いいから行けよ行っちまえ！」

　そこでイシダはちょっと思いついたのだ。

「そういえば、バイト代」

「あ？」

「あなたに言われた簡単な仕事のバイト代。まだ貰もらってないんだけど」

「あああ？　何言ってんだ？　今、そんなこと気にしてる場合かよ。ていうか、あいつが払ってたじゃねえか」

「あんなの迷惑料にもならないわ。それに、わたしはあなたに払ってほしい。簡単な仕事だ、なんて言ってわたしを騙だましたあなたに」

「それは、まあ、悪かった」

　ごにょごにょ。口ごもる男に対し、イシダは決め付ける。

「じゃあ決まり！　ちゃんと払いなさいよ？　それともなかったら、なんか美お味いしいものでも奢おごって。絶対だからね」

　イシダは救助袋の開口部へと歩み寄る。その前でクルッと向き直り、ナンパ男の同どう僚りように指を突きつけた。

「約束したから。わたしは先に行くけど、約束を忘れないで。さっさと降りてこないと、わたしとの約束を破ることになるんだからね」

「おい、何を勝手な……」

　ナンパ男の同僚の抗議を押し留とどめて、

「言い逃れするの？　わたしみたいな中学生相手に言い訳？　だらしない」

「お前なあ！」

「悔しかったらどうぞ追いかけてきて。約束を果たそうっていう責任感があるのなら、なおさら。ちゃんと降りてきてよね」

　イシダは彼から視線を剝はがし、救助袋を覗のぞき込む。奥は暗かった。そこにえいやっと足先から飛び込む。

「おい待て！　その憎まれ口……」

　そんな声がイシダに届いたかどうか。イシダは猛もう烈れつな勢いで滑り出していた。

　わわわわ！

　声にならない声を上げてしまう。うまくナンパ男の同僚を挑発できただろうか？　これでわたしを追っかけて降りてくるだろうか？　なんて思い返す暇ひまもない。自分の奥歯を嚙かみ締めるだけで精一杯だ。両手を胸の上で交差させて、ファラオのような格好をするイシダ。

　袋の中のらせん状の滑り台をしゅるしゅるしゅるしゅる流れて落ちる。中に入ってしまえば外は見えないので恐怖心は少ない。が、スピードを抑えないと地上に着いたとき、勢い余って転げてしまう。実際、イシダは地上に足が着くと同時にコロリと一回転。デーンと大の字にひっくり返ってしまった。

「いたた……」

　イシダは大きく息を吐いた。それから、身を起こそうとする。

「大丈夫？　早くどかないと上から来るうちの仲間に潰つぶされちゃうよ」

　そう言って手を差し出してきたのは、ナンパ男。補助しようと待っていたらしい。その手を借りて、よっこらしょ、と起き上がる。で、マコトの姿を探そうとするのだが、手を握られていては動きづらい。

「ちょっと、放してよ」

「君が、悪あく魔まなんだろう？」

　ぎゅうっと力を込めてきた。イシダは、顔色を変えないように平静に、

「何の話？」

「マコトくんが悪魔でないとしたら、他ほかに悪魔の能力を使う機会があったのは君だ。自分が悪魔だからこそ、マコトくんは悪魔じゃない、とあれだけ自信持って言えたわけだね。さて、もうすぐ悪魔喰ぐらいがこの町に到着するんだけど」

「その手を放せ」

　フラフラしながらマコトが立ち上がる。マコトもまた、一回転してデーンとひっくり返っていたようだ。

「彼女に危害を加えたら」

　と、そこで一いつ旦たんえづいて、

「……ただじゃ、おかない」

「クスリが効いてるだろうに、そんな体で強がられてもなあ」

「ウチダくんに何をしたの!?」

「悪魔喰らいが来ても騒さわいだりしないように、ちょっと体が羽みたいになるクスリを飲ませただけだよ」

　爽さわやかにナンパ男は説明する。口元から零こぼれる歯が白かった。

「ひどい！　人をなんだと思って……！」

「別に悪い話じゃないと思うんだけどなあ。悪魔でなくなった方が、この世界では生きやすいだろうに。僕らの親切、わかってくれてもいいんじゃない？」

「いいから放して！」

「いいから放すんだ」

　イシダとマコト、二人から言われてナンパ男は思案顔をしてみせる。

「そうは言ってもねえ。僕らが力ずくで言うこと聞かせようとしたら、君らに拒否することはできないだろう？　なにしろ、そっちには今、あの天使がいないんだから」

　イシダ、摑つかまれていない方の手でグッとファイティングポーズ取って、

「やるって言うの？」

「強がらない強がらない。マコトくんはフラフラだし、君は力の効果的な使い方もわからないただの女の子。それに比べて、こっちは大人おとなが二人だよ？　無む駄だなことするのよそうよ。疲れるし、誰だれの得にもならないから。おとなしくしといてくれないかな？」

　ナンパ男の要望は受け入れられない。ナンパ男の同どう僚りようがおとなしくしていなかった。

「わああああ！」

　そんな叫びが響ひびいてくる。救助袋内を滑り降りてくるナンパ男の同僚のものだ。ふ、と吹き寄せた風が思わぬ事態を呼び起こしていた。風を受けて、救助袋が一いつ瞬しゆんねじれる。そして、それはちょうど彼が滑り降りるらせん状の滑り台を、ほんの少し急きゆう勾こう配ばいにした。たったそれだけのこと。なのに、滑走速度は急加速。自分では御ぎよしきれないスピードになってしまう。

「うわっ！」

　ナンパ男の同僚は地上に放り出されるようにして飛び出す。しかも、頭から。何を勘かん違ちがいしたのか、頭を先にして救助袋に飛び込んだらしい。さっきイシダが注意しただろうに。

　鈍い音を立てて、彼は地面に突っ伏した。うつぶせに大の字で、ぴくりとも動かない。

「ちょ、ちょっと、大丈夫？」

　思わずイシダが心配そうに、ナンパ男を見上げる。ナンパ男も同僚の大技炸さく裂れつに、言葉もない。黙だまったまま、仲間の様子を見つめている。

　ナンパ男の同僚は動いていない。動いていないのに、その影は動いていた。じわじわと影が大きくなっていく。いや、それは影ではなくて、

「血が出てる！　大おお怪け我がじゃない！」

　イシダはぞっとして叫んだ。さっきまで喋しやべっていた相手が今、物言わぬオブジェのように転がっている。

「早く助けないと！」

「……」

「何してるの!?　救急車を……」

「……しかし、まず君を悪あく魔ま喰ぐらいに引き渡さないと……」

　イシダは、目を丸くした。そして、すぐに険しくなる。

「そんなこと言ってる場合!?　あなたの仲間でしょう!?　ほっとくつもりじゃないわよね？」

「だが……」

「放して！　あなたがやらないなら、わたしが助けるから！」

　ナンパ男は難しい顔をしていたが、ふう、と息を吐いた。

「あのね。僕らの最優先させるべき目的は、悪あく魔ま喰ぐらいに能力を食らわせてやることなんだ。それ以外のことは、二の次三の次。彼を助けることで君を取り逃がしでもしたら悔やんでも悔やみきれない。だから、悪いけど君を放すわけにはいかないな。悪魔喰らいとの用件が済んで、その後でなら彼を助けてもいいだろう」

「そんなことしてて、あの人が手遅れにでもなったらどうするの!?」

　ナンパ男は髪をかき上げ、ふっ、とため息を漏もらした。

「彼も納得してくれるだろう。彼だって悪魔喰らいの協力者なんだ」

「あの人とは約束があるのよ！　バイト代払ってもらうって……死なれたら……約束を守ってもらえない……」

「悪魔喰らいのために死ぬなら、彼も本ほん望もうだと思うよ」

　ナンパ男は爽さわやかに冷れい酷こくだ。イシダは自分を捕らえている男の顔を見上げた。今ではもう同どう僚りようのことなどすっかり吹っ切ったのか、微笑ほほえんでいる。なんで？　なんでそんなことが言えるの？　イシダは腹の中に生じた憤いきどおりを、口から吐き出そうとした。だが、憤りを感じていたのはイシダだけではない。

「お、お前なあっ！」

　むっくり起き上がった血ち塗まみれの人物。頭からダクダク流血中だ。

「勝手なこと言うなっ！　いつもいつも俺おれにしわ寄せがきやがる……！」

　ナンパ男は立ち上がった同僚を見て、一言。

「わ、汚な」

「ひでぇ！　今まで黙だまってたけどなあ。俺、お前とコンビ組むのほんと嫌いやなんだよ！」

　ナンパ男の同僚は、ナンパ男に摑つかみかかった。血がつかないよう顔を遠ざけながら、ナンパ男は彼をなだめようとする。

「ちょっとちょっと！　今、そんなこと言う場面じゃないだろう？」

「いいや！　こういう機会だから言っとく！　俺は忘れないからな！　俺のことを見殺しにしようとしやがって……。お前はいっつも勝手に話を進めるわ、面倒な作業は俺に押し付けるわ……自分勝手すぎる！」

　そう迫る同僚を、ナンパ男は両手で押し返そうとした。

「止やめてくれよ。君だって悪魔喰らいの協力者なら、それくらいの覚悟はあるだろう？」

「そんなだからお前と組むの、俺だけになったんだぞ？　わかってるのか？　自覚してるのか？　いい加減、組んでる相手のことも気き遣づかってくれよ！」

「僕達たちは世界のために働いているのであって、友達ごっこをしてるわけじゃないだろう」

「あーもー！　そんなだから失敗するんだよ！　いいか？　相手への信頼がなきゃ協力なんてできないし、協力できなければどんな仕事だって途端に面倒なことに……！」

「そんな興奮すると傷に触るよ？　落ち着いて落ち着いて。どう？　気き遣づかってあげたけど。これで満足かな？」

「喧けん嘩か売ってんのか!?」

　大変な剣幕だ。しかし、イシダは安心する。思ったより丈夫そうだ。これなら放っておいても大事には至るまい。それより何より、と自分の置かれている状況を確認する。フリーハンド。ナンパ男は仲間とのいざこざで、イシダから手を離していた。マコトを見る。マコトもイシダを見ていた。うん、と互いに頷うなずき合って、

「あ！　あ！　ちょっと、君達たち！　待ちたまえよ！」

　ナンパ男の声を背中に、その場から逃げ去った。手に手を取って仲良く駆ける。

「あの子達を止めないと！」

「ほっとけそんなの！　それより俺おれの話を聞け、この野郎！」

　ナンパ男達はまだやり合う。自分の血を見て興奮したのか、ナンパ男の同どう僚りようはナンパ男の胸倉を摑つかんで離さない。それを押し剝はがそうと、ナンパ男も手を突っ張って抵抗する。普通に殴なぐり合いの喧嘩をしているように見えてしまう。流血もしているし。だから、彼らはこの火事騒さわぎの中でも人目を引いた。

　あそこあそこ！　と野や次じ馬うま達に誘導され、救急隊員達が人ごみの中から湧わき出てくる。そして、担架を担かついで彼らに向かって一直線。二人の間に分け入った。

「大丈夫ですか!?」

「要救助者二名確認！」

　とか、ナンパ男達は担架に載せられて、

「いや、僕は全然大丈夫だから！　追いかけないと！」

「何言ってるんですか！　血だらけですよ！」

「これはあいつの血がついただけで、僕はなんとも……下ろしてくれ！」

　と連れていかれてしまうのだった。

　イシダ達は集まり始めた野次馬の中に駆け込み、息をつく。辺りは消防車のサイレンや怒号で満たされていた。

「……また助けられたね」

　マコトが力なく笑う。それに対してイシダは厳しい顔。

「でも、結局これってわたしが原因？　わたしが悪あく魔まだから……だから、ウチダくんもこんなことに巻き込まれて……ごめんね……」

「謝ることなんかなにもない……」

　ふらついたマコトはイシダに向かって倒れ込む。それを支えるようにして、イシダはマコトと抱だき合った。

「一人じゃ歩けないみたいだ……。支えてくれる？」

　マコトの問いかけに、

「うん……しょうがないわね！　きっとこういう星の下に生まれてるんだわ！　さあ、一緒に行きましょう。サクライさん達たちが心配してるといけないし」

　二人は肩を抱だき合いながら歩き始めた。













エピローグ







「……で？　あたしにどうしてほしいのかね？　ん？」

　悪あく魔まの少女はつまらなそうに言った。

「そんな二人で仲良くめでたしめでたし、みたいな話を聞かされて……あたしに拍手しろとでも？　なんであたしが他人の幸せを喜んでやらなあかんのですか。そこに論理的整合性はあるのかね？」

　なんだかやさぐれている。マンジョウメはイシダの話を聞いている内に、ブウたれた顔になっていた。

　昨日の火事騒さわぎからは一夜明けている。そして今、イシダはマンジョウメと公園にいた。３分爆弾と死闘を繰り広げた、あの児童公園だ。二人並んでベンチに腰掛け、陽ひ射ざしを受けて目を眇すがめ、

「今度の集会のことわざわざ知らせに来てあげたというのに……なにかね？　この仕打ちは？　拷ごう問もん？　新しいプレイ？」

　缶こぶ茶片手にマンジョウメはヤンキー座り。けっ、とか言って唾つばでも飛ばしそう。ベンチの上でそんな座り方をすると、ローアングルから大変よいロケーションを提供してしまうことにもなりかねないので、女の子はやってはいけない。

「そういうんじゃなくて……ていうか、あなた酔よっ払ってるでしょう？」

　イシダはマンジョウメの持つ缶こぶ茶を押さえた。

「真ま面じ目めに聞いてよ。悪あく魔ま喰ぐらいとかいう奴やつが、悪魔を探し回ってるんだよ？　この町に住む悪魔のみんなにとっても他ひ人と事ごとじゃないでしょう？」

「酔ってないよ？　全然酔ってないよ？　何言ってるの？　何言ってるの？」

　同じ言葉を二度ずつ繰り返しながら、マンジョウメは言った。で、こめかみの辺りを親指でコリコリ搔かきながら続ける。

「まあ、話の顚てん末まつはわかったよ。あたしもコミュニティの一員だしね。悪魔喰らいとかいう奴のことは噂うわさで聞いたことある」

　マンジョウメの言うコミュニティとは悪魔同士で作る互助会のようなものだ。マンジョウメはこの町のコミュニティに所属する悪魔で、イシダのことをコミュニティに誘った張本人でもある。

「色んな町の悪魔を攫さらっては能力を奪うばうって話だよ」

「あいつらもそんな風に言っていたわ。ねえ、これって問題じゃないの？」

「んー、まあ、それが中々難しくてさ……」

　なんだかはっきりしない。マンジョウメはグビッと缶こぶ茶を傾ける。

「……悪魔の中には、こんな能力いらないから悪魔喰らいに渡せるものなら渡しちゃいたい、って人もいるからねえ……。正直、サヤはどう？　能力や尻尾しつぽを失って、でも普通の人間として暮らせるようになるとなったら、悪魔喰らいにそれらを捧げてもいいと思ったりしない？」

「それは……」

　イシダは児童公園のタコ滑り台に目を移す。昨日、あの辺りに３分爆弾が立てかけられていた。あの変なのも、悪魔喰らいとかいう奴の能力だったのだろうか。

「……なんだか胡う散さん臭くさいから、わたしは嫌いやかな」

　無理矢理奪い去る、みたいな強引なやり口だったし……。

　イシダの呟つぶやきに、マンジョウメが頷うなずく。

「うん、サヤみたいな考えの持ち主もいるからねえ。コミュニティ内でも悪魔喰らいとかいう奴に対してどう対応すべきか、意見が分かれてるんだよね。とにかく、この町に悪魔喰らいが目をつけてるってことは、コミュニティのみんなに連絡しておくよ。そう聞いてどう行動するかは、みんなの考え方次第だろうけど」

　と、マンジョウメはじろっと視線をイシダに注いだ。

「それにしても……なんなのかね？　ウチダ・マコトという男は？」

　なんなのって……。そういえば、なんなのだろう。天使達たちが妙にご執心らしいけれど。

「あの男、捕まってばっかじゃん！　どんだけ囚とらわれのお姫様なわけ？　あれ、なんなの？　何のつもり？」

「捕まってばかりって言っても、それ、わたしのせいだし……」

　今回のマコトは悪あく魔まと間違われたために巻き込まれた。やっぱり大本は自分が原因だ。

　イシダはそう思うのだが、マンジョウメはむかつくイントネーションで、

「そおかなあぁ？　サヤもあんなのほっときゃいいのに。あんまり過保護だと、助けられるのが癖くせになってしまうのですよ？」

「そういうわけにはいかないもの！」

　イシダは強い口調で言う。

「あんなの忘れて、悪魔は悪魔同士仲良くやろうよ！　ねー？」

　マンジョウメはニッタリ微笑ほほえみかけて小首を傾かしげた。

　無言の時が流れる。

「……ねー？」

　もう一回繰り返した。

「……ちっ。あたし、寂しいと悪いことするよ？　あたしに悪いことさせて、サヤは良心が痛まないの？　人の心を忘れてしまったの？　冷れい酷こくな機き械かい獣じゆうなの？」

　意味不明。いずれにせよ、イシダはマコトのことを放っておくことなどできないようで、

「ウチダくんには今度カレーを作りに行ってあげることになってるし、そんなすぐ忘れてもいいような淡白な間柄じゃないもの」

　と、すっかり機嫌が直っていた。というのも、昨夜のホテルでの騒そう動どうを天てん使し創そう世せい連合会に咎とがめられたサクライが、自宅に戻って謹きん慎しんしていると聞いたからだ。任務中止とか何とかで、マコトもホッとした顔をしていた。つまりマコトとサクライには何もなかったようで大変めでたい。今度カレーを作りに行くとき、邪じや魔ま者ものはいないのだ。たぶん。

「ええいっ、うっさいわっ！」

　マンジョウメは結んだ髪をブンブン振り回しながら、

「聞きたくない聞きたくないっ！　カレー作る？　あたしの分はっ!?　そんなムカつくノロケ話聞かされて、友好的でいられる人間が地球上に何人いると思っておるのかね!?　そんな自慢話は犬にでも食わせてあげるがよいわっ！　ああん、もう辛つらいよー」

　すっかり悪わる酔よいしている。

「人生って何かねっ!?」

「いや、そんな難しいこと聞かれても」

「じゃあ簡単に、１＋１って何かねっ!?」

「質問の意味がわかんない」

「わかってくんなきゃやだあーっ！」




　夏が近付いていた。
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あとがき







　前回のあとがきのあらすじ。

　ファーザーとかランパブとか。

　当然怒られた。

　というわけで、キムタクネタとかシモネタはやめるのであった。それよりもっと真ま面じ目めでためになるあとがき、そう、たとえば異文化交流の実態というものについてお話ししたい。




　先日、私は一路タイへ飛んだ。なんだ突然。その理由については日タイ間の政治的緊きん張ちようにも繫つながりかねない問題であるので詳述は避けるが、大まかに言うと観光です。パッポン通りでオカマちゃんとキャッキャウフフなんかせず、真面目に寺院などを訪れ歴史の重みというものを実感した。特に涅ね槃はん仏ぶつの前で、タイガータイガータイガアパカ、のポーズをしたときは歴史を感じたものだ。余談ながら、その涅槃仏の前では日本人観光客の80％が私と同様の行為をするという。

　さて、そんな歴史の旅人たる私が、とある博物館を訪れたときのことである。

　メッチャ腹痛い。

　それはもう耐え切れぬくらいの波が、突然私の腹部を襲おそったのだ。昨日食った変な魚の揚あげ物が悪かったのか。ハライターと化した私は慈じ悲ひの心もかなぐり捨てて、鬼のようにトイレを探す。展示物なんか見てられん。

　そんな切せつ羽ぱ詰まった状況だというのに、タイのおっさんが話しかけてきた。おい、おっさん、見ればわかるだろう。こっちは脂あぶら汗あせが流れるくらいヤバイ状況なのだ。話などしていられるか。

「ナントカカントカ、バーツ」

　おっさんは指を三本立てながら、バーツバーツと繰り返す。そして、近くにあったプラスチックの箱を示した。箱の中にはタイの通貨であるバーツ札がぎっしり入っている。

　ははあ、これはつまりお布ふ施せを求めているらしい。タイは敬けい虔けんな仏教徒の国なので、あちこちにお布施を入れるための箱が設置されている。その箱に３バーツお布施を入れろ、とこういうわけだ。徳の高い好青年である私を見て、おっさんがお布施を求めるのも当然のことと言えよう。なるほどなるほど。おっさん、舐なめておるのか。今、そんなことやっとる場合か。

　博物館内で大だい惨さん事じを引き起こしてもいいのか。そんなことしたら国際問題ではないか。それが元で、これだからラノベなんか書いてる奴やつは、といったいわれなき迫害が引き起こされたらどうする。そんな懸け念ねんを表情だけでおっさんに伝える。タイ語喋しやべれないから。

　するとおっさん、私の手を引きトイレへと案内してくれたではないか。おお、伝わるものだ。人間、真心である。私はおっさんに深く感謝し仏の慈じ悲ひに頭こうべを垂れ、でもそれどころではないからさっさとトイレに駆け込んだのだった。




　素晴らしいひと時が去った。




　さて、いつまでも余よ韻いんに浸ひたってはいられない。歴史の探求者として仕事に戻ろうではないか。と、そこで気付いた。

　紙がない。

　いや、まあ、待て。落ち着け。ここで慌あわてるようでは素人しろうとである。私は事前に勉強して知っていたのだが、タイのトイレはそもそも紙がないものなのだ。では、タイの人はどうしているのかといえば、水をかけて洗うのだという。つまりウォシュレットみたいなものであろう。さて、そのウォシュレットってどこにあるの？　水すい槽そうと手て桶おけがあった。……タイの人はみんなやっているのである。現地の習慣にも馴な染じんでこそ真の交流であろう。私の異文化交流っぷりに日タイ間のますますの友好と発展は約束されたようなものだ。

　というわけで、えいやっ、とばかりに、そのう、手桶に汲くんだ水を流しながら左手を使って、えーと、まあ、そういうことをしたのであった。これも日本とタイの相互理解のためである。

　入念に、それはもう入念に手を洗い（特に左手）、トイレの外へ出た。太陽が眩まぶしすぎた。

　そこへ現れ出たるはさっきのおっさん。バーツ札の詰まった箱を指し、再びお布ふ施せを要求する。私は仏のような心の持ち主である。詰まっていたものも今ではすっかり流れ去り、歩く慈悲心の塊かたまりとなっていたから、いいともいいとも、３バーツといわず30バーツくらいお布施して差し上げよう、全世界が平和でありますように、と快く喜き捨しやしたのだった。

　そうするとおっさんことのほか喜び、そうかそうか徳の高い私から施ほどこされてそんなに嬉うれしいか、と思っている私にティッシュの束をくれた。

　……えーと、つまりですね。ちょっと私考えますに、ここではお布施をすると紙をくれるらしいんです、ええ。その紙というのが、どう見てもお尻しりを拭ふくのに実に適した柔らか素材でして。

　どうもそのおっさん、外国人のために有料でトイレットペーパーを渡してくれる人だったらしいのだが、それはまあいいじゃないか。私はタイの人と同じようにトイレを使用したのである。これぞ真の異文化交流といえよう。これでいいのだ。




　以上、このあとがきはすべてフィクションです。

　本当にあったことだなんて考えてはいけないのです。

　だから、もし私があなたに左手で握手を求めることがあったとしても、それは侮ぶ蔑べつとか決闘を意味しているのではありません。

　たぶん、私は殺人事件の被害者もしくは加害者になる予定で、その伏線として急に左手で握手したくなったのだと思います。

　私の手は汚れてなんかいません。特に左手。




　このあとがきはフィクションですが、お世話になった皆様への感謝の気持ちはフィクションではありません。




　担当のＭさんをはじめとするメディアワークスの皆様。

　私の拙つたない作品なんかに携たずさわってくださりありがとうございました。




　イラストを担当してくださった南みなみ野の彼方かなたさん、

　いつもしょーもないメール入れてすいません。




　友人各位。

　拙せつ著ちよを一人につき１００万冊購入してくださるとのこと。まことにありがとうございます。




　そしてこの本を手に取ってくださったあなた。

　なんというか感謝に堪たえません。

　本当にありがとうございます。この感謝の気持ちをどう伝えたらよいものか。できるものなら、体でこの喜びを表したいところです。

　というわけで、

　後こう楽らく園えん遊園地で僕と握手。
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相あい原はらあきら

本名：仕事大助。妖怪。３度の飯より仕事好き。仕事なしには生きていけない。呪文「そんなに仕事好きならハロワ行け」を唱えられると死ぬ。溶け死ぬ。５秒で。必殺技はエターナルスレイブワーク。チーム年金生活者の切込隊長として大会優勝の原動力となった。
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イラスト／南みなみ野の彼方かなた

岐阜出身。東京在住。サラリーマンから転職したフリーのイラストレーター。主にゲームの原画やキャラクターデザインをこなして今に至る。
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